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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イラスト／ｐａｋｏ






序章









鬼……代表的な日本の妖怪。節分の鬼に代表されるように二本の獣角を持ち、大きく裂けた口と威嚇的に見開いた眼によって特色的表情をなしている。さらには筋骨たくましい裸形に虎皮の褌をしているのが定形になっているが、これは「艮」（ウシトラ）の方角を「鬼門」として忌んだ生活習慣が、一種の語呂合わせ的発想のなかで作り出した牛角・虎褌像であるとも言われている。







　冬の、夕暮れ時。





　──ごとん、ごとん。


　──ごとん、ごとん。


　──ごとん、ごとん。





　ひどく単調で、どこか懐なつかしい音が、延々と続いていた。


　列車である。


　四両編成の、旧型列車だ。


　そして、その車輪と線路がかき鳴らす、郷きよう愁しゆうにも似た走行音だった。


　時に高く、時に低く、あるいは油のこすれる音を混じらせ、えんじ色の列車が長い線路を渡わたっていく──。





　──ごとん、ごとん。


　──ごとん、ごとん。





　車内には、ほとんど人ひと影かげがなかった。


　夕ゆう映ばえが車窓から斜ななめに差し込み、紅あかく、紅く、内側を染めているだけだ。


　古めかしい内装だが、掃そう除じだけはきちんとされているようだった。


　椅い子すにも荷物棚だなにも、目立った汚よごれはない。今までずっとそうだったように、これからもずっとそうであるように、列車は均質な時の流れを進んでいる。


　そんな、中。





　──ふたつだけ、変わった姿があった。





　ひとつは、女の子である。


　年の頃ころは、八歳かそこらだ。


　くりくりとした大きな瞳ひとみに、鮮あざやかな紅を塗ぬられた唇くちびる。長い髪かみをツーテールにまとめ、腰こしのあたりでもう一度、白い紙と紐ひもとでくくっている。


　何よりも印象的なのは、その格好だった。


　白く清められ、鶴つるの意い匠しようがあしらわれた千ち早はや。アレンジされつつも、見み紛まがうことのない紅べに袴ばかま。──つまるところ、巫み女こ装しよう束ぞくだったのだ。しかも、背中にはランドセルまで背負い、ことんと顔をうつむけている。


〈アストラル〉神しん道とう課契けい約やく社員・葛かつら城ぎみかんである。


　もうひとつは、青年だった。


　いぶした灰色の髪に、切れ長の目。どこかみかんとも似た平安風の羽織に、扇せん子すを持ち、少女の隣となりへと腰を下ろしている。


〈アストラル〉陰おん陽みよう道どう課課長・猫ねこ屋や敷しき蓮れんである。


　ついで、


「……にあ」


「うにゃおう」


「にぃ～～～～あ」


　黒、ぶち、三毛。


　合計三匹びきの猫ねこが、その膝ひざと胸でかわりばんこに鳴き声をあげていた。普ふ通つうなら大だい迷めい惑わくな所業なのだが、なにしろふたりしか乗っていない車両とあって、やりたい放題だ。


「ううん、いいですねえ！　旅情風景に、猫の鳴き声。これほどのベストマッチが現世にあろうとは！　遠からんものは音に聞け、近くば寄って目にも見よ。かほどの芸術をつくりたもうた太極の神秘に刮かつ目もくせよ！」


　ふるふると感動に打ち震ふるえながら、いつものように猫賛美をうたいあげる猫屋敷ではあったが──


　しかし、みかんの反応はなかった。


「…………」


　みかんは、ずっと窓の景色を見ていた。


　ビルどころか、家屋さえちらほらとしか見かけない、田園の風景。


　山も雲も、広がる田畑さえも、すべてが赤く染まった光景。


　その流れるさまは、ひどく美しい。列車の速度と夕ゆう陽ひの角度に合わせて、赤いパノラマが絶ぜつ妙みように陰いん影えいを変えていく。


　なのに。


　少女は、きゅっと膝の上の拳こぶしを握にぎっているのだった。唇をきつく嚙かみ、何かに耐たえるようにして、その光景を凝ぎよう視ししていたのだ。


「──大だい丈じよう夫ぶですよ」


　その手の甲こうへ、そっと温かいものが重なったのだ。


　猫屋敷の指だった。


　しなやかで長い、優やさしい指だ。


　それに合わさるように黒猫──玄げん武ぶの手も動いて、「……にあ」と眠ねむそうに鳴いた。


「……うん」


　だから、みかんも小さくうなずいたのである。





　──ごとん、ごとん。


　──ごとん……ごとん。


　──ごとん…………ごとん…………





　やがて、走行音がゆっくりと間かん隔かくを広げていった。


　列車がとまる。


　アナウンスされた駅の名を、みかんは聞いていなかった。


「あ……」


　小鳥のような唇が、呻うめきを漏もらした。


「……後ろに」


　かばうように、猫屋敷が立ち上がる。


　ふたりが見つめているのは、駅のホームだった。


　列車の扉とびらの向こうに、べったりと、不ふ吉きつな赤い影かげが落ちていたのである。


「──お帰りなさいませ。みかん様」


　影が、そう言って一礼した。


　夕焼けにも似た──絶望の色に、みかんの顔が染め上げられた。




第１章　帰らない魔法使い









鬼の窟……宮崎県西都原の古墳群は「鬼の窟」と呼ばれ火の若宮という山の神が住んでいたという。若宮には岩姫・桜姫という姫がいたが、家来の鬼丸という力持ちが桜姫を嫁に欲しいと申し出た。困惑した若宮は「一夜のうちに築城ができたら娘をやる」と難題を課すが、鬼丸は家来を集め霊異怪力を発揮し一夜で城を完成した。驚いた若宮は城の壁石ひとつを抜いて、築城の未完を理由に桜姫を与えなかったという。




　　　　１




　二月が半ばを越こえても、今年の寒さは一向に和やわらがなかった。


　裏山からは雪の名残なごりが消えず、朝な夕なに厳しい颪おろしを吹ふきつけてくる。古びた山門をさらに数百段以上も登った、この境けい内だいにおいてもそれは同じだった。


　布ふ留る部べ市・竜りゆう蓮れん寺じ。


〈アストラル〉密みつ教きよう課契けい約やく社員・隻せき蓮れんが住職を務める寺である。


「…………」


　その寺の軒のき先さきに、伊い庭ばいつきはひとり、ジャージ姿で立っていた。


　開いた左手を胸の前へ突つきだし、右手を腰こしへ据すえている。その腰と膝ひざが、普ふ通つうよりも幾いく分ぶん低く落とされていた。


　三体式と呼ばれる、拳けん法ぽうの構えだ。


　すう──と、滑すべるように歩が進んだ。


　境内に砂すな煙けむりを散らし、両手をねじりあげつつ重心を移動。両手の間には、死神のような鎌かまをイメージ。その鎌を振ふり下ろすごとく、思い切り、右手の掌てのひらを落とす！


　劈へき拳けん。


「────はっ！」


　すぐ三体式へと戻もどって、いつきの腰がかすかに浮うく。


　今度は、重心を持ち上げ、半歩進んだ。


　イメージはロケット。


　後ろ足の震しん脚きやくとともに、そのロケットが身体からだを突き抜ぬけた。上半身から右手の肘ひじを伝わり、激しく空を穿うがつ！


　鑽さん拳けん。


　以前は、よくここで脇わき腹ばらが痛んだ。


　無む駄だな力みのせいで、震脚から伝わるエネルギー──発はつ勁けいを活いかしきれず、疲ひ労ろうした筋肉を傷つけてしまったのである。いつきの未熟さが、自分自身を苛さいなんでいたといってもいい。


　今は、その痛みも消えていた。


　かといって、上手うまくなったのかというと、そういう自覚はなかった。


　ただ少しだけ、ほんの少しだけ、自分の身体を使えるようになったという、そんな気がしていた。


（……隻蓮さんも、そんなこと言ってたなあ）


　数日前のことを思い出して、いつきは軽く苦く笑しようした。


　思う間も、身体は止まらない。


　反転し、もう一度、左手で空を打つ。


「────ふっ！」


　鋭するどい吐と気きとともに、三み度たび、三体式に戻った。


　両手が前に揃そろい、前足が半歩出る。


　脳のう裏りに浮かぶのは、大たい砲ほうのイメージ。


　自分の全体重を、その大砲に乗せて打ち出す。上半身をねじりつつ、拳こぶしの先まで発勁が届くのを感じた。


　崩ほう拳けん。


　最初に、見よう見まねで隻蓮を模した拳だった。あのとき、もうひとりの妖よう精せい眼がんを──フィンを打った拳。


「……ふう」


　ひととおりの演えん舞ぶを終え、額の汗あせを拭ふいたところで、声がかかった。


「──ずいぶん熱心やね」


「へっ？」


　あわてて振り返った向こう──境内に置かれた小さな岩のあたりに、セーラー服の少女が立っていたのだ。


　栗くり色いろの髪かみの少女だった。


　その頭にとんがり帽ぼう子しをかぶり、冬服の上には闇やみ色のマントを羽織っている。手に握にぎった樫かしの木の杖つえもあいまって、少女の姿はおとぎ話の魔ま女じよめいて見える。


　いや、実際にそうなのだった。


「穂ほ波なみ」


　恥はずかしそうに赤面した少年へ、穂波・高たか瀬せ・アンブラーは印象的な蒼氷色の目アイスブルー・アイを細めた。


「社長業と魔術の勉強も、そんだけ熱心にやってくれたらええのに」


　どことなく拗すねた風に、唇くちびるをとがらせる。


　だけど、本当に怒おこっている感じではなかった。むしろ、どこか微笑ほほえみかけるような、できの悪い弟をいさめるような雰ふん囲い気きである。


「あ、あ、いやその。──て、穂波は、なんでここにっ？　仕事着のままだし！」


「休日に派は遣けんされてる、占うらないセンターの仕事が終わったところ。この格好の方が説得力も出るし、あたしも集中できるもん。魔法使いの衣い装しようは、呪じゆ力りよくを無駄にばらまかない効果のほか、自己暗示的な意味合いもあるって言うたやろ」


　人差し指をたてて、ぐっと少年に詰つめ寄る。


「それに、最近の社長、ずうっとここやし。事務所にもちゃんと顔を出さへんから、あたしがわざわざ見に来たんやけど？」


「あ……うん、ごめん」


　頰ほおを搔かいて、いつきが小動物みたいに首をすくめた。


　そういう、おどおどとしたところは、以前とまったく変わらない。


　この修行を始めて三ヶ月以上は経たつというのに、力強さとかたくましさとかいった言葉とはどうしようもなくほど遠かったのだ。


　ある意味では、貴重な資質でもある。


　だから、穂波の唇も、かすかにほころんだ。


「……まあ、隻蓮さんが留守でも、さぼらないのはええことやけどね」


「僕から教えてもらうよう頼たのんだんだし。せめて、下手にはならないようにしないと」


「ふうん？　武術の話なんかやと、師し匠しようが旅に出ちゃった後、黙もく々もくと拳を磨みがいて、大成した弟で子しとかいるけど？」


「それって、凄すごい達人の話でしょ」


　苦笑して、いつきは軽く屈くつ伸しんした。


「……別に、いっちゃんが強くなってくれてもええんやけど」


「へ？」


　ぼそぼそと呟つぶやかれたせいで、少年にはよく聞こえなかった。


　が、聞き返すよりも早く、


「ほら、手、貸し」


　半ば強ごう引いんに、右手をとられたのである。


「薬、新しいの持ってきたから。じっとしとき」


「あ、ありがと。──うわっ」


　ジャージの袖そでをめくりあげられ、肘ひじから手首にかけて緑色の軟なん膏こうをすりこまれる。冷たいやら、くすぐったいやら、照れくさいやらで、いつきの表情が千変万ばん化かする。


　鼻び孔こうをかすめる、ハーブの香かおり。


　穂波の香りだな、と思った。


　いつのまにか自分の生活に混ざり合っていた、ひそやかで心地よい匂におい。花や草や、遠い北の国の風土が育てた、歴史ある魔女術ウイツチ・クラフトの結けつ晶しよう。


　それを、この少女の香りとして、少年は認にん識しきしていた。


「乞い願うハイル」


　声が、聞こえた。


「力の円えん錐すいのもと、霊れい樹じゆの生命をもって、このものの肉を補いたまえ」


　呪力をともなって、優やさしい温かさがいつきの腕うでに注ぎ込まれる。


　疲ひ労ろうし、あるいは断だん裂れつした筋肉が、徐じよ々じよに癒いやされていく。この数ヶ月、隻蓮の修行に耐たえられたのも、穂波の秘薬あってのことなのは間ま違ちがいない。


「…………」


　なんとなく、いつきは空を見上げた。


　静かであった。灰色の空には鳥一羽おらず、古びた本堂もどこか寂さびしそうに佇たたずんでいる。真冬ということもあるが、やはり主あるじの不在によるものが大きく思えた。


「──今いま頃ごろ、隻蓮さん、どこにいるかなあ」


　と、いつきは呟いた。


　数日前から再び旅に出てしまった住職──隻蓮との最後のやりとりを、少年は思い返していたのだった。








　──その放課後も、竜蓮寺へ寄って、いつきは型を繰くり返していた。


　修行のサイクルも、少しずつ馴な染じんできている。


　といっても、体力のぎりぎりまで型と寸止め百連発を続け、ぶったおれる寸前か、ぶったおれた後にほうほうの体ていで帰宅（もしくは登校）するという──まあ、それだけのことだ。それでも、完全にぶったおれてしまう回数と回復するまでの時間は、修行を重ねる間に改善されていた。


　場所は、この境内だ。


　いつものように、五行拳けんのうち、なんとか覚えた三つを披ひ露ろうしてみせたいつきへ。


『──まあ、とりあえずの修行は終わりでござるかの』


　と、軒のき先さきの隻蓮が呟いたのである。


『えっ』


『だから、そろそろ修行を終わりにしてもよかろうと、そう言ったのでござるよ。欠点だらけの上、五行拳の三つしか覚えてないでござるが、若の素質と期間を考えれば、まずまずの出来といってもよいでしょうし』


　ゆっくりと、上半身をもたげる。


　墨すみ染ぞめの衣ころもに、五分刈がりの頭がよく似合う。その髪かみの毛をざりざりと擦こすりながら、ふわああと大きなあくびをかいた。


『て──隻蓮さん、ちゃんと見てましたっ?!』


『し、失礼でござるな、若。まさか拙せつ僧そうが居い眠ねむりでもしていたというでござるか！』


『というか、顔についてるのは何なんですか？』


　困った声で、いつきが隻蓮の顔を指し摘てきする。


　その頰に、ばっちり畳たたみの痕あとがついていたのだ。本堂で寝ねそべっていたため、うつりこんだものと思おぼしい。おまけに、無ぶ精しよう髭ひげにはかすかな涎よだれの痕こん跡せきまで残っており、見苦しいことこの上なかった。


『ぬお！　こ、これは……そう、ちょっとしたおちゃめでござるよ！　もちろん若の型を見ていないわけがないでござる！　仮に見ていなくても、そう、拙僧ぐらいになれば風切り音ひとつで熟練度を聞き分けるでござる！』


　ごしごしと髭ひげを袖で拭ぬぐい、立て板に水のごとく、隻蓮が言い訳を述べまくる。


『……いや……その……』


『若！　まだお疑いでござるか！　むむむ、さすれば拙僧、今よりこの腹をかっさばいてお詫わびを……！』


『わ、分かりました！　分かりましたから、僧衣を脱ぬぐの止やめてください！』


　がばあっと諸もろ肌はだを脱ぎかけた隻蓮を、あわてて止める。これまでの付き合いで分かっているが、こういうときの隻蓮は八割方本気である。


『おお。若がそう言ってくださるのでしたら』


　言って、不意に、その隻蓮の表情が打って変わった。


『で──どうでござるかの？　少しは、自分が変わった気とかするでござるか？』


『…………っ』


　いつきが瞬まばたきした。


　ぎゅ、ぎゅ、と何度か拳を固めて、やっぱり首を傾かしげる。


『……いや、全然実感ないんですけど』


『そりゃそうでござろうな。まったく強くなってないでござるから』
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　あっさりと、隻蓮がうなずいた。


『そ、そうなんですか?!』


『いやだって、たかが三ヶ月そこらでござるぞ？　どこぞの通信教育じゃあるまいし、それでほいほい強くなるわけがないでござろうが』


　それはそうなのだが、先生役に胸を張られても困る。


　なんとも言えず返答に窮きゆうしたいつきへ、隻蓮は片目をつむり──こう付け足した。


『ただ……若には、もうひとつの道があるでござろう』


『あ……』


　意識せず、右目の眼帯に触ふれる。


　秋に起きた事件──フィンと〈竜りゆう〉と、この布留部市全体を巻き込んだ騒そう動どうによって、眼帯は一度作り直されていた。


　以前より脆もろくなっていると、直してくれたディアナさんは告げた。


　いつきにはよく分からないのだが、呪じゆ的てき意味として「壊こわれた」という事実がある以上、以前ほどの強度は保てないらしかった。


　だから……いつきはこの目を恐おそれる。


　自分の器官のはずなのに、持ち主を侵しん食しよくしてくる、この目を恐れる。強い魔ま法ほうと出会うたびに、怪かい異いを直視するたびに、この目は疼うずき、叫さけび、伊庭いつきを蝕むしばんでいく。


　──妖精眼グラム・サイト。


『以前にも、言いましたが』


　と、隻蓮が前置きした。


『若が強くなろうと思うなら、その目からは逃にげられぬでござるよ。生まれも環かん境きようも、恵めぐみも悲ひ惨さんも、すべてを武器とするものでなければ、戦いなどはせぬがマシでござろう』


『…………』


　答えられない。


　気管に石が詰つまったようだった。石はいつか転がり落ちて、自分の肺までも破ってしまうように思えた。


『ふむ』


　ひとつ息をついて、隻蓮はもう一度自分の五分刈りを撫なでた。


『まあ、思い悩なやまずともいいでござるよ。そもそも、勝つことだけが戦いの目的ではござらん』


『え？』


『若に教えているのは、拳けん法ぽうとは似て非なるもの。魚と鯨くじらの違ちがいと言えばよいか。あくまで〈アストラル〉の社長として、生き延びるための術すべでござる。要するに──』


　ここで言葉を切って、にっと隻蓮は唇くちびるを歪ゆがめた。


『逃げるまでの時間を稼かせぐ技わざと、そう思えばよいでござるよ』


　それが、隻蓮の残した、最後の言葉でもあった。








（……時間稼ぎ、かあ）


　回想を断たち切り、いつきは自分の拳こぶしを見下ろした。


　情けない話ではあるが、そういうことの方が納なつ得とくできてしまう。


　これまでの訓練で少しは持久力もついたし、逃げ回るだけなら、うん、ちょっとしたものではなかろうか。


（でも、それって……ちっとも自じ慢まんできないなあ）


　眉まゆをひそめて、思考している内、


「──どうしたん？」


　と、横から穂波が覗のぞき込んできた。


「あ、いや」


「いきなり黙だまりこくるんやもん。治ち療りようはもう終わってるけど？」


　ぱんっと、右手が叩たたかれる。


「痛っ──！　え、えと、最近の事務所は、どう？」


「社長が来こうへんから、すっかり業務停てい滞たい中。猫ねこ屋や敷しきさんの代わりにオカルト雑誌の連れん載さいとかさっきの占うらないセンターとか、常連の仕事だけや。とりあえず、ふたりが帰ってくるまでは、実質開店休業状態やね」


　穂波の言葉に、いつきは「あ」と声をあげた。


「そっか。みかんちゃんと猫屋敷さんも、まだ帰ってきてないんだ」


〈アストラル〉神しん道とう課契けい約やく社員・葛かつら城ぎみかんは、先月から実家に戻もどっているのだった。


　猫屋敷蓮も、これについていっていた。


　いつきは詳くわしい事情を聞いていないが、家に戻るのはいいことのように思えた。


　なにしろ、みかんはまだ小学二年生なのだ。実家で複雑な経けい緯いがあるらしいことは知っているが、それでもたまに家族と会うぐらいは必要だろうと判断したのである。また、猫屋敷がついていくならば、たいした問題にならないだろうという考えもあった。


「アディも、学校に届け出して、イギリスに帰ってるしね。静かといえば、ずいぶん静かなもんや」


　こちらは、〈ゲーティア〉本部への帰き還かんだった。


　なにやら〈協会〉との折せつ衝しようもあるらしく、いつもよりは長い帰郷になるらしい。……もっとも、なんやかやと葉書やメールを送ってくれているので、あまり離はなれている気にはならなかった。


「……うん」


　と、いつきは少し寂さびしそうにうなずいた。


「む、そんな残念なん？」


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが、冷たく少年の心臓を刺さす。


「や！　そういうわけじゃなくて！」


　両手とかぶりを振ふって、それからいつきは頰ほおを搔かいた。


「……なんか、さ」


「なんか？」


「……なんか、こんなにみんながいないのは不思議な気分だなって」


　茫ぼう洋ようと、いつきは呟つぶやいた。


　なんとなく、〈アストラル〉の皆がいるのが当たり前になっていたけれど──そんなのは、精々この九ヶ月かそこらのことに過ぎないのだった。


　高校一年生という、たった一年間にも及およばない時間。


　だけど、伊庭いつきにとっては、もう魂たましいの底までも染しみついた情景。


　あの古びた洋館の事務所に、穂波もみかんも黒くろ羽はも隻蓮も猫屋敷もアディリシアも──ひょっとしたら伊庭いつき自分も加えないと、成り立たない風景。


「少しは、社長の自覚芽生えてきた？」


　悪戯いたずらっぽく、穂波が微笑ほほえんだ。


「い、一応頑がん張ばってるつもりなんだけど……」


「社長なんやから、一応じゃあかん」


　つん、と額を押される。


（…………！）


　その指の思いがけない温かさに、心臓が鳴った。


　左目が大きく開かれ、まじまじと少女を見つめてしまう。


「ん？　何、社長？」


　幼おさな馴な染じみである──あったはずの少女。


　いつきは忘れていたけれど、確かに幼い頃ころ、出会っていたはずの女の子。


　あの、『幽ゆう霊れい屋や敷しき』で──





　──と。





「……いつきくーん！」


　もうひとつの『声』が、石段のあたりからした。


　ついで、やたら嬉うれしそうに振られた半透明の腕と、長い黒くろ髪かみの少女の姿が垣かい間ま見えた。


　黒羽である。


　どうやら、ふたりを迎むかえに来たらしい。


「じゃ、帰ろっか」


　すっ、と少年の手を、穂波の手が取った。


「あ……」


　一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくしたいつきの耳へ、穂波はトンデモナイことを吹ふき込んだ。


「こもっていた間の授業もたまってるんやからね。──うん。帰ったらとりあえず、三ヶ月分のテストからいこか？」


「え……えええええええ～っ！」


　当然。


　心底からの絶望的な悲鳴が、竜蓮寺の境けい内だいに響ひびき渡わたったのであった。





　　　　２




〈魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　数日後。


　昼下がりの陽光を受ける、〈アストラル〉の洋館。


　正門前の銅板に刻まれたその字句を、今、白い布が丁てい寧ねいに磨みがいていた。


　ただし、布を持つはずの手は見えない。


　ばかりか事務所の庭には、数本の箒ほうきがにょっきりと立ち、おとぎ話よろしくひとりでに動いて掃そう除じしているのである。


　その働きぶりは大したもので、みるみるうちに銅板は輝かがやき、地面にはこんもりと落ち葉の山ができていく。そこらの家政婦を十人二十人雇やとっても、これほどの功績は望めまい。北ほく欧おうの伝説に名高い、家守りの妖精ブラウニーさながらだ。


「……ううううん……」


　無論、黒羽の騒霊現象ポルターガイストである。


　お掃除用の──最近お気に入りらしいエプロンドレスを身に纏まとい、くりくりした目を糸のように細めて、事務所の汚よごれを見回っている。


　その眼力たるや、嫁よめを家にいれたばかりの姑しゆうとめのごとし。


　きゅきゅきゅっと指でこする代わりに、騒霊現象ポルターガイストで白い布を窓まど枠わくになすりつけ、しばらく観察した上で、


「よし！」


　と汚れてないのを確かく認にんし、次の戦場へ箒と雑ぞう巾きんを引きつれていく。


　凄すさまじい勢いだった。


　どちらかというと薄うす汚よごれた印象のある──いやモダンホラーの趣おもむきさえある〈アストラル〉事務所が、あっという間に清潔な異空間へ改造されてしまいそうだった。


　そんな戦場で、


「まなちゃん、こっちはだいたい終わりやけど」


　玄げん関かんが開き、穂波が姿を現した。


　こちらは、栗くり色いろの髪かみに、可愛かわいい三さん角かく巾きんをかぶっている。右手には小さなはたきを持ち、身体からだには真っ白な割かつ烹ぽう着ぎ。黒羽が洋風なら、穂波のそれはちょっと懐なつかしい感じの和風だった。


　なお、左手には、大量の小物や魔術書グリモアを積んでいた。


　事務所の外側が黒羽の担当なら、内側が穂波の担当、というわけである。


「あ、はい。じゃあ、一気に残りを片づけちゃいますね！」


　黒羽がひとつうなずくと、箒の軍隊はぴいんと直立した。


　雑巾たちがことごとく空を飛び、屋根や壁かべのしつこい汚れに貼はりつく。掃はき寄せられていた落ち葉の山は、箒とセットのちりとりによって、ゴミ袋ぶくろに放ほうり込まれた。


　数分とかからず雑巾も足元のバケツへと帰き還かんする。


「……はい、オッケーです！」
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　ぱあっ、と明るい笑え顔がおで黒羽が宣言した。


　ついで、背せ伸のびした穂波とハイタッチ。無論、触ふれはしないのだが、そこは気分の問題だ。パアンという音だけは、ラップ音の要領で響かせる。


「お疲つかれ様さま！　外側全部任せちゃってごめん」


「穂波さんこそ、一週間がかりの書庫整理、ありがとうございます！」


　互たがいを褒ほめ称たたえるふたりの顔には、まぎれもない戦友同士の共感が浮かんでいた。


　実際、戦いといって何の遜そん色しよくもあるまい。


　十年近く、積もりに積もった埃ほこりではあるが、なにしろ〈アストラル〉事務所自体が一種の巨きよ大だいな──つまり非常に強大な呪物フエテイシユなのである。


　ちなみに、〈アストラル〉事務所の中もさまざまな呪物フエテイシユが散乱しており、迂う闊かつに触れるだけで呪波汚お染せんを引き起こしかねない環かん境きようだ。この結果、ちゃんと掃除ができるのも一流の魔法使いしかいないという──なんとも能力の無む駄だ遣づかいな現実が生まれているのだ。


　そして、その汚れを前に綿密な計画図を引き、ついに一大清せい掃そう作戦へ打って出たのが穂波と黒羽なのだった。


　少し頰ほおを緩ゆるめて、黒羽は呟つぶやく。


「あのふたりが帰ってきたら──特にみかんちゃんは驚おどろきそうですね」


「ちょっとぐらい驚いてもらえへんと、こっちもやりがいあらへんもん」


　片目をつむり、穂波が鼻を鳴らした。


　今日、猫屋敷とみかんが帰る予定だった。


　黒羽と穂波も、この日に向けて掃除を進めてきた寸法だ。どの道、仕事が忙いそがしくなれば、自然と事務所も散らかって元の木もく阿あ弥みになると──哀かなしいことだが知れている。


　でも、一日ぐらいは綺き麗れいな事務所で出で迎むかえてもいいだろうと、そう考えたのだ。


「せっかくですもんね。帰ってきて家が汚れてると、やっぱりがっかりしますから」


　そう言って、黒羽はエプロンドレスを軽く叩はたく。


　なんとなく、気持ちが良かった。


　掃除という行こう為いの特性だろう。


　いろいろ考えることがあっても、少なくともその時間は無心になれる。終わった後、ちゃんと綺麗になっていれば、何かしらを成し遂とげた気持ちにだってなれる。


　──そう、いろいろ考えることはあっても。


　ふと、隣となりを見た。


　ケルトの魔ま女じよも、今ばかりは掃除の快楽にご満まん悦えつそうだった。


　澄すました横顔は、ギリシャ彫ちよう刻こくを思わせて端たん整せい。雪花石膏アラバスターにも似た白い肌はだと、それによく似合う栗色のセミショート。肌はだ寒ざむい二月の風さえも、彼女に触れると遥はるかな異国の香かおりを漂ただよわせるようだった。


（……綺麗だなあ）


　と、素す直なおに思う。


　はじめて出会ったときから、その印象は変わらない。


　同性の目からしても、この少女は美しかった。潔いさぎよくて、揺ゆるぎなくて、秘境の湖のほとりに咲さいた一輪の花のようだった。


（…………）


　レンタルマギカ。


　あの病院で黒羽を助けてくれた、貸し出し魔法使いのひとり。


　憧あこがれていて、今や黒羽自身もその一員になったというのに、こうしてこの少女──穂波・高瀬・アンブラーと、ふたりだけで話をするのは稀まれなことであった。


　つい、緊きん張ちようしてしまうというのもある。


　だけど、それ以前に、この少女は孤こ高こうだったからだ。


　会社の中にあっても、ずっと一線を画しているように思えた。ハーブティーの淹いれ方とかそんなことは気安く訊きけるのに、肝かん心じんなことになると、なぜだか気がひけてしまって、ずっと踏ふみ込めないままでいた。


　今は……どうだろう。


　あの〈竜りゆう〉の事件から、穂波にも変化があった。


　頑かたくなだった少女がどこか柔やわらかくなり、落ち着きが生まれ、他人の意見や状じよう況きように応じるようになっていた。ほかの社員がどう思っているかは分からないが、少なくとも黒羽はそう感じていたのだ。


（……今なら）


　今なら……自分は、この少女に訊けるだろうか。


　たとえば……


（穂波さんは、いつきくんをどう思っているんですか……？）


　とか。


「まなちゃん」


「え？」


「どないしたん、ぼうっとして」


　いつのまにか、穂波がこちらへ振ふり返っていた。


　きょとんと首を傾かしげ、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイで見つめてくる。


「あ、あ、いえ、なんでもないんですけれど！」


「？」


「いえ、あの……」


　ごくり、と唾つばを飲む。正確には、飲んだ気分になる。霊エーテル体にないはずの生前の機能が、感覚だけ蘇よみがえる。


「あの……」


　いつきと幼おさな馴な染じみだという、この少女の過去と、今の思い。


　それは……もちろん知りたい。


　知りたい、けど……





「──そそ、そういえば！　みかんちゃんの実家ってどんなとこなんですか?!」





（……ああ）


　結局、逃にげてしまった。


　がくりと頭こうべを垂れてしまう。勇気のない自分が恨うらめしい。


「うーん。葛城家は、〈協会〉でもそれなりに知られた結社やけどね」


　形のよい顎あごに触ふれて、穂波が口にする。


「え？　〈協会〉でも、ですか？」


「うん。神しん道とうの結社としてはトップクラス。あたしがイギリスから日本に来るときも、この葛城家か高こう野や山さんあたりに厄やつ介かいになるのかってマグレガー先生に言われてたし」


　なんとなく、有名な家だっていう風には聞いていた。複雑な家庭環かん境きようの名門であるらしい──とか。


　だけど、〈協会〉でも上位に属するような結社だなんて。


「あの……みかんちゃんって、どうして〈アストラル〉に……」


　言いかけたときである。


「うわあああっ！」


　いきなり、後ろから叫さけび声があがったのだ。


　いつきだった。


　通り道である路地裏から、眼帯の少年はぱくぱくと口を開き、何度となく〈アストラル〉の洋館と庭を交こう互ごに指さしていたのである。


「ど、どここれ……！　ぴかぴかになっちゃってる……！」


「わ」


「ふふん」


　そのリアクションに、ふたりして顔を見合わせ、得意げなウィンクをかわした。


「まあ、社長の反応がこれやったら、上出来かな」


「ええ。ばっちりです！」


「な、何何、一体どうしたの？」


　少年がきょろきょろと──今度は穂波と黒羽を見返して訊く。


　黒羽も、くすりと笑えみをこぼした。


　これだから、この少年は面おも白しろい。


「ええから、社長は早く中に入り」


　ぐいぐいと背中を押して、穂波が玄げん関かんの内側へいつきを送り込む。


「そうそう、社長にも、やってもらわなきゃいけないことがあるんですから」


　ついで、黒羽も騒霊現象ポルターガイストでタイミング良く扉とびらを開く。このあたり、女の子同士のコンビネーションである。


　たちまち洋館の内側が露あらわにされ、





「うっわあああああああ！」





　再び、いつきが感かん嘆たんの声をあげた。


　屋や敷しきの内側も──これは黒羽も今はじめて見たのだが──外部以上の別物となっていた。


　単に、床ゆかの隅すみ々ずみまで掃はき清められているだけではない。


　そよ風とともに香かおるのは、爽さわやかなハーブの匂におい。


　数あるデスクは顔が映り込むほど磨みがき抜ぬかれ、古びた暖だん炉ろも煤すすひとつ残っていなかった。傾かたむきつつあったシーリングファンだって、固定具ごと付け直され、いっそシャンデリアのごとくきらびやかに光を反射していた。


　そして、積み重なった書類と魔術書グリモアは、機能的に分類・整理され、びっしりと棚たなに詰つめ込まれていたのだ。


　その配置すら、おそらくは何らかの魔術系統に則のつとって計算されたと思おぼしい。棚や壁かべのあちこちには、いくつかの呪物フエテイシユを封ふう印いんするように、大きな魔ま法ほう円が書き加えられていたのである。


「これって……穂波が？」


「錬れん金きん術じゆつやカバラはともかく、魔女術ウイツチ・クラフトやと、家事一いつ般ぱんも術の範はん疇ちゆうやからね。美味おいしい紅茶の淹いれ方から、掃そう除じ・洗せん濯たくまで一流の魔女ウイツチならこなせて当然ってこと」


　はたきを片手に、えへんと穂波が胸を張る。


　まったく意外なことに、家庭的な面においても、この少女は完かん璧ぺきであったらしい。というか、何故なぜその能力をこれまで発揮しなかったのかと訊ききたくなるが──うん。多分、必要なかったからと返されるだけだろう。


「…………」


「はい。いつきくん、これ」


　茫ぼう然ぜんとしたままの少年社長の手に、ぽんぽんと黒羽の騒霊現象ポルターガイストが何かを摑つかませた。


「え。え」


　手て渡わたされたのは、横断幕とクラッカーだった。


　二ヶ月前、クリスマスのパーティで余ったクラッカー。


　それと、横断幕に書かれた文字を見て、ぽんと少年が手を叩たたいた。


「……あ……今日、みかんちゃんと猫屋敷さんが帰ってくるから！」


「やっと気づいたん？」


　呆あきれた顔で、穂波が眉まゆをひそめる。


「いや、その！」


　あわててかぶりを振ふり、少年が自分のスーツの懐ふところへと右手を突つっ込む。


「僕も……一応、帰りにこれ準備してて」


　いつきが取り出したのは、可愛かわいらしいキャラクターもののストラップと、釣つり竿ざおみたいな形をした猫ねこ用の遊び道具だった。


「わ……」


「あ……」


　穂波と黒羽が口元を押さえ、三人の顔に微び笑しようが宿る。


　同どう僚りようの帰りを待ちわびていたのは、自分たちだけではなかったのだ。


「じゃあ、社長はその横断幕を事務所のあっちとこっちにつけてくれる？　掃除は終わっても、お祝いの準備はこれからなんやから！」


　指さししながら、穂波自らてきぱきと動きはじめる。





　みかんたちが帰ってくる予定まで、あと三十分もなかったからだった。





　　　　３




　陽ひが傾いて、窓まど際ぎわからこぼれる光は赤く変じていった。


　鴉からすらしき鳴き声が、ひとつふたつと、事務所の内側まで届いてくる。かあかあと子供の帰路を促うながす声は、夕焼けにふさわしく、どこか虚うつろに響ひびいていた。


　しかし。


　そうなっても、みかんたちが帰ってくる気配はなかった。


「……まだかなあ」


　天てん井じようを浮ふ遊ゆうする黒羽が、小さくあくびして言った。肉体がないのにこういう反射行動が出てしまうのは、霊エーテル体に生前の癖くせが残っていて、たまにそれを再現してしまうかららしい。


「うん。そろそろだよね……」


　その隣となりで、いつきもそわそわしている。


　ただし、こちらは憔しよう悴すいの色が濃こかった。


　修行の間を埋うめるべく、倍増されたテキストがデスクに積み上がっているのである。待っている時間を無む駄だにしない、という穂波の指示だったが、ひさしぶりということもあり、わずか数時間で目の下に鮮あざやかなくまが蘇よみがえっている。


「猫屋敷さんが一いつ緒しよなんやから、帰りに迷ったりはしないと思うんやけど……社長、そこは判子替かえて、もう一枚押して」


「ああ、はい！」


「違ちやう、その下」


　冷たく指し摘てきする穂波自身は、社長がいるのを幸いとばかり、決裁の必要だった書類を大量にまとめていた。


　いつきにしてみれば、授業と業務のダブルパンチである。


　デスクの右半分はテキスト、左半分は業務書類。真ん中からは穂波にチェックされるで、逃にげ場がない。周囲の空気さえ、刻一刻と薄うすくなってきている気がする。


「も、もう限界……」


　次から次へ繰くり出される書類の束から、ふらふらと頭をあげたところで──





　きい、と扉とびらが開いた。





「──あ！」


　三人が一いつ斉せいに振り向く。


　誰だれもいない。


「にゃあ！」


　すぐ、皆みなの視線が下に流れた。


「あ……白びやつ虎こ」


　扉を頭で押したのは、白しろ猫ねこ──白虎だったのだ。


　猫屋敷の四匹ひきの猫の内、この白虎だけが〈アストラル〉事務所に残っていた。このいたずらものも、主あるじ不在とあっては悪さのしがいがないのか、この一週間ばかりは庭でじいっとおとなしくしていたものである。


「にゃあにゃあにゃあ！」


　なのに、その白虎が、突とつ如じよぐるぐると床ゆかを走り回った。


「わわわっ」


　いつきの驚おどろく間もあったものではない。


　テキストの山をくずし、書類に足あし跡あとをつけ、嵐あらしのような暴れん坊ぼうぶりを見せつける。いつきや穂波の手もすり抜ぬけ、白い雷かみなりと化した猫はジグザグに走って、部屋中を荒あらしまくった。


「こらっ」


　その身体からだが、ふわりと浮うき上がる。


　黒羽が、はしゃぐ白虎を騒霊現象ポルターガイストで捕つかまえ、胸むな元もとに引き寄せたのだ。


「もう。白虎も、猫屋敷さんの帰りが待ち遠しいの？」


「にゃあにゃあにゃあ！」


　その質問にも、白虎は忙せわしなく手足をばたつかせるばかりだった。


（……あれ？）


　奇き妙みように、黒羽は思った。


　白虎はいたずら好きではあるが、意味のない暴れ方はしない。まして捕まえられた後は、それまでのいたずらを許してもらうべく、精せい一いつ杯ぱい媚こびを売ってくるのが普ふ通つうなのに──


「……ちょっと僕、みかんちゃんの実家に電話かけてみるよ」


「あ、分かりました」


　黒羽がうなずくと、いつきが立ち上がって、電話に向かった。


　いつの時代か、と目を丸くしたくなる黒電話の受話器を取り上げる。


「あ──もしもし、こちら魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社〈アストラル〉ですけれど」


　さすがに最近は慣れてきた挨あい拶さつを、少年が口にした。


（じゃあ、そっちは任せて……）


　黒羽は、白虎の相手へと専念する。


　なにしろ、敵は猫だ。電話中でもおかまいなし。ひたすらに鳴き声をあげまくっている。


「ええっと──とりあえずおとなしくしててね。電話中だから」


「にゃあにゃあにゃあ！」


　ばたばたばた！


「びゃ、白虎くん。だからダメだってば！」


「にゃあにゃあにゃあ！」


　ばたばたばた！


「こ、こら！　あたしもいい加減怒おこるよ？　本当に怒ったら、こ、この黒羽さんだって、結構怖こわいんだよ？」


「にゃあにゃあにゃあ！」


　ばたばたばた！


　ばたばたばた！


「ううう……ご、ごめんなさい。怒ったりしないから……お願いですってば。もうすぐ猫屋敷さんも帰ってくるんですから──」


　暴れられているだけなのに、どんどん立場が弱くなってくる。猫相手でこうなるのは、いっそ黒羽の人徳といってもいいかもしれない。


　同時に、気がつくこともあった。


（やっぱり、白虎くん……）


　単に暴れている、というだけじゃない。むしろ訴うつたえかけるような、何かを伝えようとするような、そんな意思が行動に垣かい間ま見えた。


（ひょっとして……猫屋敷さんとみかんちゃんに何か……？）


　と、黒羽は白虎を観察する。


　だけど、そこから汲くみ取る前に、別の異変が起きた。





「──今のは、どういう、ことですか？」





　電話へ向けたいつきの口調が、ただならぬ響ひびきを孕はらんだのだった。


「……え？　今の、いつきくん？」


「社長？」


　振ふり返った黒羽と穂波の前で、少年は──なんと声を荒あらげて──こう受話器に叫さけんだのだ。


「──猫屋敷さんはっ?!　一いつ緒しよにいるはずでしょう。出してください！」


　その叫ばれた向こうから。


　ぽそりと、声が漏もれ聞こえた。


『いいえ』


　女の声だった。


　老いた女だ。


　声だけで、その佇たたずまいまでも浮かぶ、凛りんとした拒きよ絶ぜつだった。


　幾いく重えにも皺しわが寄り、髪かみも真っ白に色いろ褪あせ──それでもまだ艶つやを残し、屹きつ然ぜんとしてこちらを見つめる、名門の老女を想起させた。


　その老女の声が、言う。


『あの陰おん陽みよう師じでしたら、もう一週間も前から消息を絶っています』


「え──っ！」


「──ど、どうして?!」


　あわてて、黒羽が念動力を黒電話へと向ける。


　ラップ音の応用である。


　受話器の音が拡大され、事務所全体に相手の声が響き渡わたった。


『もう一度、言いましょう』


　至し極ごく厳おごそかに、老女の声は断言した。





『ですから……このままでは、みかんを〈アストラル〉へお返しすることはできません』





「────っ！」


　全員が、息を止めた。


　伊庭いつきは、厳しく電話を見つめていた。


　受話器を握にぎった手が、動どう揺ようも露あらわに震ふるえていた。もとより、このような駆かけ引きに適した少年ではない。


　精せい一いつ杯ぱいに怖おそれを隠かくし、必死に食い下がる。


「みかんちゃんは……何と言ってるんですか」


『あの子の意思がどうであろうが、関係ありません。我らにとって問題なのは、あの子に流れる血が我らにとって必要であるという、それだけです』


　声には、とりつくしまもない。


　ただ、冷たい、鋼はがねのごとき拒絶だけがあった。


「血、が必要……」


　黒羽が、呻うめく。


　それだけと、声は言った。


　その言葉には、人格への評価など残っていない。


　そんな半はん端ぱで脆ぜい弱じやくな評価基準など、一いつ顧こだにされていない。


　魔ま法ほう使つかいの──魔法使いらしすぎる思考。常識的な社会からは隔かく絶ぜつし、しかし、その裏で確かに息づく、もうひとつの社会。


『あの子の魔法の才能は、どうしようもなくか弱い。おそらく、どれほど修行しようと、たいした境地にもたどりつけないでしょう。ですが、我らにはそれを補う技術がある』


　……ああ。


　どうでもいいのだ。


　みかんの意思など、みかんの人格など、本当にどうでもいいのだ。


　つまり、そういう技術があるからみかんを返さないと、電話の向こうの老女は言っているのだ。


『残念ですが、ことここに至った以上、我らからお伝えできますのは、以上です。ご理解いただけましたか？』


　一方的極きわまりない、宣告。


「…………」


　いつきが、言葉に窮きゆうする。


　緊きん張ちようと圧力とで、顔が白くなっていた。それだけの威い厳げんがこもった声だった。傍はたで聞いている黒羽でさえ、苦しくなるほどの威い圧あつ。直じかに接しているいつきにとって、その消しよう耗もうはいかばかりのものだったろう。


　それでも、少年は言ったのだ。


「〈アストラル〉は……〈協会〉に登録されてます」


　と、抗こう弁べんした。


『はい？』


「正式に登録されている間は、猫屋敷さんもみかんちゃんも本来の団体に引き戻もどされることはないと、そう聞きました。それはどうなっているんですか？」


　それは、一番最初に言われたことだった。


　あの、魔法使いを罰ばつする魔法使い──〈協会〉の影かげ崎ざきから伝えられたこと。


『…………』


　だから、老女の声も途と切ぎれた。


「どうですか？」


『……どうしても、と言われるのであれば』


　と、一いつ瞬しゆん途と切ぎれた老女の声が、戻ってきた。


　かすかに逡しゆん巡じゆんし、こう伝えたのである。


『そう、鬼おにを退治していただけるなら、考えてもいいでしょう』


「……鬼？」


『ええ、鬼です』


　声は、あでやかな笑えみを含ふくんだ。





『あなたがそう言われるなら、我ら葛城家は、〈アストラル〉の貸し出し魔法使いレンタルマギカに依い頼らいしてもかまいません。──つまり、鬼退治を』





　それきりで、電話は切れた。


　話の重さと裏腹に、受話器の戻される音はひどく軽く響ひびいた。


「いつきくん、今の……」


　訊きいた黒羽に、少年はうなずいた。


「……葛城鈴すず香か。みかんちゃんの実家の、おばあちゃんだって」


　いつきが、そう答える。


「みかんちゃんを返せなくなったって、いきなりそこから言われて……」


「……まともに話すつもりはなかったみたいやね」


　これは、穂波が補足した。


　この三人では、彼女が最も魔法使いの社会に近い。ゆえに、会話の流れも読めていたらしい。


「今のは、ただ要求を通すだけのやり方や。こちらの言い分は最初から聞いてへん。そんだけ、みかんの身み柄がらを離はなせないいうことやろ」


「でも、なんで、今いま更さら……」


「それは……」


　穂波も、首を横に振ふる。


「……葛城家やって、〈協会〉に属する結社には違ちがいあらへん。それも、上層部まで食い込んだ名門や。こんな横紙破りをするんは、よっぽどやないと──」


　それ以上の推論は、ケルトの魔ま女じよにもたてられないようだった。


「鬼……っていうのは、どういうことでしょう？」


　黒羽が、別のことを訊いた。


　老女──葛城鈴香が口にした怪かい異い。


〈アストラル〉に依頼してもかまわないという事件。猫屋敷が失しつ踪そうしたということと、その鬼とは関係があるのか。


「分からない」


　これも、穂波はかぶりを振った。


「…………」


　三人ともが、沈ちん黙もくした。


　ひどく長い沈黙だった。


　あれほど暴れた白虎さえも、鳴き声を止めていた。


　事務所に差し込んだ薄はく暮ぼが、星の光へと変わるまで、それはずっと続いた。


　やがて、


「行こう」


　と、言葉が漏もれた。


　穂波と、黒羽とが──その言葉に顔を上げた。


　ふたりの少女の視線を受けて、伊庭いつきはこう告げたのである。


　はっきりと、よどみなく。


　誰だれよりも、堂々と。


「迎むかえに行こう。──僕らで、みかんちゃんと、猫屋敷さんとを」





　その折、窓まど際ぎわから風が吹ふいた。


　つけかたの甘かった横断幕が剝はがれ、その夜風に乗って、事務所の床ゆかへ落ちた。


　──『お帰りなさい、猫屋敷さん、みかんちゃん！』


　そう書かれた横断幕だった。





　　　　４




　舞ぶ台たいは移る。





　イギリス。


　ウィンザー地方の、夜だった。


　どこまでも広がる田園地帯から外れた、ある丘おかのふもとである。


　冬の夜ということもあり、付近にほとんど人はいない。そうでなくとも、古くより伝わる言い伝えから、人の立ち寄らない場所だった。


　ごく小さな石造りの塔とうが、そこに佇たたずんでいたのだ。


　あるいは怪かい物ぶつが一日でつくった塔だとも、あるいは名のある錬れん金きん術じゆつ師しが没ぼつした塔とも伝えられている。


　もっとも、普ふ通つうの人間が来たところで、何も見つけられまい。


　そのヴェールを見破れる──見破ってしまうものだけが、魔道へと踏ふみ出すことになるのである。


　そんな塔の、内側だ。


「…………」


　窓から斜ななめに差し込んだ月光が、ひとりの少女を照らし出していた。


　アディリシア・レン・メイザース。


　月の光が淡あわく金きん髪ぱつを輝かがやかせ、漆しつ黒こくのドレスをより引き立たせている。長い睫まつ毛げは物もの憂うげに伏ふせられ、自らの胸にかかったソロモンの五ご芒ぼう星せいを見つめるようだった。


「世界樹は理解ビナーの座より、ヘルメスの小径を辿たどり、栄光ホドの座に接続アクセス──〈ゲーティア〉の首領たる血と、メイザース家の名と権けん威いをもって、アディリシア・レン・メイザースが命ずる──」


　歌うようなアディリシアの声が、朗々と塔の小部屋に響ひびいた。


　朽くちた古い石材に、その声が反はん響きようする。何重にも反響した呪文スペルは、複雑精せい妙みような音色となって塔の内側で絡からみ合った。重層的な音色の描えがくカタチは、目に見えない魔ま法ほう円えんのようでもあった。


　まるで、歌の結界。


　──すると。


　別の異変が、生じたのだ。


　塔の床から、ほう、ほう──といくつかの白い光の球が持ち上がったのである。


　人工精霊エレメンタリイという。


　魔術、主に錬金術によって造られる、低位の精せい霊れいだった。


　ただし、この場の人工精霊エレメンタリイは、また特別な機能を具そなえさせられていた。


　彼らの内側には、膨ぼう大だいな量の情報が詰つめ込まれているのだ。それらは長年をかけて整理・整備され、ある一定の所作のもと、開かい陳ちんされるのだった。


　いわば、魔術による外部メモリといってもよかろう。


「呪歌ガルドルを認にん識しき。使用者──アディリシア・レン・メイザースさま。本部より〈書庫〉の閲えつ覧らん許可を確認しております」


　そう、人工精霊エレメンタリイの思念が聞こえた。


　ここは、〈協会〉の上層部にのみ許された〈書庫〉なのだった。


　ヨーロッパの要所のいくつかには、こういった〈書庫〉が用意されている。アレクサンドリア大図書館の炎えん上じようした古代より、魔術界においては知識の集積と隠いん匿とくとが熱心に進められてきたのである。その結果、年も取らず、記き憶おくの欠落もない人工精霊エレメンタリイが知識の番人となることは、半ば必然的でもあった。


「前置きは不要ですわ」


　と、アディリシアは口にした。


「必要なのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉のデータ。〈協会〉の持ちうる全情報を要求します」


「……それについては、Ｂランクの秘ひ匿とく事じ項こうに設定されています。使用申しん請せいのほか、閲覧がやむを得ないだけの事由が必要となりますが」


「ふざけないでくださいませ！」


　少女の一いつ喝かつが、人工精霊エレメンタリイをも震ふるわせた。


「関係なら大ありです！　ダフネからの報告で、我ら〈ゲーティア〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉の干かん渉しようがあったと判明しました。今いま更さら黙だまっているわけには参りません！」


　もうひとりの妖精眼グラム・サイト──フィン。


　魔ま神しんを奪うばい、その魔神とひとつとなろうとしたもの──ガラ。


　この数ヶ月で、アディリシアと〈アストラル〉は、ふたりの〈螺旋なる蛇オピオン〉の構成員と出会った。


　いいや、本当は──それ以前からだったのだ。


　アディリシアが首領となるその以前、彼女の父、オズワルドが首領だった頃ころから、〈螺旋なる蛇オピオン〉はその毒を密ひそやかに〈ゲーティア〉へと垂らしていたのだ。


　単なる偶ぐう然ぜんとは思えない。


　ゆえに、アディリシアはイギリスへと戻もどり、〈協会〉へ〈書庫〉の使用申請を提出したのだった。


「……事由を認めます」


　静かに、人工精霊エレメンタリイの思念が渡わたった。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉については、〈協会〉内においても、複数回の会議をもたれています。ですが、彼らの接せつ触しよく例は少なく、その少ない例の中で共通点を見いだすことすら困難です。唯ゆい一いつ、共通点と思われることについては……」


　ひとつ、間をおいて、人工精霊エレメンタリイは思念を吐はき出した。


「禁忌タブーを……求める魔法使いと」


「禁忌を？」


　ある意味、アディリシアは落らく胆たんした。


　それだけならば、ほかにも例はあるからだ。


　多くの場合、禁忌は、より強大な魔術へとつながっている。


　現実を侵しん食しよくし、術者をも蝕むしばむというリスク──呪波汚お染せんの危険を伴ともないながらも、禁忌は常に魔法使いを誘ゆう惑わくし続けているのだ。


　いいや。


　実際に禁忌を冒おかすかどうかは別として、その程度のことは納なつ得とくずくでなければ、この現代で魔法使いなど張れまい。


「…………」


　しばしのやりとりの後に、アディリシアは唇くちびるを嚙かんだ。


　埒らちがあかない。


　この程度の知識であるならば、自分だって予想はできていた。イギリスにまで戻ってきて、数週間も待たされたあげくの申請許可がこれでは浮うかばれない。


　次に顔があがったときには、ある決意の色が瞳ひとみに浮かんでいた。


「質問を変えます。──入力方法を変へん更こう。対話による接続より、霊的接続による直接検けん索さくへの移行」


「──アディリシア様、それは」


「黙だまりなさい！」


　鋭するどく一いつ蹴しゆうし、少女は人工精霊エレメンタリイの表面に触ふれた。


　人工精霊の対話では、すでに整理されたデータしか閲覧することはできない。


　だが、彼らの内側には遥はるかに膨ぼう大だいな情報が潜ひそんでいる。それこそ、整備されたデータなど、整備できるようなデータなど、魔術にとっては氷山の一角に過ぎぬ。


　それらの情報の海──ディラックの海へと直接霊エーテル体を潜もぐり込ませ、自らの魔法技術をもって、直接検索する。


　優すぐれた魔法使いでなければ、自じ滅めつしかねない方法。


「──我、メイザースの権限をもって、汝なんじの内に飛ひ翔しようせん。受け入れよ！　かく為なせ！」


　アディリシアの意識が、人工精霊エレメンタリイの内側へ潜行ダイブする。


　瞬しゆん間かん。


　大量の情報が、津つ波なみのように荒あれ狂くるった。


「────っ！」


　そのひとつひとつを受け止めては、身体からだが保もたない。いくつかのキーワードを霊エーテル体の表面へと押し出し、それに関連する情報だけを特に選別する。


　すると、





　・──最古の記録は一世紀前後。最盛期を三世紀とし、それ以降は闇やみへと沈しずむ。





　断だん片ぺんが、アディリシアの脳を突つき刺さした。


（…………？）


　魔術の歴史において、一世紀はさほど古いとは言えない。アディリシアが使うソロモン王の魔術も、発生は紀元前一千年にはさかのぼる。


　だが、一世紀から存在する結社が知られていないというのは、不自然に過ぎた。


　続けて、断片がアディリシアの霊エーテル体を叩たたいた。





　・──収集される、あるいは収集されたと思おぼしき禁忌は、ほぼ一いつ貫かん性を持たない。





　・──アイルランドにおいては妖精郷テイル・ナ・ノグ、東とう欧おうにおいては赤い羊膜を纏う者ヴエドゴニヤ、ヴードゥーにおいてはロア、ナイルにおいてはナグ・ハマディ写本、日本においてはオニ……





　・──彼らは、それをグノーシスの叡えい智ちと称しようしている。





「グノーシス──ですって?!」


　それは、アディリシアも当然に知る名だった。


　ある巨きよ大だい宗教の、闇に潜んだ歴史。


　しかし、思考する間も、大量の情報がアディリシアを容よう赦しやなく打ちのめした。


　現実時間にして、わずか数分の潜行ダイブ。だというのに、すでに処理しきれない領域に達しつつある。


（まだ、全然……！）


　思い、アディリシアは手を伸のばす。


　知識の深しん奥おうへと、堕おちていく。





　・──彼らは、自らを楽園の蛇へびになぞらえる。





「だから──〈螺旋なる蛇オピオン〉……？　じゃあ、彼らの始祖は──」


　言いかけたとき。


　突とつ然ぜん、浮ふ遊ゆう感かんが、アディリシアの霊エーテル体を摑つかみあげた。


「…………！」


　実体に戻もどるや否いなや、がくりとアディリシアは膝ひざを折った。


　危なかった。


　帰れなくなる寸前だったと、震ふるえる手が告げている。すでに人工精霊エレメンタリイも消え、塔とうは平へい凡ぼんな建物に戻っていた。再び星せい辰しんが揃そろう一週間後までは、〈書庫〉としての機能は使えまい。


　荒あらげた息を整え、


「ダフネ」


　振ふり返ったアディリシアが、その名を呼んだ。


　そこに、ダークスーツを纏まとった、真っ白な髪かみの女性が立っていたのだ。


　ダフネ。


　アディリシアに仕えるメイド長にして、今や〈ゲーティア〉の副首領をも務める女性であった。


「……どうしたの？　私ひとりで探たん索さくすると言ったはずよ」


　自滅しかけたのが気き恥はずかしいのか、ややも強い口調でアディリシアが言ったが、


「申し訳ありません。急ぎの連れん絡らくが入りまして。──こちらに着きましたところ、アディリシア様が危険と見受けましたので、急きゆう遽きよ霊エーテル体のサルベージを行いました」


　あくまで冷静に、ダフネは身を屈かがめた。


　霊エーテル体のサルベージと簡単に言ったが、それとて一流の魔ま法ほう使つかい以外になせる技わざではない。アディリシア同様、この女性もまた尋じん常じようの腕うでではなかった。


　さすがのアディリシアも、ばつが悪いのか、首をすくめて上目づかいに訊きく。


「……連絡、というのは？」


「はい、近くの郵便局ポスト・オフイスへの電報です」


　このあたりは、携けい帯たい電話の電波も、ろくに入らない僻へき地ちである。


　たとえば、天文台が都市の明かりの少ない辺境に建てられるように、魔術もまた科学の干かん渉しようが少ない地方に拠きよ点てんをつくる。電波干渉や都市照明はもちろん、行き交かう人の精気オドによってすら、精密な魔術操作には影えい響きようを及およぼすからだ。


　少女が、首を傾かしげる。


「電報？」


「ええ、カツラギ家の問題です」


　その言葉に、アディリシアは目を細めた。


「そう……カツラギミカンの問題ですわね。でしたら、そう急ぐことはないでしょう。イツキにしても、ずいぶんたくましくなってきましたもの」


　少し、自じ慢まんするみたいに、微び笑しようする。


「ですが……」


　珍めずらしいことに、ダフネが抗こう弁べんした。


「何？」


「カツラギ家は……〈アストラル〉に、オニの退治を依い頼らいしたとか」


「────っ！」


　息が、止まった。


　関係があるかは、分からない。


　だが、〈書庫〉の情報は、こんな断だん片ぺんを伝えなかったか。


　──アイルランドにおいては妖精郷テイル・ナ・ノグ、東とう欧おうにおいては赤い羊膜を纏う者ヴエドゴニヤ、ヴードゥーにおいてはロア、ナイルにおいてはナグ・ハマディ写本、日本においてはオニ……


　収集された、禁忌タブー。


　オニ。


　思った瞬しゆん間かん、アディリシアはドレスの裾すそを蹴けり、立ち上がっていた。


「アディリシア様、どちらに?!」


「決まっています！」


　ダフネに叫さけび返し、かすかによろめきながら、塔の出口へと走る。


　折しも満月フルムーン。


　欠けなき銀盆の光に照らされながら、少女は堂々と答えたのである。





「可か及きゆう的てき速すみやかに……日本へと戻ります！」




第２章　魔法使いの故郷









百合若伝説……長崎県・壱岐島の「鬼ヶ島」へ鬼退治を命じられた百合若は家臣の別府兄弟と共に鬼退治に向かう。鬼達は七十艘の兵船をひきいた百合若めがけて石つぶてを投げるが、百合若は日の丸の扇で押し返し鬼を制圧。ところが家臣は浜で昼寝をしていた百合若を置き去りにして「百合若は討ち死にして、私たちが鬼を退治しました」と虚偽の報告をする。一方、百合若は逆に鬼達に助けられ、国に帰り姫と結婚する。
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　──ごとん…………ごとん…………。


　──ごとん……ごとん。


　──ごとん、ごとん。





　列車の走行音が徐じよ々じよに速まり、いつきたちの背中から遠ざかっていった。


　真冬だというのに、昼下がりの太陽がやたらと眩まぶしい。一応、町のただ中ではあるのだが、見み渡わたす限かぎりの建物が皆みな低く、七割方、田園風景と混ざり合っている。


　無人駅というのを、いつきははじめて見た。


　ごく小さな、古い駅舎である。


　ほとんど木造の質素な建物に、申し訳程度に切きつ符ぷ入れだけが置いてある。中に散らばった切符がそれなりの数であることが、この駅にも人の往来があることを示していた。


「ここが……みかんちゃんの故郷ふるさと……」


　ややかすれた声で、呟つぶやく。


　あの電話があった、すぐ翌日だった。


　前日中にはチケットを手配し、級友の山田ほか何人かに（まったくあてにならないまでも）ノートと週刊漫まん画が誌の交こう換かんを約束して──列車に飛び乗ったものである。実のところ、出席日数もかなり厳しかったりするのだが、背に腹は代えられない。


　そして、今。


　半日近い時間を電車に揺ゆられ、葛かつら城ぎみかんの故郷・葛くず原はら市に、いつきはいた。


　古都・奈な良らからほど近い、山に囲まれた街。


　あのみかんが、〈アストラル〉にやって来る以前を過ごしたであろう土地。


　だが──最も少年をとらえたのは、別の現象であった。


　胸を押さえたいつきに、穂ほ波なみが振ふり向いた。


「社長、苦しいん？」


「ちょっと……苦しいってほどじゃないんだけど……なんか、空気がねっとりしてる感じ」


　かすかに喉のどを鳴らし、いつきが答えた。


「こっち向いて」


「え？」


　振りかえった鼻先に、柔やわらかな指先が触ふれた。


「────！」


　穂波の指である。


　指の間に、緑のハーブが挟はさまれていた。


　鮮せん烈れつな香かおりが鼻び孔こうを突つき刺さし──一いつ瞬しゆん、脳天まで貫つらぬくような衝しよう撃げきの後──数秒して、胸のつかえが取れていることに気がついた。


「どない？」


「あ……あ、あ……うん。だいぶまし」


　何度か、深めに呼吸して答える。


「なら良かった」


　つんと澄すましたまま、穂波は横顔で微び笑しようした。


「霊れい気きが濃こいんや。──霊的強度だけやったら布ふ留る部べ市も負けへんけど、こういう古都には人の思いが積み重なってるから」


　黒くろ羽はを〈アストラル〉事務所に置いてきたのも、同様の理由だった。


　霊エーテル体である黒羽は、どうしても周囲の霊気から影えい響きようを受ける。


　また、みかんの実家となれば、以前の神社の事件のように、外部の霊エーテル体を遮しや断だんしている可能性が高い。万一のときのバックアップや、連れん絡らく役も考えれば、事務所に彼女を置くのは当然の理り屈くつでもあった。


「人の、思い……」


　と、いつきは呟いた。


　空気すら、呪じゆ力りよくにまみれた土地。


　長い長い時が流れ、国の中心でなくなった今も、過去の人間の思いだけが積み重なって。


　その事実に、ぞくりと胃の底が冷えた。


　一体、どういう歴史が、そんな土地をつくったというのか。


　血か。


　無念か。


　それとも……


「社長」


　穂波がもう一度、口にした。


　ため息とともに、眉まゆをひそめて、


「気にしすぎるんは、悪い癖くせやで」


「あ……うん」


「本番はこっから先やもん。今から気をいれすぎても疲つかれるだけ。やったら、でたとこ勝負でも、なるだけ余力があった方がええやろ」


　さらりと、穂波が言った。


（…………）


　頼たのもしい、と思う。


　同時に、ちょっと自分が情けない。隻蓮の修行を受けたりして、それなりに頑がん張ばってはいるものの、生来の臆おく病びようはいかんともしがたい。


「そういえば、そのスーツケースは？」


　穂波のかたわらに置かれた、黒いスーツケースを指した。


「ああ、これは念のため。日本に来てこっち、ずっと事務所に置いていたんやけど、あまり離はなれると落ち着かへんから」


　軽くスーツケースを持ち上げて、穂波が片目をつむった。片手でそうしたところを見ると、重いものでもないらしい。表面にさりげなくオガム文字が刻まれているのは、呪物フエテイシユか何かの証明だろうか。


「やから……あまり気にせんといて」


　これは少し恥はずかしそうに、微笑した。


　だから、いつきも別の話題を振った。


「……ええっと……そろそろ、迎むかえの人が来る頃ころかな？」


「約束通りやったら、もう来てるはずなんやけどね」


　見回したが、それらしい人ひと影かげは見当たらなかった。


　寒いのに、日差しばかりが強く、駅舎のまわりは逆光の黒白に閉ざされている。どこか影かげ絵えにも似た色合いだった。この古い街の面おもざしには、ひどくふさわしいようにも思えた。


「うまく……みかんちゃんと会わせてくれたらいいんだけど」


「どうやろね」


　──と。


「にゃあ」


　ついてきていた白びやつ虎こが鳴いた。


「──え？」


　それにつられて、視線を横に動かす。


　すると──突とつ然ぜん、影が差したのだ。


　いいや、それは最初から近くにいたのである。ただ、あまりに人並みはずれた外見だったため、ふたりともそれが人とは気づかなかったのだ。


　まるで、岩が動いたようにしか見えなかった。


「は……？」


「おお。あんたらか」


　のっそりと隣となりに立ち、岩の頭が揺ゆれた。


　学校の制服を着た岩だった。


　ＬＬＬサイズをあっさりと超こえた、規格外の黒い制服である。巨きよ大だいすぎて、服というより恐きよう竜りゆうの外皮めいている。それでも身体からだには小さいようで、首もとのボタンはふたつ外していた。


　その首も、異様に太い。


　ごつごつとした、大木の幹のような首だ。


　上には、ずんぐりとした、小岩みたいな顔が載のっている。


　獅し子し鼻ばなである。唇くちびるは分厚い。眉まゆ毛げは太く短く、髪かみの毛も短かった。


　冬服の上からでも、腕うでの筋肉は見て取れた。プロレスラー顔負けの、鋼はがねを折りたたんだような上じよう腕わん。太ふと股ももは、さらにその五割増しはありそうだ。


　胸むな元もとに盛り上がった筋肉など、その下でみかんが雨宿りできてしまいそうだった。


　だから。


　それが岩ではなく、巨大な人間だと知ったとき、いつきは尻しり餅もちをつき、ぱくぱくと口を開いて叫さけんだのだ。


「お……お、お、お、鬼おにぃっ?!」


「……はあ？」


　その声さえも、空の彼方かなたから落ちてくる。


　男は、がりがりと、二メートル近い高さの頭を搔かいた。


　ぺたんと尻餅をついたいつきに、これはなんとも困った風に尋たずねたのだ。


「ええっと……あんたが……伊い庭ばいつきか？」


　膝ひざを落とし、それだけは妙みように愛あい嬌きようのある黒こく瞳どうが、まっすぐにいつきを映した。


「……え？」


「いや、人ひと違ちがいだったらすまん。俺は紫し藤とう辰たつ巳みって言って……そう、葛城の婆ばあさんから、本家に来るついでにあんたらを案内してくれって頼たのまれたんだが」


　そう言って。


　文字どおり、雲をつくような大男は、いつきへと手を伸のばしたのであった。








「──ええええっ、た、辰巳さんって高校二年生?!　僕よりひとつ上なだけっ?!」


「な、なんだよ。俺が高校生じゃ悪いか」


　いつきの驚きよう愕がくに、巨きよ漢かん──辰巳は、憤ふん慨がいした様子で振ふり返った。これも規格外のごつい安あん全ぜん靴ぐつが、ざり、と土を踏ふむ。


　山道である。


　杉すぎ林ばやしを抜ぬける、傾けい斜しやした小こ径みちだ。


　あの駅から一時間ほど歩いた──小山の中腹だった。


　横合いには、細長い杉の木が何千本となく空に刺ささっている。槍やりのように鋭するどく、そのくせ触ふれただけで折れてしまいそうな、ひょろ長い樹木の列。


　どこかもの悲しく、どこか恐おそろしい。


　そんな樹木ばかりが密集し、黒と緑の山林として圧縮されているのだった。


「……あ、あ。いえ。悪くなんかないですけど……驚おどろいちゃって」


　啞あ然ぜんとして、いつきは辰巳を見返す。


　確かに、制服を着ている以上、高校生なのは必然でもある。


　が、さすがにこれだけの身体となれば、もう物質的に迫はく力りよくが滲にじみ出す。高校生という当然の理り屈くつを、見た目の迫力が凌りよう駕がしてしまうのである。


　身長は、百九十七センチと言っていた。


　体重は……だいたい百二十キロぐらいだそうだ。


「なりたくてでかくなったわけじゃねえよ。服は一年に二度も三度も替かえなきゃいけなくなるし、ここ最近は特注しないと品すらないし」


　辰巳が、唇をとがらせる。


　表情豊かな男だった。


　いつきがあっさり打ち解けられたのも、そのせいだろう。これだけいかめしい見かけの割に、巨漢は気のまわる性質だった。


　今、こうして歩いているだけでも分かる。


　明らかに、辰巳の歩ほ幅はばの方が倍近く広いのに、いつきと穂波との距きよ離りはほとんど離はなれない。


　どうやら、こちらと歩を合わせてくれているらしい。それも、勾こう配ばいのきつい坂道や足場の悪いところでは、さりげなく速度を落として、こちらが疲つかれないよう配はい慮りよしてくれていた。


　身体からだに似合わない気き遣づかいに、いつきは唇をほころばせる。


「辰巳さんは──このへんの人じゃないんですか？」


「ああ。俺は神こう戸べだよ。山に囲まれた港町でね」


　ひょいひょいと、身軽に張り出た枝をのけていく。


　それから、太い首をねじまげ、逆に聞き返した。


「そっちも……あの婆さんに、祭りとやらで呼び出されたクチか？」


「祭り？」


「違ちがうのか？」


　辰巳の首が、振り向いたまま、四十五度ほど傾かたむく。


「ええっと……」


　どう言ったものかと少年が思考している間に、後ろから別の問いが発された。





「──紫藤さんは、葛城家とどういう関係なん？」





　穂波だった。


　坂道にスーツケースを転がしながら、こちらは息ひとつ切れていない。


　ちなみに白虎は、いつきの肩かた口ぐちに座っている。退たい屈くつな山道に飽あきたのか、今は首こうべを垂れて、居い眠ねむり中だ。落ちそうになるたび、尻尾しつぽだけでバランスを取っているのが、なんとも器用といえる。


「辰巳でいいよ」


　と、巨漢は淡あわく笑って、腕うでを組んだ。


「……俺は遠とお縁えんってだけだ。ただ、あそこのお嬢じよう様さまの守もり人をやらされててな」


「守り人？」


　いつきが聞き返す。


「要は、お付きのボディーガードさ」


　と、辰巳が答えた。


「あの家は、当主の直系が生まれたとき、その年や日月を占うらなって、親しん戚せき筋からひとりだけその子をずうっと守る人間を選び出すんだ」


「ずうっと……って」


「文字通り、生まれてから死ぬまでさ」


　ごく当たり前のように言ってから、


「時代がかってるだろ」


　と、苦く笑しようして付け加える。


「まあ、俺はいろいろあってな。少し、その役を外れてたんだが、今回呼び戻もどされた。祭りのためとか言ってたから、そっちもそうかと思ったんだけどな」


「じゃあ、辰巳さんは……」


「次の当主、葛城香かおりの守り人になるよ」


　辰巳の言葉に、いつきは瞬まばたきした。


（──香？）


　どこかで、聞いたような名前だったからだ。


　数秒、記き憶おくを思考が辿たどり、ある答えを弾はじきだしたとき、少年は大きく目を見開いた。


「それってみかんちゃんの……！」


「みかん？」


　辰巳の片かた眉まゆがあがった。


「お前が言ってるのが葛城みかんだったら、葛城香はその姉だが──」


　すると、逆に辰巳の方が勢い込んで、尋たずねてきたのだ。


「お前……みかんのこと知ってるのか？」


「知ってるも何も……」


　言いかけたときだった。


「…………っ！」


「おい、いつき?!」


　いつきが、目を押さえる。


　痛みではない。


　疼うずきだ。


　空気が、徐じよ々じよに濃こくなっていくような感じだった。


　駅に降りたときに感じた違い和わ感かんを、数十倍にも強くした感覚である。


「いえ……大だい丈じよう夫ぶです。ちょっと……気分が悪くなっただけで」


　呻うめく。


　ねっとりとした、肌はだにまとわりつくような空気。


　正確には空気に含ふくまれた呪じゆ力りよくが、眼帯を透すかし、いつきの右目を刺し激げきしているのだ。


　ただ、時折、〈アストラル〉の事件で触ふれる呪波汚お染せんとは違う。もう少しでそこまで達してしまいそうなのに、ぎりぎりのところで、この山の呪力は統制されている。


　その制せい御ぎよされた──人工的な感じが逆におぞましく、いつきの喉のどを干ひ上あがらせたのだ。


「それ、より……」


　ふらりと顔を上げ、小こ径みちの向こうを指す。


　勾こう配ばいの頂点に、黒々と巨きよ大だいな影かげがわだかまっていたのである。





　──屋や敷しきが、見えたのだ。





　杉すぎ林ばやしの中で、そこだけがくりぬかれたような、平屋造りの屋敷だった。


　外見は古めかしく、華か美びなものはない。


　屋敷を囲む、土ど塀べいさえもない。


　だが、分かる。


　誰だれが見ようと、この屋敷の佇たたずまいが普ふ通つうでないことははっきりと分かる。ただの建造物がそれだけの、ほとんど生物的なまでの気配を備えているのだ。そして、その気配こそが、いつきが今感じた違和感の中心だったのだ。


　──ざあ


　と、近くの杉の枝が震ふるえた。


　風のせいなのに、いつきにはそれが、屋敷の笑い声に聞こえた。


　一本の枝が震えるや、それは周囲の枝に伝わって、次々と数を増やしていく。


　──ざあ


　──ざあ


　──ざあ


　──ざあああああ


　風が泣く。


　風が嗤わらう。


　屋敷が泣くように、山林が泣く。


　山林が嗤うように、屋敷が嗤う。


　まるで、いつきたちを嘲ちよう弄ろうするごとく。何も知らぬ、哀あわれな愚おろか者ものを嘆なげくがごとく。


「……ああ」


　と、辰巳が舌打ちし、さきほどのいつきの言葉に同意した。


　強く、拳こぶしを握にぎる。


「話の途と中ちゆうだが……到とう着ちやくだな」


　それが──葛城家の屋敷だった。





　どこか遠くで、もの悲しい鳥の声がした。





　　　　２




　長い、板張りの廊ろう下かだった。


　踏ふむと、小さく軋きしみ音が立つ。


　きしい、きしい、とひどく静かな音。


　前を行くのは、屋敷の召めし使つかいらしい青年であった。


　ひどく無口な青年だった。


　切れ長の目に、一筋筆を走らせたような眉。同じく真まっ直すぐな髪をうなじのあたりで切り揃そろえ、神かん主ぬしにも似た白い装しよう束ぞくを纏まとっている。


　辰巳は屋敷の入り口で、別の棟むねへと案内されていた。軽く会え釈しやくして別れた後、いつきと穂波と白虎の──ふたりと一匹ぴきとが、この廊下を歩いている。


「……う、わぁ」


　いつきは、声を押し殺した。


　屋敷の、印象のためだ。


　壮そう麗れいさだけであれば、たとえばアディリシアの屋敷の方が上だろう。


　だが、ここには年月があった。


　床ゆかの光こう沢たくが、壁かべの艶つやが、庭のたたずまいが──この屋敷の経てきた年月を、雄ゆう弁べんに物語っている。この場合、年月とは、単なる時間の流れではなく、積み重なってきた生活の重さのことだった。


　おそらく、一世代や二世代ではすむまい。


　祖父や曾そう祖そ父ふ、さらに祖父の祖父、曾祖父の曾祖父、曾祖父の曾祖父の曾祖父──何十世代にもわたって暮らしてきた人間の生活が、屋敷には滲にじんでいた。


　そして、もっと根源的なこと──


「──全部、この山から取った木やね」


　と、隣となりを歩く穂波が呟つぶやいた。


「そう、なの？」


「うん。塀へいがなかったんも、多分同じ理由やと思う。木も土も、多分ほかの建材も、全部この山から採取してるんや。──そうやって、この屋や敷しきは山の一部なんだって、呪じゆ術じゆつ的・魔ま術じゆつ的に主張してる」


「…………」


　穂波の言葉に、いつきは沈ちん黙もくする。


　屋敷に入っても、まるで落ちつかなかった理由が、今分かった。


　まるで持ち物のすべてを剝はがれて森のただなかに放置されたような、そんな頼たよりなさに、少年はさきほどから襲おそわれていたのだ。


（ここも……山の中だから……）


　ごくりと、唾つばを飲み込む。


　急に、建物が息づいているように思えた。見えない心臓が鼓こ動どうし、屋敷の壁や天てん井じようを異形の血管が蠢うごめいている錯さつ覚かく。


　喉のどの奥までいがらっぽいものがこみあげ、少年を硬こう直ちよくさせる。


　不意に、前を行く青年が立ち止まった。


「……こちらで、お待ちになってます」


　そう言って、頭を下げた。


　障子戸の前である。


　そのまま、がらり、と障子が開けられる。


　二十畳じようほどはありそうな広い座ざ敷しきの奥に、老女が正座していた。





「──葛城鈴すず香かです」





「…………！」


　いきなり、そう告げられた。


　強い声だった。


　小こ柄がらな外見からは想像もできぬ、凛りんとした声だ。


　響ひびきだけならばたおやかなのに、自然、居住まいを正さずにいられない。


（この人が……）


　いつきは、老女を見やる。


　電話のイメージと、まるで同じだった。


　年は、六十を下らないだろう。


　束そく髪はつはすべて白く色あせ、品のよい顔には深い皺しわが刻まれている。落ち着いた臙えん脂じ色いろの和服を纏まとい、袖そでからこぼれた手首は枯かれ木のごとくに細かった。


　だが、そんな年を感じさせないものが、身内からみなぎっていたのだ。


「あ……」


　圧おされる。


　障子を前にして、後ずさりかける。浮ういた右足が、バランスを失いかける。


　しかし、


「社長」


　と、囁ささやきが鼓こ膜まくを震ふるわせた。


　穂波の声である。


　聞き慣れた叱しつ咤たの──その温かさが、少年のバランスをすんでのところで取り戻もどさせた。


「にゃあ」


　もうひとつ、今は穂波が抱だいていた白虎も、小さく鳴く。


「……うん」


　もう振ふり返らずに、いつきはうなずいた。


　胃の底から、気力を振り絞しぼる。


　今必要なのは、逃にげることじゃない。


　立ち向かう、意志だ。


　唇くちびるを嚙かみ、少年は少女と白しろ猫ねこを伴ともなって、部屋の内側へと入る。


「はじめまして。──〈アストラル〉社長の、伊庭いつきです」


　そう言って一礼し、老女の前に正座したのであった。





　　　＊





　その頃ころ、辰巳は、屋敷の軒のき先さきに腰こしを下ろしていた。


　いつきたちが案内されたのとは、ちょうど反対側にあたる場所だ。


　広い庭に、苔こけむした岩が点在している。あまり手入れはされていないようで、どこまでが庭で、どこからが杉すぎの森なのか、その区別は判然としない。


　見上げれば、山頂には大きな夕ゆう陽ひが差し掛かかっていた。その鮮あざやかな緋ひ色いろによって、世界が書き換かえられるようでもあった。


　黄昏たそがれ。


　誰たれぞ彼かれ。


　彼かれぞ誰たれ。


　その暗さ故、誰が誰とも区別がつかない時間。


　──あるいは、逢おう魔まが時。


「久しぶりだな、ここも」


　呟つぶやき、辰巳は庭へと降りた。


　近くのつっかけのサイズが合わなかったから、素す足あしである。さして気にする風もなく、庭の隅すみの──小さな社やしろまで大おお股またに歩いた。


　木でつくられた社の屋根に、子供の拳こぶし大だいのへこみがあった。


「…………」


　目を細める。


　かつて、小学生の辰巳がつけてしまった傷だった。もうひとりの女の子と遊んでいて、しこたまボールをぶつけてしまったのである。あのときは、鈴香の婆ばあさんにさんざん怒おこられたものだった。


「……ふん」


　鼻を鳴らして微び笑しようし、もう一度、思考をめぐらせる。


　さきほど会った少年を、思う。


　──伊庭いつき。


　不思議な少年ではあった。


　この業界には──辰巳自身も半ば踏ふみ込んでしまってはいるが──どうしても、影かげの色が濃こい。


　魔ま法ほう使つかいの、宿業といってもいい。


　現代社会に背を向け、自らの条理にのみ殉じゆん死しする者たち。そのことを悔くやまない、歪ゆがみの道を進む者の影。


　そういう影が、あの少年にはほとんど感じられなかった。


　そして、もうひとりの少女。


　──穂波・高瀬・アンブラー。


　いつきに比べれば、魔法使いとしての気配は濃かった。〈協会〉という──魔法使いの互ご助じよ組合の連中は、よくあんな気配をさせている。


　だが、あの少女も別の意味で、辰巳の意識に波は紋もんを投げかけた。


「どっかで……会ったか？」


　首をひねる。


　そんな既視感デジヤヴが、あの少女にはあったのだ。どこでとか、いつとか言われるとまったく霧きりの中なのだが、そのひっかかりだけが棘とげのように、記き憶おくのひだへ刺ささっていた。


　方言のイントネーションは、辰巳の出身・神戸のものに近かったが……。


「──ん？」


　ふと、社の裏へ視線を投じる。


　白い何かが、そこに垣かい間ま見えた。


　ちょうど屋根の真下にあたる場所に、一枚の符ふが貼はってあったのだ。


　それだけ、呪じゆ術じゆつの系統が違ちがった。


　神しん道とうでも符は使うが、その表面に書かれた紋もん様ようは、普ふ段だん葛城で使われるものとは明らかに違っていた。辰巳もさほど詳くわしいわけではないが、それぐらいは分かる。


「こりゃあ……」


　と、眉まゆをひそめたとき、


「おっと。手を触ふれるなよ」


　横合いから、警句が発された。


　見知らぬ男だった。


　杉の木の陰かげに、背をもたせかけていたのである。


　おおよそ二十歳はたち前後。ブリーチをかけた長い髪かみを、肩けん甲こう骨こつのあたりまで伸のばしていた。だらしなくジャケットを着き崩くずし、片手で胸のペンダントをいじくっている。


　整った鼻び梁りようなのに、どことなく浮うわついたその表情が、辰巳には気にくわなかった。


「なんだ？　新しい客か？」


　若者が、首を傾かしげてこちらを見み据すえる。


　ゆるんだように見えて、その瞳ひとみの奥から、鋭するどいものが覗のぞいていた。こちらが不ふ穏おんな動きをすれば、いつでも刺してやるぞという瞳だ。


　魔法使いの──その中でも裏街道を歩んできたものの、瞳。


「紫藤辰巳」


　ぶっきらぼうに名を告げると、若者は大おお仰ぎように驚おどろいたふりをしてみせた。


「おお。婆さんから聞いてる。そうか、お前があの子の守り人かよ」


　へらへらと嗤わらう。


　片手は、変わらず胸のペンダントをかちゃかちゃといじくっている。


「そりゃすまなかったな。あんまり凄すごい身体からだだもんだから、鬼おにの眷けん属ぞくか何かと思っちまった」


「鬼？」


　そういえば、さっき、いつきと出会ったときにも言われた。


　そのときにはさして気にしなかったが、ふたつ続けば、偶ぐう然ぜんとは言えなくなる。


「聞いてるぜ」


　もう一度言って、若者は笑えみを深めた。


「後こう継けい者しやのお嬢じようさんがたをかばいすぎて、守り人のくせに本家から追放されたんだって？」


「…………」


　それに、辰巳は答えなかった。


　だが、反応は絶大だった。


　若者の表情が硬こう直ちよくし、杉すぎの木の陰から、大きく後ずさったのである。それに値あたいするだけの、猛もう烈れつな敵意の放射であった。


「──おお、怖こわい怖い」


　わざとらしく手をあげて、若者が降参のジェスチャーを取る。


　かまわず、硬かたい面おも持もちで、辰巳は訊きいた。


「お前は……？」


「ああ」


　と、若者がにんまり唇くちびるをつりあげた。


　持ち上げたままの両手をぶらぶら振ふって、こう言った。


「俺は──ここの家に雇やとわれた、はぐれの陰おん陽みよう師じだよ」





　　　＊





「──みかんちゃんは、どうしてるんですか？」


　対談の口火を切ったのは、意外にもいつきの方だった。


　自分でも、少し驚いた。


　対面して正座し、目が合ったとき、自然に言葉がこぼれていたのだ。


　だけど、そうなると逆に腹が据すわった。


　もう引き返せないのなら、進むしかないだろう。


「なるほど」


　と、老女──葛城鈴香の目が細まった。


「……あの男の、息むす子こらしいこと」


「父さんを、知ってるんですか？」


「一度だけ、お会いしたことがあります。あの人が、〈アストラル〉とやらを設立したときですね」


　鈴香は、皺しわ深ぶかい頰ほおに笑みの艶つやを含ふくませる。


「…………」


　ここまで案内してきた青年は、その隣となりでじっと座っていた。鈴香にとっては、従者のような存在らしいと、察せられた。


　そして、老女が、最初の質問へと答えを返す。


「祭りのため、みかんは禊みそぎに入ってます。その間は、どなたであっても、おいそれと会わせるわけには参りません」


〈禊ぎ（Absolute Purification）〉。


　神しん道とうの魔ま術じゆつ特性──最も基本となる『力』だ。


　絶対結界、といつきは認にん識しきしている。


　その内側にあっては、ほとんどの敵対的な魔術が威い力りよくを喪そう失しつする。事実、みかんの禊ぎによって、どれだけ自分やほかの社員が救われたかは数えきれないほどだった。


「みかんちゃんは、それを了りよう承しようしてるんですか？」


「電話の繰くり返しをされるつもりですか」


　呆あきれた風に、老女は冷たく少年を見下ろす。


「あのときも言いました。──みかんの意思は関係ありません。我らがあの子の血を必要としている。そのことだけで、理由としては十分でしょう」


「…………っ」


　魔法使いの論理を、葛城鈴香は言い放つ。


　個人の意思など無視されて当然。組織としての──いいや、魔法としての理ことわりだけがすべてを支配する。


　ここが、現世と隔かく絶ぜつした場所だということを、いつきは改めて思い知る。


「…………」


「…………」


　沈ちん黙もく。


　平行線。


　そこに、切り込むように、穂波が訊いた。


「──鬼おに退たい治じ、ていうのは？　あたしらは、その依い頼らいのために呼ばれたんやろ？」


「……おや。話をする気はあったと見える」


　鈴香の唇の端はしがつりあがる。


「そう。別に葛城も、〈アストラル〉と対立したいわけではない」


　口調が変わった。


　敬語も消えている。


　こちらが老女の地なのか、よほど愉たのしそうな微び笑しようが赤い唇に浮ういていた。


「〈アストラル〉は、複数の魔術系統からなる結社だったな」


「会社です」


「どちらでもかまわない。今、訊きたいのはそういうことじゃない」


　少し間をおいて、鈴香はちろりとふたりの顔を見た。


「鬼の種類を知っているか」


　と、老女は訊いた。


「種類？」


「俗ぞくに『鬼』と言うても、その在りようはひとつではない。だいたい、日本の鬼は源流からすれば、大きく遠ざかっている──」


　鈴香が微笑ほほえみながら、話す。


　何の飾かざりもない口調は、それでいて不思議なあでやかさを保ってもいた。


「──鈴香さま」


　黙だまっていた青年が、口を開いた。


　それ以上は止やめたほうがいい、とそういう制止である。


「よい。少しぐらい遊ばせろ」


　だが、かまわず、鈴香は言葉を続ける。


「時代により、場所により、鬼の在り方は変わっていく。こちらの言う鬼が、せめて何の鬼かぐらいは判別してほしいが」


　少し、間があった。


　穂波の目が細まり、


「……神道における祭りの意味は、おおよそ二種類や」


　と、呟つぶやいたのだ。


「ひとつは、雨あま乞ごいとか豊作祈き願がんとか、神様に加護を祈いのるための祭り。もうひとつは、荒あらぶる神や怨おん霊りように、これ以上暴れないでくれってお願いするための祭り」


「ほう」


「鬼の種類言うたね。確かにいくつもある。祖そ霊れいや地霊の具現、天てん狗ぐとか山人の系けい譜ふ、仏教の邪じや鬼きや羅ら刹せつ、先住民や反逆者の土つち蜘ぐ蛛もの類たぐい……それに、人が鬼になる変身譚たん。でも、現代の今いま更さらになってそんな鬼が出てくるとなると、また別に理由が必要や……」


「…………」


　今度の沈黙は短かった。


　老女よりも、隣となりの青年の表情が強こわ張ばり、鈴香自身は目を細めた。


「つまり？」





「葛城の祭り──どこかで失敗したん？」





　穂波の言葉に、老女の笑えみがゆるく上下した。


　わずかに、うなずいたのである。


「え、え？　何？」


　話が見えなくて、右往左往するいつきが穂波の顔を窺うかがう。


　ため息ひとつ、少女はかぶりを振ふる。


「……大したことやあらへん。要は、祭りで鎮しずめるはずやった鬼が、失敗して暴れてるいうことやろ。もともと、日本の祭り自体が、半分は鬼のためのもんやし」


「まあ、否定しない」


　くつくつと、鈴香が笑い声をおさえる。


「それとも、祭りがどんな因いん縁ねんを抱かかえてるかまで、根掘ほり葉掘り訊きいてもかまわへんの？」


「探さぐられたくない腹があるのは、お互たがいだと思うが」


「〈アストラル〉まで一いつ緒しよにせんといて」


　ぴしゃりと、穂波が口にした。


　少女と老女とが、鋭するどい視線を交かわす。


　が、それも一いつ瞬しゆん。


　真しん剣けんで切り結ぶような衝しよう突とつから目を離はなし、穂波は幾いく分ぶん事務的な口調で話す。


「でも、普ふ通つうなら、葛城家の術者だけで十分対処できるやろ。どうして、〈アストラルうち〉に依頼するん？」


「単純に、祭りの規模の問題だ。葛城の術者は、みかんも含ふくめて総出でかかる必要がある。かといって、〈協会〉はあまりこちらの事情を汲くんでくれないのでな」


「魔ま法ほう使つかいの互ご助じよ組合言うても、もともとが西洋の結社やからね」


〈協会〉の発はつ祥しようは、中世のある騎き士し団だんに起因する。後に石工組合なども取り込み、さまざまな魔術結社への影えい響きよう力を持つようになったが、それはあくまでヨーロッパでのことだ。


　巨きよ大だいな財源や権力を持ってはいても、異文化の理解まで早々追いつくものではない。


　まして、極東に土着の魔術となればなおさらだ。


　鈴香は、うなずいて続ける。


「そういう理由で、当家でもすでにひとり、陰おん陽みよう師じを雇やとった。〈アストラル〉とともに協力してもらうのは、問題ないだろう？」


「え？」


　老女の言葉に、いつきが顔をあげた。


「陰陽師？　猫屋敷さんじゃなくて？」


「それも言ったはず。──あの男は、一週間前に姿を消した」


　冷厳に、鈴香は告げる。


「それって──」


　もう一度、訊きかけたときだ。


　ちらり、と老女の視線が横に流れた。


　そのまま、ひどく忌いまわしげに、ぽつりとこぼした。





「──来た」





　その言葉が終わるや否いなや。


　突とつ然ぜん、どお、と烈れつ風ぷうが舞まい込んだ。





　　　　３




　風は、座ざ敷しきを荒あれ狂くるった。


　障子が木き枠わくごと破れ、砕くだかれ、何十という木もく片へんになって、畳たたみに突つき刺ささる。あるいは無む惨ざんな紙片と散って、部屋を白く舞い踊おどった。


「…………っ！」


　いつきが、右目を押さえる。


　激痛。


　単なる風ではなく、強きよう烈れつな呪じゆ力りよくを孕はらんだ颶ぐ風ふうだった。


　額に、肩かたに、障子の破片をぶつけられながら、少年はその痛みの根源を視みた。


「──社長！」


　穂波は、うずくまった少年をかばいながら、ぐっと顔をあげた。


　風の、奥。


　千々に壊こわれた障子の向こう。


　元げん凶きようを見み極きわめるべく、眼鏡めがねの奥の目を凝こらす。





　鈴香は、動きもしなかった。


「はらいたまい、きよめたまう」


　ただ、そう呟つぶやいただけだ。


　なのに、颶風は、老女の寸前でふたつに割れたのである。


〈禊ぎ（Absolute Purification）〉──神しん道とうの魔術特性。葛城鈴香は、その特性を完全に活いかしきっていた。


「…………」


　厳おごそかに、老女は風の中心を振ふり仰あおいだ。





　──皆みなが、衝しよう撃げきの発生源を見み据すえた。





　　　＊





　杉すぎの森が、燃え上がっているようだった。


　夕焼けである。


　驚おどろくほど大きな夕ゆう陽ひが、森を支配していた。葉の一枚一枚、枝の一ひと振ふり一振りまでも燃やし尽つくし、紅の国を建設したかのように山頂を染めている。本家の庭もまた、赤く紅く燃え上がっていた。


　その紅の庭に、ぽっかりと白いものが浮うかんでいる。


　仮面。


　木を彫ほったと思おぼしい、女の面だった。


　いつきは知らぬが、深ふか井いと呼ばれる能面であった。


「あれ……って……」


　少年の呻うめきに答えるごとく。


　みちり、と座敷の内圧があがる。


　瘴しよう気きが膨ふくれあがっている。来る途と中ちゆうの、あの森に渦うず巻まいていた違い和わ感かんとはまったく次元の異なる、遥はるかに穢けがれた空気。沸ふつ騰とう寸前の熱湯にも似て、ふつふつと空気が泡あわ立だっている風にも感じられた。


　その空気が、渦巻いた。


　仮面を中心に瘴気が凝こごり、庭に、ひとつのカタチを顕けん現げんさせる。


「……あれ、が……鬼おに……？」


　そう呼ぶには、しなやかに過ぎたかもしれない。


　面と同じ、優美な肢し体たい。


　装しよう束ぞくは白しら拍びよう子しを思わせる、ゆったりとした袖そでの和装。足袋たびの爪つま先さきは、地面には触ふれず、かすかに浮かび上がっている。


　だが。


　その呪力だけは、どうしようもなく汚お穢わいだった。





【視ミロ】





「……っが！」


　いつきは、右手を握にぎり込む。


　手の中で、眼帯がぎちぎちと震ふるえた。


　甘くなった封ふう印いんが、早くも限界を訴うつたえている。この鬼を視ただけで右目が反応し、宿主たるいつきを侵しん食しよくせんと蠢うごめいている。


　それは、とりもなおさず──この鬼が、いつきの右目を揺ゆさぶり起こすだけの怪かい物ぶつであるということだ。


【見ロ。視ロ。観ミロ】


　餓うえた響ひびきが、少年の内ない奥おうから突つきあがる。


　いつきの膝ひざから力が抜ぬけた。がくがくと震え、畳たたみに片手をつく。


　眼前の鬼はもちろん、自らの内側よりこみあがるおぞましさ。忌いまわしさ。その恐きよう怖ふが、少年に吐はき気さえ催もよおさせた。


　そして、さらに別の『声』が、脳のう髄ずいを揺さぶった。





〝──祭りは、まだ終わらぬか〟





　蕭しよう、と脳のう裏りに『声』が響く。


　仮面の鬼の思念。


　涼すずしげなのに、破われ鐘がねのごとき強きよう烈れつな思念は──いつきの、いいや、その場の全員の精神を直接叩たたいた。





〝──なれば、無念は晴れぬぞや〟





（……無念？）


　考える間はなかった。


　とん……と、鬼の身体からだが跳とぶ。


　予備動作はない。


　足首だけで、その跳ちよう躍やくをなしたのだ。


　見るものを幻げん惑わくさせる、舞まいのような動きだった。


　ほとんど水平に、鬼が座ざ敷しきを滑かつ空くうし、その袖をゆるりと振ふるう。


「社長、どいて！」


「────っ！」


　考えるより早く、少年は声に従った。


「我は乞うハイル！　地にも天にもあらざるヤドリギの加護もて、西の災いを穿うがて！」


　数本、横に跳んだいつきの髪かみをちぎり、何かが鬼へ一直線に走る。


　セーラー服の内側に仕込んでいたヤドリギを、詠えい唱しようとともに穂波が放ったのだ。


　だがそれは、鬼の袖に触れるや、微み塵じんと砕くだけ散った。


「……場所がっ?!」


　穂波が、唇くちびるを嚙かむ。


　ここは葛城の聖域だった。


　ゆえに神社と同じく、場に込こめられた『力』がほかの魔ま術じゆつを抑よく制せいする。特に、系統の異なるケルト魔術では、弱体化が著しい。礼れい儀ぎのため、とんがり帽子力の円錐やマントを置いてきてしまったのも痛つう恨こんだった。


　この場で発動しただけでも、穂波の技量の冴さえは凄すさまじい。


　二度目の矢を撃うつべく、少女が身構える。


　鬼が速かった。


〝──祭りは、まだ終わらぬか〟


　穂波の腕うでを摑つかみとり、鬼が嗤わらう。


「痛っ！」


　少女の身体が、あっさりと持ち上げられていた。


　小こ柄がらとはいえ、人ひとりの身体を片腕で持ち上げ、鬼は嗤う。


〝──なれば、無念は晴れぬぞや〟


　泣き笑いのような思念で、三み度たび、嗤う。


「穂波っ！」


　それを耳にした瞬しゆん間かん。


　いつきの身体は、勝手に動いた。


　恐おそれも怯おびえも飲み込み、すり足が弧こを描えがく。太ふと股ももと腰こしが螺ら旋せんにねじれ、肩かた、二の腕、手首とベクトルが伝わっていく。再現される型は未いまだに稚ち拙せつな代しろ物ものだったが、それゆえに必死の気き迫はくがこもってもいた。


　すなわち。


　隻せき蓮れんに教わった三つの型のひとつ──崩ほう拳けん。


「ああああああっ！」


　全ぜん霊れいを込こめた拳こぶしが、鬼おにの鳩尾みぞおちへと突き刺ささる。


　遅おそかった。


　穂波を離はなした手が、ぐるりと廻めぐったのだ。いつきよりも遥はるかに速く、いつきよりも遥かに巧たくみに、その指が少年の手首をとらえる。


〝──祭りは、まだ終わらぬか〟


　そのまま、ひねられる。


　一瞬で骨まで握にぎりつぶしそうな剛ごう力りき。手首から肩までを万力で挽ひきつぶすような激痛が、いつきを硬こう直ちよくさせた。


　ゆえに、少年の精せい一いつ杯ぱいの反はん攻こうも、数秒の時間稼かせぎとしかならぬ。


　しかし──数秒で十分だった。


「こちらを向け、鬼」


　低い声こわ音ねが、囁ささやかれた。


　同時、鬼の顔にぶつけられたのは、清められた塩と紙。神しん道とうにて、幣ぬさと呼ばれる触媒カタリスト。


「たかあまはらにかみづまります、すめかみたち、いあらはしたまふ──」


　ごっ──！


　不可視の圧力が、鬼の身体をひしいだ。


　座したままの葛城鈴香の呪じゆ力りよく──〈禊みそぎ〉の結界が、鬼を直ちよく撃げきしたのだ。妖よう物ぶつにしてみれば、鉄の壁かべに殴なぐられたにも等しい。


「あ……っ！」


　取り落とされ、畳たたみに転がったいつきが、惨さん状じように息を飲んだ。


　実際、その呪力で、鬼の左半身はひしゃげたのだ。


　襟えり元もとからのぞいた鎖さ骨こつ、肋あばら骨ぼね、左手の手首までが無残に潰つぶれていた。ぐずぐずになった肉と装しよう束ぞくとが入り混じり、服と肉の区別もつかなくなっていた。


　血は、出なかった。


　四度、鬼が嗤う。


　仮面の顔が光の加減で泣いたようにも見え、たおやかな右手から、ごきりと爪つめが伸のびた。





〝──祭りは、まだ終わらぬか〟





　爪は、見えない壁に突つき立てられる。


〈禊ぎ〉の結界を、力任せに砕くだこうとしているのだ。


　ぎちぎちと、軋きしみが聞こえるようだった。いつきの右目には、たわむ様子さえ見て取れた。強きよう烈れつな呪力によって、無理矢理に場がねじまげられる。ほとんど物質的なまでの、禍まが々まがしい呪力の集中。


「終わらんよ」


　老女の声と同時に──突とつ然ぜん、鬼がのけぞったのだ。


　不思議そうに、仮面が胸むな元もとを見る。


　その胸に、一本の細長い矢が突き刺さっていた。ヤドリギにあらず、和弓用にあつらえられた桃ももの木の矢であった。


　さらに、鬼の胸板へ新たな矢が突きたった。


「滅ほろべ」


　それまで老女の隣となりで沈ちん黙もくを守っていた従者──青年が、呟つぶやいた。


　この青年が、床とこの間に据すえてあった弓を取り、鬼を射い抜ぬいたのである。さらに細腕が矢をつがえ、強く弦つるを引く。


　鬼が吼ほえる。矢を迎むかえ撃うたんと、無事だった右手の袖そでが持ち上げられる。


　そこに、もうひとつ奇き禍かが生じた。


　座ざ敷しきの奥の襖ふすまから──畳の上を、五つの淡あわい色がひた走ったのだ。


　黄、黒、赤、青、白。


　小さな、獣けものと見えた。


「天に次つく玉たま。地に次玉。人に次やどる玉たま──！」


　新たな声が、それらの獣に命をくだす。


「御末を請うけ信ずれば、天てん狐こ地狐空狐赤狐白狐。稲荷いなりの八霊れい、五狐の神──稲荷秘文慎つつしみ白もうす！」


　鬼を──まるで鬼ごっこでもするように取り囲み、五つの獣がごうと鳴く。


　すると、鬼の動きが固まった。五つの光が、正確な五ご芒ぼう星せいの紋もん様ようを描えがいていたと、いつきの右目だけは見み抜ぬいた。


　そして、獣の姿も。


　細長い形をした、獣であった。狐というよりもオコジョかなにかに近かった。わずかに毛皮の色が違ちがい、チイチイと啼なきわめいている。


「まさか……くだぎつね?!」


　おさきとも、にんことも呼ばれる、一種の霊れい獣じゆうだ。使い魔アガシオンとしては低級に位置し、それゆえに未熟な腕のものでも、多数と契けい約やくすることができる。


（だけど、このくだぎつねを使うのって……！）


　いつきが驚きよう愕がくするよりも、鬼が震ふるえる方が早かった。


　続く矢が放たれたのだ。


　二本や三本ではなかった。


　驟しゆう雨うのごとく、何十本と荒あれ狂くるったのだ。


　腕と言わず、足と言わず、腹と言わず、胸と言わず──鬼のありとあらゆる部位を、ありえない数の矢が穿うがっていく。あまりの数の矢に埋うめ尽つくされ、刺さされた鬼の姿の方が見えなくなるほどであった。





〝──なれば、無念は晴れぬぞや〟





　その声を終わりとして、唐とう突とつに鬼の姿が消えた。


　少し遅おくれて、無数の矢も最初の二本を残し、ことごとくが風と同化していった。


「幻まぼろしの……矢？」


「鳴めい弦げんです。鬼なれば、清らな音にも穿たれましょう」


　弓矢を持った青年は、ごく当然のようにそれだけを告げ、頭を下げた。


　鳴弦とは、弦に矢をつがえず、弦の音だけで妖よう魔まの類たぐいを射い竦すくめるという呪じゆ法ほうであった。確かに、鬼に対するにはうってつけの矢ヽともいえる。


「どうにか、凌しのいだな」


　老女も呟いて、軽く肩かたをすくめた。


　それから、背後を振ふり向く。


「──お前の呪じゆ符ふ、それなりには効いていたようだ。動きが鈍にぶかった」


「それは重ちよう畳じよう。高い金を払はらって取り寄せた甲か斐いがあったね。ま、俺の金じゃなくて、葛城家の金だけどさ」


　大おお仰ぎように一礼し、背後の人ひと影かげはへらへらと笑ってみせた。


　ふたりの男が、襖の後ろに立っていたのだ。


　ひとりは、巨きよ漢かん・紫藤辰巳。


　今の鬼との戦いを見たためか、穏おん和わな表情は厳しく引き締しめられている。二メートル近い巨体は、襖に収まりきらず、鴨かも居いをくぐるため膝ひざから大きく曲げていた。


　そして、その隣となりで一礼したもうひとりの若者は──。


「……石動いするぎ、圭けい……！」


　穂波といつきとが、大きく目を見開いた。


「いよう、〈アストラル〉の皆みな様さま方」


　若者は──四ヶ月ほど前、〈アストラル〉と争ったはぐれ陰おん陽みよう師じ──猫屋敷蓮の弟おとうと弟で子しにあたる、石動圭だったのだ。


　もう一度、圭は、軽けい薄はくに唇くちびるをつりあげた。


　さきほど放たれたくだぎつねたちが、その足元で、チイチイと鳴き声をあげていた。


「にゃあ」


　呼応するように、いつきの足元でも白虎が鳴いたのだった。
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　『間章』




　天空からの眺ながめは、爽そう快かいだった。


　眼下、壮そう大だいな山の列が、みるみるうちに流れていく。


　パキスタン・インド・チベットを切り分ける、偉い大だいなる自然の国境──ヒマラヤ山脈だった。


　千年来、人を寄せつけず、神とも悪あく魔まとも恐おそれられた氷の山々が、この高みではわずか一時間ほどで横断されてしまう。


　その光景を窓から見下ろし、


「……速いこと」


　と、アディリシアは呟つぶやいた。


　イギリスはエジンバラの空港から乗った、このジェット旅客機のことだ。


　どんな魔法をもってしても、これだけの速度はつくりだせない。音速はおろか、百キロを超こえるのだって難しいだろう。それだって、風や翼つばさに特化した魔法使いが、ほかのすべてを犠ぎ牲せいにしてやっと出せるかどうかという速度だ。


　だからこそ、魔法は滅ほろびた学問なのだ。


　科学という汎はん用よう化された体系を前に、稀まれなる血筋と才能に頼たよりすぎた魔術が敗北することは、ある意味当然の帰結でもあったろう。


　いわば、敗北の歴史を前にして、アディリシア・レン・メイザースは従容とエグゼクティブクラスの広い椅い子すにもたれた。


　歴史と、自分自身の敗北とは関係ない。


　そう言うように。


　なによりも今は、科学のつくりだすその速度が必要だった。日本まで最短ルートをとっても八時間。その八時間こそが、事態の分ぶん水すい嶺れいになるかもしれないのだから。


「…………」


　いつのまにか、止めていた息をゆっくりと吐はく。


　ここで焦あせっても仕方がない。


　分かっているのに、ついやきもきしてしまう。


　もどかしい。本当に魔法が万ばん能のうなら──あの少年のもとまで飛んでいけるようであれば──こんな苦しみなどかき消えるのに。


（……馬ば鹿かな考え）


　自分でも、そう思う。


　どうしてこう、あの少年のことになると、想像が飛ひ躍やくしてしまうのか。その理由に思いを馳はせて、アディリシアは心臓が高鳴るのを感じた。


　胸を押さえ、大切な大切な宝石を守るように、少女はしばらく動かなかった。


「何？」


　ふ、とその顔があがる。


　スチュワーデスのひとりが、少女の耳元へ唇を寄せたのだ。


「ミス・メイザース。日本からお電話が入ってます」


「つないで」


　わずか一秒。すでにいつもの様子で指示をくだし、手元の受話器を取り上げた。


「──もしもし」


　流りゆう暢ちような日本語で話しかける。


　すぐ、その美しい眉まゆがひそまった。


「あなたは……？」


『できたら、正体は詮せん索さくしないでほしいな。──あえていえば、そう、足長おじさんといったところだ』


　ボイスチェンジャーを通したものか、甲かん高だかい声が鼓こ膜まくを叩たたいたのだ。


　おそらく魔術的な対策も取っているのだろう。意識を集中して、魔神での識別もやってみたが、男の声か女の声かさえ判然としなかった。


　その声が、問うた。


『今、君──アディリシア・レン・メイザースは〈アストラル〉への援えん護ごのために、日本へ向かっている。そういう認にん識しきで間ま違ちがえてないかな？』


「何を、言いたいんです？」


　居住まいをただし、アディリシアは訊きき返す。


『分かっているだろう。こういう電話がかかることも、それなりの確率では予想していたんじゃないかな』


　と、足長おじさんを名乗るふざけた声が言う。


『今や〈アストラル〉は、あらゆる魔術結社にとって焦しよう眉びの対象になっている』


「…………」


　アディリシアは、沈ちん黙もくした。


『今回、葛城家に接近したのをきっかけに、かなりの数の結社が目を配っているぞ。十や二十じゃきくまいさ。──それはもちろん、〈ゲーティア〉の変化も含ふくめてね』


　そう。


　アディリシアも分かっていたことだ。


　この数十年無変化だったともいえる魔術界が、今、大きく揺ゆらぎつつある。それも、極東の小さな一結社によって。


　そして、そこに自分が関かかわる以上、揺れは自然と大きくなる。


　良くも悪くも、アディリシア・レン・メイザースと〈ゲーティア〉とは、それだけの意味を持った存在なのだ。


　分かっていて、アディリシアは関わった。


　いや。


　関わらされた。


「…………」


　一度は、成り行きだった。


　魔ま法ほうになってしまった父を──父の残ざん骸がいを滅ほろぼすべく渡わたった日本で、アディリシアは否いや応おうもなく〈アストラル〉と協力せざるを得なくなった。


　あれは不可抗力だったし、あの時点では〈アストラル〉への注目も、大したことはなかったはずだ。


　だが、二度目と三度目は決定的である。


〈竜りゆう〉。


　布ふ留る部べ市を覆おおった現象生物と、その調ちよう伏ぶく。


　そして、アスモダイ。


　七十二の魔神の中でも、至上とされる四柱の支配。


　その両方に、〈アストラル〉と伊庭いつきは介かい入にゆうした。


　特にアスモダイは──ある意味で〈竜〉以上の意味があった。


〈ゲーティア〉のお家騒そう動どうに、〈アストラル〉を巻き込んでしまったのだ。


　あのゆえに、〈協会〉でもトップクラスに位置する〈ゲーティア〉が、〈アストラル〉へ支し援えんを求めたという図式が出来あがってしまった。それはつまり、今の〈アストラル〉に〈ゲーティア〉と同等の何かがあると、世界に告知してしまうことになる。


　だからこそ、あの事件に対し、アディリシアは自分ひとりで解決することを望み──望みながら、ついにかなわなかった。


　あの少年を関わらせてしまった、自分。


　いいや。


　分かって、関わらせてしまったのだ。魔法使いである自分が、私情に負けて、あの少年を介入させてしまったのである。


　なら、と思う。


（だったら、最後まで責任を持つのが……礼れい儀ぎというものでしょう？）


　そんな言い訳をしながら、アディリシアは密ひそかに誓ちかった。


　魔法使いとしてではない。


　それは、少女としての誓い。


　ごく平へい凡ぼんな、当たり前で弱々しい──だからこそ何物にも代え難がたい、少女の誓いだった。


『どうかしたかな？』


「口にするようなことではありませんわ。──それより、そんなことを確認して、あなたは何を得ようというのです？」


『いやいやいや』


　声は、あわてたふりで否定する。


『勘かん違ちがいしてもらっちゃ困る。足長おじさんと言ったろう。今回のは、極きわめて純じゆん粋すいな助言だよ。助言という言い方が気に食わなければ、そう、情報のリークと考えて欲しい。もちろん、こちらへの報酬リベートなんか要求しない』


「タダより高いものはない──というのは、どの国の言葉だったかしら」


『手厳しいな』


　足長おじさんの声が苦く笑しようする。


　そうしても、まるで年ねん齢れいや背景は感じさせなかった。おそらくは、専門の訓練を受けた結果だろう。正体を隠かくし、交渉ネゴシエートする、裏社会の能力。


　潜ひそめた声で、


『葛かつら城ぎの祭りについて、いくらか情報を流そう』


　と、相手は囁ささやいたのだ。


　アディリシアの、黄金きんの睫まつ毛げが震ふるえた。


「つまり、カツラギの裏事情というわけですの？」


『そうなるかな』


　確かに今、喉のどから手が出るほど欲しい情報ではあった。日本の結社は、秘密主義な傾けい向こうが強く、〈協会〉でも表面的な情報しかつかんでいない。まして、葛城家ほど警護の堅かたい結社であれば、その裏事情は万金にも値あたいする情報といえる。


「あなた──どうして」


『何度も言わせないでほしいな。あえていえば、こちらとしても丸く解決してもらえるのがありがたいからだ。……どうする？　聞くか？　やめとくか？』


「──聞きましょう」


　アディリシアは、静かに選せん択たくを告げたのだった。





　話は、五分で終わった。





　噓うそ偽いつわりがなければ、相手の情報は文字通り、黄金にも等しい価値があった。


　だからこそ。


　最後に、アディリシアはカマをかけてみた。


「──それでいいのかしら、足長おじさん。いいえ、〈螺旋なる蛇オピオン〉と呼んだ方がいいかしら？」


　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくがあった。


『……さて、ね』


　そう残して、電話が切れたのである。


「ふう……」


　椅い子すにもたれる。柔やわらかな背もたれに沈しずみ、心を休ませようとする。なかなか、うまくいかなかった。


　その背後から、声がかかった。


「アディリシアさま」


　ダフネである。


　耳にはヘッドフォンがかかっている。電話の内容を聞いておくよう、事前に指示してあったためだ。


「今の電話。本当に、〈螺旋なる蛇オピオン〉だったと思いますか？」


「分かりませんわ。試ためしに言ってみただけですもの。……ただ、思った以上に、事情がからんでますわね。どうして私がいない間に、こうも事態をややこしくするのかしら」


　アディリシアが、窓を見下ろす。


　いつのまにか、眼下は、白い雲に閉ざされていた。


　それはそれで美しい光景だったが、心はまるで休まらなかった。ただひたすら、いまだに日本に着けぬもどかしさだけが、少女の胸に渦うず巻まいていた。


「……どうか、私が着くまで」


　祈いのるように、少女は呟つぶやいた。





　目には見えぬ、絶望的なほど激しい嵐あらしが──アディリシアの瞳ひとみには、はっきりと映っていたのだった。




第３章　魔法使いの守り人









大江山の鬼……京都府・大江山の「鬼ヶ島」では酒呑童子という鬼神が多くの鬼族を集め、近隣他国に出没し、美女や財宝を奪い、人を喰い世に恐れられていた。源頼光は山伏に扮し神授を得て、神便鬼毒酒で酒呑童子や鬼どもを退治する。大江山には現在も「鬼の洞」「鬼の窟」があり「血染川」と言った恐ろしい地名も残っている。




　　　　１




　夢を、見ていた。


　数年前の、夢だ。


　何度も何度も思い出す、魂たましいのひだにまで染しみついた夢だ。


　辰たつ巳みは、その頃ころから、大きな身体からだを持て余していた。


　すでに百八十センチを突とつ破ぱした身体は、たいていの大人よりひとまわり以上大きく──鍛きたえあげられた筋骨のこともあり、奇き異いの目で見られることがほとんどだった。


　守もり人として、期待されていたともいえる。


　葛かつら城ぎの後こう継けい者しやを護まもるその使命は、縁えん者じやだからといって、誰だれにでも与あたえられるものではない。


　辰巳も──嫌いやではなかった。


　厳しい修行は、自分の身体を知っていくことでもあった。並外れた巨きよ体たいを制せい御ぎよし、指の一本一本にまで神経を研とぎすませていく行こう為いは、少なくとも退たい屈くつな学校の授業などよりは、よほど面おも白しろかったのだ。





　そして、あの日が来た。





「……だけど！」


　と、声が聞こえる。


　自分の声だ。


　なんて大きな、虚うつろな声だろう。


「だけど！　そんなことに何の意味がある！」


　吼ほえた。


　すでに百八十センチを超こえた身体で、熊くまのように、獅し子しのように吼えた。


　暴れて、狂くるって、もがいて──当時の辰巳に振ふるえる、あらゆる「力」を駆く使しして。





　だけど、失った。





　守らなきゃいけなかったものを。


　守らなければ、意味がなかったものを。


　この巨大な身体を何にも活いかせなくて、活かすことが出来なくて、紫し藤とう辰巳は大事なものを失ったのだ。


　だから、だろう。


　あの少年が、眩まぶしく見えたのは。


　あんなちっぽけな身体で、呪じゆ力りよくひとつでのたうちまわって、それでもあの鬼に立ち向かおうとしていた──あの少年が。





　　　＊





「──辰巳さん、辰巳さん？」


　肩かたが、揺ゆさぶられた。


　寝ね汗あせをかいていたらしく、首元にべったり濡ぬれた感かん触しよくがあった。ごわごわとした毛布の下で、ゆっくりと呼吸して、巨大な肺に空気を取り入れる。


　朝の、清せい冽れつすぎる空気。


　薄うすく瞼まぶたを開くと、のぞきこむ影かげが見えた。


（香……？）


　……一いつ瞬しゆんだけ、昔の誰かとだぶった。


　ずっと小さくて、ずっとはかなげな誰かと。


　だけど、思い出ははかなく、現実の認にん識しきに打ち破られる。


　そもそも、あの少女とこの少年では、どうやっても見み間ま違ちがえようもない。……そんなのは、ただの願望にすぎないだろう。


「辰巳さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　ずっとうなされてましたよ」


　心配そうに、伊い庭ばいつきが問いかけてきたのだ。


　黒目がちな左目が、まっすぐに巨漢を映している。


　本当に案じてくれているのだと、誰が見ても分かる表情だった。


　なるほど、第一印象は間違えていなかったと辰巳は納なつ得とくする。これは魔ま法ほう使つかいの業界からかけ離はなれた、あまりに善良すぎる一いつ般ぱん人じんの典型だ。


「おお」


　だから、妙みようにすまない気持ちになって、巨漢も苦く笑しようした。がりがりと頭を搔かき、拝む形にごつい片手をあげる。


「いや、悪い。たまに悪い夢を見るもんでな」


（……ここに戻もどってきたからってのも、あるんだろうな）


　と、これは胸の内で付け加える。


「あいつらは？　ほれ、石動いするぎ圭けいと、穂ほ波なみって子」


「穂波はもう起きてるみたいで、なんかいろいろ準備してます。石動さんは分からない」


「そうか」


　身を起こし、辰巳は周囲を見回した。


　座ざ敷しきであった。


　障子からは、朝の光が斜ななめに差し込んでいる。掃そう除じの行き届いた畳たたみには、これまた上質そうな布ふ団とんが並べられていた。


　辰巳はそれらを使わず、毛布だけをかぶって柱にもたれていたのだった。


「……昨夜は、ちっと大変だったな」


「まあ、ちょっと」


　いつきもまた、困った風に首元を撫なでる。


「ふうん。〈アストラル〉の社長ってのは、ああいうのも慣れてるのか？」


「いえ、そんな！」


「変なヤツだな」


　くつくつと辰巳が肩を揺すった。


　その笑えみを見ながら。


　少年は、昨夜のことを思い出していた。








　あの鬼の顕けん現げんから少し経たった、別の座敷でのことだった。


　葛城鈴すず香かと辰巳、そして従者の青年は、疲つかれを理由に退席している。


　外から見た以上に、広い屋や敷しきだった。ほかにも何人かの召めし使つかいと思おぼしい人間が出入りしていたが、一体全部でいくつの部屋があるのかは判然としない。


　ちなみに、部屋の中央では。


「…………」


「…………」


　圭と穂波とが、牽けん制せいの火花を散らしていた。


　いつきはともかく、穂波は圭への警けい戒かいを怠おこたってない。むしろ敵意満々で、火種ひとつ落ちれば、今にも魔術戦せん闘とうが始まりかねない勢いだった。


　アディリシアとよくやるようなそれとは違い、まるで水面下を這はうような、ひどく静かな戦いだったが──逆にそれが恐おそろしい。


「…………」


「…………」


「あ。あの」


　沈ちん黙もくに耐たえかねて、おそるおそる、いつきが訊きいてみた。


「さっきので……鬼は退治したの？」


「いいや、あの鬼なら使い魔アガシオンや」


　穂波がかぶりを振ふった。


「近くの瘴しよう気きを集めて実体化させてたんやろ。アディの魔神と基本は変わらへん。元を断たたへん限り、何度でも出てくる」


「……まあ、そういうこった。ここしばらく、葛城家はあの鬼おにに何度か襲しゆう撃げきを受けていてな。結果、ほかから術者を募つのるような事態に陥おちいってるわけ」


　これは、圭が注ちゆう釈しやくを加えた。


「あれだけの術者がいるなら、自分の家だけで十分な気もするけど」


「魔術特性からして、守るのには適しているがね」


　穂波の問いに、圭が片目をつむる。


「いかんせん、攻せめるのは難しい。そして、祭りが近づくにつれて、それらの術者も祭りに消しよう耗もうせざるを得なくなる。優勢でいられるのは、制限時間つきってわけだ」


「それで、あなたが鬼おに退たい治じに雇やとわれたいうわけ？」


「そんなところか」


　軽く、若者がうなずく。


「付け加えておくと、葛城の婆ばあさんに協力者を雇うよう言ったのも俺だ。残念ながら、あの鬼にひとりで敵かなう気はしないもんでね」


「え？　でも、さっきのは？」


　いつきが、瞬まばたきする。


　圭の術は、十分鬼に通用しているように見えた。


　くだぎつねを使った、鬼の呪じゆ縛ばく。穂波すら拒こばんだ葛城の結界の中で、あれほどの威い力りよくを発揮した術なら……


「ああ。あれはちょっとした小細工だ。俺が真っ向勝負したら、そのお嬢じようちゃんにも敵わないだろうさ」


　圭は、自じ嘲ちよう気味に唇くちびるを歪ゆがめる。


　すっと視線を滑すべらされ、穂波が舌打ちする。小さくため息をついて、横目半分にこう告げた。


「……色の、問題や」


「色？」


「要は、結界いうんは、世界を自分の色に染めるいうことや。やから、同じ系統の色なら、そんなに弱体化せえへん。石動圭は……そういう自分の術の色を、ある程度変えられるってことやろ。やから、結界にもあまり左右されへん」


「そういうせこい技わざは得意なんでね」


　へらへらと、もう一度、圭が唇をつりあげた。


（……そうか）


　いつきは、パズルのピースがはまるのを感じた。


　そういう技なら、魔ま法ほう使つかいとしての、本質的な『力』とは関係ない。


　魔法使いの『力』。


　──つまり、『血』だ。


　魔法使いの『力』とは、そのほとんどを血筋に依い存ぞんするのだ。


　葛城家も〈ゲーティア〉も──すべて、そういった血筋を守るためだけに生まれた、魔法使いの組織だ。


（……石動さんに、足りなかったもの）


　過去、石動圭の持っていた劣等感コンプレツクスを、いつきは認にん識しきしている。


　圭には、才能があった。


　しかし、魔術における才能とは、十ある素質のうち、十すべてを使えるようになるかもしれない──それだけのことなのだ。


　百ある素質のうち、二十使えるものにも勝てはしない。


　そして、その素養を決めるのが『血』だ。


　血筋によっては、十と百どころか、十と千、十と万の差だって不思議ではない。いかなる努力と才能をもってしても、この上限だけは覆くつがえせない。


　傍ぼう流りゆうも傍流に生まれついた魔法使いの、それは生まれる前からの宿命さだめ。


　だから、石動圭は、敬愛する師にこう呼ばれた。


　泥どろだと。


　何の役にも立たぬ、泥だと。


（……泥）


　いつきの背筋に、ぞくりと冷たいものが走った。


　この世界の摂せつ理り。


　魔道に足を踏ふみ込んだ以上、逃のがれようのない法則。


　そのゆえに、この若者は、以前〈アストラル〉と刃やいばを交えた。


　正確には、〈アストラル〉に所属する兄あに弟で子し・猫ねこ屋や敷しき蓮れんへ牙きばを剝むいた。


　本家に生まれつかなかった泥の自分が、それでも天才たる猫屋敷の黄金を汚よごせると、そう信じて戦い──


　そして、敗れたのだ。


　結果として、今の若者が何を考えているかは……分からない。


　そういう自分に納なつ得とくしているのか、それともいまだに憎にくんでいるのか。今の石動圭を、外から窺うかがうだけでは判断できなかった。


　ゆえに、その問いを避さけて、


「──さっきの、男の人は？」


　別の問いを、いつきは持ちかけようとした。


「あん？」


「あの……鬼おにに弓を射った人ですけど」


　鳴めい弦げんと言ったろうか。


　矢もつがえずに鬼を射た、葛城鈴香の従者。単に、葛城の術者というには、あまりに際きわだった腕うでの冴さえであった。あくまで右目で視みただけの判断だが、魔力強度と呪じゆ的てき技術でいえば、猫屋敷にも匹ひつ敵てきするかもしれない。


「ああ、あれは……」


　言いかけた圭が、急に反対側を振ふり返った。


　その視線の延長上で、からり、と襖ふすまが開いたのである。


「お」


「あ」


　ふたりとも──いや、話には参加してなかった穂波も含ふくめて、三人ともが目を剝いた。


　奥に、今話題となったばかりの青年が、正座していた。


　そのまま、すう、と青年の頭が下がったのである。


「橘たちばな弓ゆ鶴づると申します。お見知りおきを」


　そして、いつきの姿を見み据すえ、こう告げた。


「葛城みかん様の、守もり人をつとめております」


「みかんちゃん……の?!」


　守り人。


　確か辰巳が言っていた、当主の直系につけられるという、特別な護衛。みかんの姉にいるならば、みかんにもいておかしくなかろう。


　だが、この青年がわざわざやってきた理由は？


「俺が連れてきたんだ」


　背後から、のっそりと熊くまみたいな影かげが畳たたみに落ちた。


　辰巳である。


「こいつが、いつきたちにお願いがあるって言うもんでな」


「ええ。たってのお願いがあって、まかり越こしました」


「お願い？」


　急な展開に、いつきが目を回す。


　これまでの、葛城家であった事件だけでも、少年の許容量はパンクしかかっているのだ。これ以上複雑な人間模様になると、さすがに処理しきれない。


　が、青年の言葉はひどくシンプルだった。


「〈アストラル〉さまは、みかんさまを引き取るためにやってきたのですね？」


「ええ」


　これは、穂波が答えた。


　あわてていつきもうなずくと、青年──弓鶴は穏おだやかに続けた。


「どうしてです？」


「どうして……って」


「みかん様は、あの年としては優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいでしょう。香様の──いえ、葛城当主として考えるのでなければ、十分な才能です。ですが、葛城家を敵にまわしてでも確保したい魔法使いとは思えません」


　瞬しゆん間かん。


　かあっと、頭が熱くなった。


「みかんちゃんは、うちの社員です」


　いつきは、即そく答とうしていた。


　激しく、言葉を叩たたきつける。


「どうでもいいでしょう！　能力とか、葛城家とか、そんなの！　みかんちゃんが、みかんちゃんであることに比べたら、そんなのどれだけの意味があるっていうんです！」


「…………」


　圭は、そんな少年を、ひどく醒さめた目で見つめた。


　辰巳は、そんな少年を、どこか懐なつかしそうに見据えた。


　穂波は、そんな少年を、とても嬉うれしそうな眼まな差ざしで見上げた。


　そして、弓鶴は。


「あなたは……ただ、みかんさまがみかんさまでいるだけで、満足だと言うんですか」


「いけませんか」


　強く、少年が睨にらみつける。


　本当は、そうするだけで胸が爆ばく発はつしそうだった。他人と争うことは、この少年の性質ではない。ちょっと口くち喧げん嘩かするだけでも、後ろを向いて逃にげたくなってしまう。


　だけど、ここはどうしても、そうしなければならない時だった。


「いえ」


　と、弓鶴は否定した。


「お願いとは、そのことです」


「え？」


「どうか、その心こころ映ばえに頼たよらせてください」


　深々と、弓鶴の頭が、もう一度下がったのだ。


　言葉が終わっても、ずっとずっと、その頭はあがらなかった。額と畳が接着されたかのようでもあった。


　そんな屈くつ辱じよく的ともいえる体勢を──ずっとずっと弓鶴は崩くずさなかった。


「た、橘さん?!」


「今回の祭りさえつつがなく終われば、鈴香様も、みかん様を返すのに異存がないはずです。ですから、葛城家とは別に、ごく個人的に私からもお願いさせてほしい。……あの鬼おにを、どうか止めていただきたい。それをお願いしたくて、やってまいりました」








　そして、時間は朝の座ざ敷しきへ戻もどる。


「──あいつは、昔からみかんのことを気にしていたからな」


　辰巳が、ぼんやりと口にする。


「みかんちゃんの、ことを？」


「ああ」


　辰巳の言葉に、いつきは思う。


　あの青年──橘弓鶴の、みかんへの崇すう敬けいは疑いようがなかった。ああいう人間がいるのなら、この葛城家も、少女にとって厳しいだけの場所ではなかったのかもしれない。


　それとも、ああいう人間がいても、相そう殺さいできないほどの何かがあったのだろうか。


（…………）


　考えるいつきに、ふと、辰巳がこちらを振ふり向いた。


「〈アストラル〉では……みかんは、どう過ごしていたんだ？」


「どうって……」


　うまく言えなくて、いつきは一言だけで答えた。


「すごく、明るい子だったですよ」


　すると、辰巳は大きなまぶたをばちばちと開閉したのである。


「明るい、だって？」


「ええ、とても」


　何が意外だったのか分からないが、辰巳は目を丸くしたまま、しばらく微び動どうだにしなかった。


　それから、


「じゃあ……あいつのおかげだな」


　と、ため息をついたのだ。


「あいつって……？」


「猫屋敷って言ったっけか。〈アストラル〉にみかんを連れて行った陰おん陽みよう師じ」


「…………」


　いつきも、そう聞いていた。


　確か、三年前だ。


　猫屋敷蓮が家出していた葛城みかんと出会い、ひょんなことから少女を〈アストラル〉へと招いた事件。


　それがきっかけとなって、圭と猫屋敷とは反目することになった。


　だが、圭と猫屋敷の反目の経けい緯いは分かっても、結局、みかんが家出した理由については不明のままだったのだ。


　ただ、みかんがこう言っていたのだけを、覚えている。





『あのね……あたしも、お姉ちゃんがいるんだ』


　あのとき、みかんはどこか恥はずかしそうに、微び笑しようしていた。


『その……仲は悪くないと思うんだけど……いろいろあって。……それで……ちょっと用事で山に入ったとき……あたし、そのまま家出しちゃって……』





　そして、もうひとつ。


　ある神社で、審神者さにわをつとめることになったときの一言。


『あたし……〈アストラル〉なら……だいよーひんじゃないもん』





　一体、何があったんだろう。


　そして、この巨きよ人じんは、橘弓鶴は、石動圭は、葛城鈴香は、みかんちゃんは、猫屋敷さんは──いいや、ひいてはこの葛城の家は、何を抱かかえているんだろう。


　それが、気になった。


　気になったのとは別に、もうひとつのことにも少年は触ふれた。


「優やさしいんですね」


「は？」


　辰巳が、ぽかんと口を開いた。


「俺が、か？」


「だって、そんな風に気にしてくれていたんでしょう？」


「…………っ！」


　面おも白しろいぐらいに、岩みたいな顔が揺ゆれた。


　褒ほめられるのに慣れていないのか、ごほんと咳せき払ばらいをしつつ、かなりわざとらしく話題をすり替かえる。


「そ、そういえば……あれは、中国拳けん法ぽうか何かか？」


「あれ？」


「ほれ。昨日、鬼を殴なぐってたやつ。妙みような感じで、腰こしとか足とかぐるっと回ってたろ」


　何を言っているのか、やっと気がついた。


　無我夢中でほとんど覚えてなかったのだが、そういえば穂波をかばった際に、何かを使ったような気もする。


「あ。ああ……えっと、五行拳けんって聞いてます。ちゃんとした拳法じゃなくて……それ以前に覚える基き礎その基礎みたいなものだって」


「なるほど」


　少し考え込むように顎あごを押さえた後、辰巳は意外なことを言った。


「じゃあ、ちょっと試ためしてみようか」


「………………………………………………………………………………………………え？」


　数秒、何を聞いたか分からなかった。


　自分の概がい念ねんとあまりにかけ離はなれたことを聞くと、人間、それぐらいの間は思考停止してしまうものである。


「いや、だからよ」


　子供っぽく笑って、巨漢はくいくいと庭を指さした。


　そして、


「ちょっと、そこで手合わせしてみないか？」


　と、少年に申し込んだのだった。





　　　　２




　庭は、昨夕に鬼おにが顕けん現げんしたのと、同じ場所だった。


　砂じや利りと、岩だけでできた庭だ。


　広い。


　いくつか、大小の岩が置かれているだけなのに、不思議な美しさがある。無む為いの美とでもいおうか、最小限の手によって、庭全体がくっきりと浮うかび上がるような効果をもたらしているのだ。


　半はん端ぱな技術でできることではない。


　杉すぎの森から、遠く、川のせせらぎが聞こえた。かすかに混じっているのは、どうやら鳥の声だろうか。


　いつきと辰巳は、その中央で向かい合って、一メートルの距きよ離りを取っていた。


　学生服の上を脱ぬいで、辰巳はアンダーシャツ姿になっている。


　いつきも、似た感じのワイシャツである。


「その……どうやったらいいか分からないんですけれど……僕、教えてもらった型も三つしかないですし……」


　途と方ほうに暮れて、いつきは正直に告白した。


　隻せき蓮れんとはこういう試合──中国風に言えば散さん打だ──をしたことがなかった。半はん端ぱな試合は、実戦における緊きん張ちようを失わせるというのが、その理由だった。


　加えて、実のところ、いつきは人間をまともに殴ったことがないのである。


　数少ない経験は、ほぼすべてが化け物やら人外やらで占しめられている。考えてみると、それはそれで貴重な気もするが、少なくとも今回役に立ちそうにはない。


「いいよ。適当にやってみてくれ」


　と、辰巳が声をかけた。


「て、適当に？」


　そう言われても、手が動くものではなかった。


　辰巳の巨きよ体たいとなれば、どこからどう攻せめてよいかも分からない。難なん攻こう不落の要よう塞さいというか、反則だらけもいいところだ。いつきの背せ丈たけでは、顔面に手が届くかどうかだって怪あやしい。


「…………」


　そんな少年の様子を、巨漢は優しい目で見つめ、


「ほれ」


　足を、動かした。


　ぐるんと大きな円を描えがき、少年の膝ひざ小こ僧ぞうの裏を柔やわらかく叩たたいたのである。


「あっ」


　呻うめきとともに、いつきの身体からだが傾かたむく。


　その隙すきを縫ぬうように、辰巳が前進した。ゆるやかに掌しようがひねられ、真まっ直すぐに突つき出される。


　いつきは、ただ必死に、バランスを取ろうと右手をあげた。


　ご──っ！


　偶ぐう然ぜん、その右手が、辰巳の掌を受ける格好になった。


「──な？　できるだろ」


「っ?!」


　疑問を浮かべる間もなかった。


　受けられたままで、いつきの身体を強く押し、辰巳がくるりと回る。一いつ瞬しゆん、背中を見せる、後ろ回し蹴げりめいた挙動。


　いつきには、当たらなかった。


　押されたいつきの身体が、紙一重で蹴りをかわしていた。


「あ……」


　分かった。


　辰巳が誘ゆう導どうしているのだ。自分の攻こう撃げきを防ぼう御ぎよできるよう、あらかじめ少年の動きを操あやつっているのである。


（────っ！）


　びくん、と背中が震ふるえた。


　驚きよう愕がくが、身体を突き動かした。


　痛みはわずか。だが、その小さな刺し激げきが、いつきの背中を押していた。


　思考を閉じれば、身体は習い覚えた動きを自らなぞる。三体式の構えから半歩。ねじりあわせた両手から、降り落ちる右の手刀。


　劈へき拳けん！


　受けた掌から伝わる衝しよう撃げきに、辰巳が笑う。


　模も擬ぎとはいえ、戦っている人間とは思えない、柔にゆう和わな笑えみだった。


「すげえな」


　その笑みが、いつきの萎い縮しゆくを吹ふっ飛ばした。


　止まらず、足が前に出た。


　わざと辰巳が開けた隙に、拳こぶしを打ち込んでいく。申し合わせた演えん舞ぶのように、いつきと辰巳とがふたつの螺ら旋せんを刻む。


　凄すごいのは、辰巳の方だ。


　いつきに、余計なことを考えさせない。


　身体の求めるままに応じれば、それがひとつの技わざとなるよう完かん璧ぺきに誘導している。空手の師し範はんクラスだって、こうはいかないだろう。


　拳と掌。


　手刀と蹴り。


　時に、頭ず突つきや体当たり靠。


　野や蛮ばん極きわまりない動作なのに、まるで危なげない。だからこそ、いつきも伸のび伸びと身体を動かすことができる。


　やがて、ふたりの動きは、本格的なものになっていった。


　すでに、辰巳のリードはほとんどない。


　三つしかない型を、さまざまな形でいつきは応用していた。いいや、そもそも型の中に、さまざまな応用が内包されていたのである。いつきのやったことは、そのヴェールを剝はいでいく作業だった。


　ただの決まりごとだと思っていた、手のねじり。


　特に関係ないと思っていた、足さばき。


　そのねじりや足さばきが、少し見方を変えただけで、より高度な攻撃や防御へと変化する。こんな意味があったのかと、少年を驚愕させる。


　同時に、ひとつひとつの意味を、辰巳とともに解き明かしていく。


　ある意味で、初めて楽しいと思って、いつきは身体を動かしていた。


「……素す直なおだな」


　ぽつり、と辰巳がこぼした。


「え？」


「これだけ、素直についてくるやつも珍めずらしい」


　激しく動いているのに、息ひとつ切らしていない。かすかに肌はだが汗あせばんでいるぐらいだろうか。いかに真冬とはいえ、並はずれた体力だった。


　舞まうように、手足を交差させる。


　砂じや利りの上に、煙けむりが走る。


　見とれるほどの、鮮あざやかなすり足だった。百キロは軽く超こえるだろう体重を、微み塵じんも感じさせない。綿にも似た軽かろやかさで、辰巳の掌が螺旋をつくる。


　いつきが、受ける。


　ゆっくりとした動きなのに、骨まで痺しびれた。


　辰巳の足や拳が、自然と呪じゆ力りよくをも纏まとっているのが視みえた。


　いつきのようなか弱いそれではなく、あの鬼おににも匹ひつ敵てきしそうな、強大な呪力である。


「かぐらだよ」


　と、辰巳は口にした。


「か、ぐら？」


「神様が楽しむと書いて神楽かぐら。要は、お能とか琴こととかと同じで、神様に奉ほう納のうする芸能さ。武術もそのひとつでな。守り人候補には、たいてい仕込まれてるって寸法さ」


　神楽舞、神楽能──神楽と名のつく神秘は、いつきも知っている。あの弓の呪じゆ術じゆつ、鳴弦も、その一種であろう。みかんのような巫み女こや神主だけでなく、神しん道とうという魔ま術じゆつのカタチは多た岐きにわたるという、その例でもある。


　こういう魔法使いもいるという、そういうことだ。


　その神秘を体現しながら、辰巳は言葉を続ける。


「お前は……」


　訊ききかけて、こう言い直した。


「〈アストラル〉は……あの子を、みかんを守ってやってくれるのか？」


「どう。いう、ことです？」


　いつきは、呼吸を荒あらげながら訊く。


「俺は……一度負けたからな」


「負けた？」


「言葉通りだよ」


　少しだけ強い口調で言って、辰巳の手がかすんだ。


　巨きよ漢かんの技に、足技は少ない。最初の後ろ回し蹴げりぐらいだ。後はすべてすり足で、こちらの間合いを盗ぬすみ、思いがけない方向から、両の掌てのひらを打ってくる。たまに拳こぶしもあったが、七割方は掌だった。


　それも、神楽といった武術の特とく徴ちようらしかった。


「負けて、この家から出された。この鬼の件がなければ、帰ってこいとも言われなかったろう」


　何に、負けたんだろう。


　誰だれを、守りたかったんだろう。


「…………」


　でも、それ以上訊けなかった。


　互たがいに沈ちん黙もくしたまま、手と足と身体からだが交こう錯さくし、互いの熱だけが膨ふくらんでいった。


　言葉はないのに、別のものがふたりの間をつないでいた。


　──感情、と言えばいいか。


　辰巳の抱いだいている、もやもやとした何かが、熱になって伝わってきたのだ。


　無念。


　絶望。


　渇かつ望ぼう。


　悔くやしさ。


　狂くるおしさ。


（……ああ）


　どう言っても、少しずつ違ちがってしまいそうだった。所しよ詮せんは、巨漢の仕草から垣かい間ま見える熱情を、自分勝手に嚙かみ砕くだき、再解かい釈しやくしているにすぎない。


　だけど、それでも百万言を費ついやす以上に、ふたりは互いを理解していった。


　そういう触ふれあいもあるのかと、いつきは思う。


　心が静かなのに、肌が熱い。


　時間の流れが、とてもゆるやかだ。


　いつまでだって、こうしていられそうだった。


　いつまでだって、こうしていたいと、心の底から願った。


「こんなもんか」


　すうっと、辰巳の手が向こうから離はなれた。


「はあっ……はあっ……え？」


「もういいだろ。そろそろ四十分は経たってるからな」


「あ……そんなに」


　顔をあげ、いつきは自分の状態に目を丸くした。


　体中が、汗あせみずくになっていた。冬の最さ中なかだというのに、ワイシャツが汗で透すけてしまっている。


「見た目より体力あるんだな。──それに、お客もやってきた」


「にゃあ」


　辰巳の向いた方から、のんきな鳴き声が湧わいたのだ。


　白びやつ虎こである。


　そして、その白しろ猫ねこを抱いて、セーラー服の少女が朝ぼらけにたたずんでいた。


　杉すぎの森の青、猫の純白と栗くり色いろの髪かみが映はえて、どこか一いつ幅ぷくの絵のようだった。そのみずみずしい色合いの中でも、やはり蒼氷色の瞳アイスブルー・アイだけは特別だった。


「終わった？」


　穂波・高瀬・アンブラーが、そこにたたずんでいたのだった。


「あ……穂波」


　いつきが、名前を呼んだ。


「声、かけてくれてもよかったのに」


「やって、えらい楽しそうやったから」


　すねた風に、穂波は目を細める。


　すぐ、その表情が意地悪そうなほくそ笑えみに変わった。


「男同士で一生懸けん命めい。社長に、そういう趣しゆ味みがあったとは知らんかった」


「なっ──！」


　ぼっと、少年の顔が耳まで染まった。


「そ、そういうんじゃ！」


「はい、タオル」


　有無を言わさず、ぽす、と白いタオルをいつきの頭からかける。


　準備してあったらしく、そのままくしゃくしゃと頭をかき回された。ややきつめに圧あつ迫ぱくする少女の指が、思ったよりもずっと柔やわらかい。


　まるで、子犬みたいな撫なでられ方。


「わわわわわ」


「ほんま、手かかる」


　と、頭上で穂波が微び苦く笑しようした。


　同時に、いい香かおりがした。


　少女の指と、首元の香り。


　ハーブの残り香がと入り混じった、魔ま女じよの匂においである。いつきには快い香りだった。


　恥はずかしさとくすぐったさが一いつ緒しよくたになって、タオルの中で、ますますいつきの頰ほおが熱くなった。


「どない？　社長は、手て応ごたえあった？」


「おお。なかなかのもんだ」


　辰巳が、ごつい顎あごを上下させる。


「ふうん。隻蓮さんには、才能ないってあんなに太たい鼓こ判ばん押されたのに」


「ちょ、ちょっとぐらい、僕だって強くなるよ」


「あ」


「な、何？」


　口ごもったところへ、穂波が──なぜだか嬉うれしそうに──微笑ほほえんだのである。


「久しぶり。口答えされた」


「…………っ」


　その微笑を見て、いつきは何も言えなくなる。


　この少女には、どうしても頭があがらない。出会ったときからだ。ひょっとして、幼少の覚えてない頃ころのトラウマでもあるんじゃないだろうか。


「じ、自分で拭ふくよ」


　タオルを奪うばい取って、がしがしと拭きはじめたところで、


「で……社長さんの様子を見に来ただけじゃないんだろ？」


　辰巳が、問いただした。


　すると、急に穂波は真ま面じ目めな顔になった。


「──うん」


　そして、妙みように静かな声で、こう伝えたのである。





「鬼おにの本体の居場所、今、占うらない終わったって」




第４章　魔法使いと死せる丘









一条の鬼……源頼光は一条大宮に用事があったので家臣の渡辺綱を使者に使わした。その使いの帰途、綱が一条堀川の戻橋を渡ろうとした時二十歳くらいの美女に「夜が更けたので送っていただけませんか？」と声をかけられる。綱は女を馬に乗せたところ、女は鬼の姿になり綱を提げて西北へ飛び去ろうとした。綱は少しも動揺せず、名剣・鬚切を抜き、鬼の腕を切り落とした。綱は北野神社の回廊の屋根に落下し、鬼は愛宕山の方へ飛び去ったという。
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　招かれたのは、屋や敷しきの離はなれとなる土蔵だった。


　青銅と思おぼしい門を開くと、床ゆかはなく、剝むき出しの土が露あらわとなっている。代わりに、天てん井じようはやたらと高く、いつきの背せ丈たけの三倍近い位置に、梁はりが突つきだしていた。


「よう」


　手があがった。


　圭けいは、直接、土の上にあぐらをかいていたのだ。


　唇くちびるに、煙草たばこをくわえている。


　前には、風水で使われる羅ら盤ばんや筮ぜい竹ちくなど、占いの用具がひとそろい置いてあった。また、密教や修しゆ験げん道どうで使う護ご摩ま壇だん、神しん道とうは鏡占で使われる銅鏡などもある。


　統一性がありそうでなさそうなのが、ある意味、この若者らしい。


「鬼の場所が……分かったって聞いたけど」


　と、いつきは口を開いた。


「なんとかね」


　圭が、口元の煙草をまわす。


　護摩壇に、ゆらゆらと炎ほのおが燃えていた。


　赤く、ふるふると蠢うごめく炎。


　その赤さに横顔を照らされながら、圭はかすかに笑った。


「昨夕のアレが良かったな。追い詰つめるための手がかりが取れた。まだ、糸パスがつながってる」


　若者の指先が示したのは、護摩壇の前の、小さな布きれだった。


　鬼の衣ころもの、破は片へんである。


　ヤドリギの矢──穂ほ波なみが最初に放った魔ま術じゆつで、その部分だけが剝はく離りしたのを、圭は保存していたらしい。放ほうっておけば霧む散さんしてしまうものを、自分の呪じゆ力りよくによって固定したのである。


　いつきの右目にも、確かにあるかなしかの、細い呪力の糸が視みてとれた。


「戻もどり橋の鬼なら返せって迫せまってくるところだがな」


　一いち条じよう戻り橋。


　平安時代、渡わた辺なべの綱つなが、その橋で出会った鬼の右みぎ腕うでを斬きったという物語だ。ただし、その物語では右腕を斬られた鬼は、綱の乳う母ばに化けて舞まい戻り、右腕を奪うばい返している。


　圭の台詞せりふは、その伝説を揶や揄ゆしたものだった。


「理り屈くつはええ。結論を話してくれへん？」


　穂波が、冷たく切り捨てる。


「ちぇ」


　つまらなそうに舌打ちして、若者は肩かたをすくめる。


　そして、これはどこか愉たのしそうに、


「ちいっと面めん倒どうな場所にいるぜ」


　と、告げたのだ。


「どこなん？」


「雷いかずち」


　穂波と、辰たつ巳みの顔が強こわ張ばった。


「いかず、ち？」


　少し遅おくれて、いつきが首を傾かしげた。


　地名にしては、妙みような名前でもあった。


「細かい場所は……そうだな。少し待ちやがれ」


　言って、圭が着き崩くずしたジャケットから、五つの竹たけ筒づつを取りだした。


　その竹筒から、同じく五つの色がこぼれる。


　黄、黒、青、赤、白。


　燐りん光こうを纏まとう、細長い獣けもの──くだぎつね。


「謹ごん請じよう中央黄帝天狐土神御子


　謹請北方黒帝地狐水神御子


　謹請東方青帝空狐木神御子


　謹請南方赤帝赤狐火神御子


　謹請西方白帝白狐金神御子」


　圭が唱えると、五匹ひきのくだぎつねたちが圭をとりまき、それぞれ五ご芒ぼう星せいの頂点でちいちいと鳴きわめいたのである。


　だが、それ自体は魔術ではない。


「──痛っ」


　いつきの右目には、ただ膨ふくらんでいく圧力だけが視えた。


　呪力である。


　土蔵の中で、呪力の濃のう度どだけが、異常に上じよう昇しようしているのだ。


（……呪力、が？）


　いつきの視線に気づいたのか、圭が片かた眉まゆをあげた。


「俺の呪力じゃあ、まともにやっても術が働かないんでね。いろいろ小細工使って強化してるわけさ」


　と、言い訳するように口にする。


　護摩壇や羅盤、魔術系統が異なるものまで無理に動員したのは、自分の呪力を補うために他ほかならなかった。


「言っておくが、俺が普ふ通つうなんだぜ。たいていの魔法使いは地脈だとか触媒カタリストだとかの補助がないと、最低位の魔法だって発動できやしねえ」


　言いながら、護ご摩ま壇だんを見み据すえる視線は一いつ瞬しゆんたりとも逸そらさなかった。何十と組み替かえていく印も、指一本ずれはしない。


　ばかりか、極度の集中によって、額にうっすらと血管が盛り上がり──ついには、その顔色さえ青ざめていく。


　血筋を補うため、圭が会え得とくした技術。


　なのに、唇くちびるを歪ゆがめ、若者は嗤わらう。


「要するに……そこのお嬢じようちゃんとか、あの猫ねこ屋や敷しきとかは、生来の化け物ってこった」


「石動いするぎさん」


　いつきが──集中を妨さまたげない程度に低く──しかし、はっきりと名を読んだ。


「うちの社員の……悪口を言わないでください」


「はっ」


　愉たのしそうに、圭が鼻を鳴らす。


「らしい台詞せりふだな、若社長」


　そう告げて、若者の唇が、別の呪言を紡つむいだ。





「夜の守。日の守。大おおい成なる哉かな。賢けん成なる哉かな──稲荷秘文慎つつしみ白もうす！」





　ぱん、と柏かしわ手でが鳴った。


　その音とともに、鬼おにの衣が、黒い鳥に変じたのだ。


　いいや。


　よくよく見れば、それは奇き妙みような鳥であった。


　瞳ひとみは両方とも無く、漆しつ黒こくの翼つばさは左右非ひ対たい称しように歪んでいた。嘴くちばしはばねを思わせてねじくれ、羽ばたくたびに汚よごれた羽根が飛び散った。


「その鳥を追いな」


　と、圭はうつむいたまま呟つぶやいた。


「糸パスはつないだ。少なくとも、鬼の本体のすぐそばまではそいつが誘さそってくれるだろうさ」


　その言葉に、鳥は応こたえた。


　ぎいいっ！


　飛び立つ。


　しばらく蔵の天てん井じようを舞まっていたが、やがて妖よう鳥ちようの翼は、土蔵の扉とびらから空へと羽ばたいていったのだ。


「──やっぱり、東に……！」


　辰巳が呻うめき、次に少女が動いた。


「社長、あたし、先に行く！」


「あ、穂波！」


　いつきが止めるよりも、たてかけてあった箒ほうきを少女が握にぎる方が早かった。


　その箒にまたがり、穂波・高瀬・アンブラーもまた、葛かつら城ぎの山より飛び立ったのであった。





　　　＊





「…………」


　いつきたちの姿が消えた後、圭はゆっくりと頭かぶりを振ふった。


　地面に、座りこんだままである。護摩壇の炎ほのおは消えており、土蔵の中は薄うす暗ぐらい闇やみが張りつめていた。


「……ひい……」


　喉のどが震ふるえ、喘ぜん鳴めいを絞しぼり出す。


「────っ！」


　突とつ然ぜん、口元を覆おおう。


　何度か、背中が痙けい攣れんするように震えた。


　少しして……手を開くと、その内側が赤く染まっていた。


　返かやしの風だ。


　無理矢理に呪じゆ力りよくを高めたその反動が、圭の内臓を蝕むしばんでいたのである。


　もとより圭の身体からだは、過去の呪波汚お染せんによって、深く傷ついていた。


　猫屋敷と争った事件で、その呪力自体は洗せん浄じようされたものの──傷ついた身体が癒いやされるわけではない。本来、一年近くは療りよう養ようしなければならない状態なのだ。魔ま術じゆつの行使どころか、呪力に触ふれることだって、戒いましめなければならない身だった。


（…………）


　もちろん、分かってはいる。


　こういう無理が、そう続くものでもない。


　だが、分かっていても、石動圭が魔法使いであろうとすれば、こういうやり方しか考えられなかったのだ。


（俺が魔法使いをやめたら……何も残らねえものな）


　圭の唇が、無む惨ざんにつりあがった。


　赤い三日月に、どこか似ていた。


　その視線が、すうと土蔵の入り口へ向いた。


「……行きましたか？」


　と、落ちついた声がかかったのだ。


　それだけで、芯しんの通った立ち姿が想像できる、老女の声だった。


　葛かつら城ぎ鈴すず香か。


「ええ」


　何事も無かったように、圭が平然と答える。手の平をさりげなく和紙で拭ふいて、火の消えた護ご摩ま壇だんへ放ほうり投げる。


「あの方々、どうなると思います？」


「あの鬼とは、それなりにいい勝負するんじゃないですか」


　ぶっきらぼうに、圭は口にする。


「一応……やることはやっておきました。その後の、命のどうこうまでは俺の知ったこっちゃない」


「そうですか」


　うなずく気配の後、声はこう言った。


「今夜、あれが成功次し第だい、祭りを始めます」


「今夜？」


「ええ」


「じゃあ……あいつらは、祭りに立ち会うことさえないな」


　たとえ、鬼おにに打ち勝とうが。


　帰ってきたときには、すでに祭りは終わっているだろう。


　そして、そのことを、彼らは知ることさえない。


「分かっていたでしょう？」


　冷然と、声は聞き返した。


「まあ、一応な」


　長い髪かみを振って、こう続けた。


「さすがに疲つかれた。ちいっと休ませてもらいます」


「ご随ずい意いに。後、煙草たばこはおよしなさい。場が穢けがれます」


　気配が離はなれた。


　足音は聞こえなかったが、葛城鈴香はもうそこにいないのが感じられた。


「……ち。化け物めいてやがる」


　舌打ちして、圭は土蔵を出た。


　影かげも形も──どころか、老女は足あし跡あとさえ残していなかった。


「…………」


　そのまま、圭は、葛城の屋や敷しきを離れ、森の小こ径みちへと入った。


　杉すぎの森は、昼なお暗かった。


　瘴しよう気きが、陽光をも阻はばんでいるように思える。


　圭は、その小径をゆるゆると歩いていく。一足ごとに土が大きく沈しずみ、圭の靴くつをずぶずぶと飲み込んでいった。時折、沈んだ土が奇き怪かいな化け物の口をかたどった。


「……ふん」


　圭が、化け物の顔を踏ふみつぶす。


　ぐしゅ、と一いつ瞬しゆん果実を踏んだような感かん触しよくがあり、すぐ普ふ通つうの土に戻もどった。


　──呪波汚染。


　厳密には、汚染には届いていない。


　極度に濃のう密みつなこの山の呪力が、昨夕の鬼の余波を受けているのである。呪波汚染には届かないまでも、その余波によって、鋭するどい魔法使いが知覚できる程度には、さまざまな影えい響きようが生じていた。





　ＤＯＮ　ＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ





　どこかで、太たい鼓この音がした。


　祭りの準備だ。


　じきに、本格的な祭りが始まる。葛城の秘ひ儀ぎ。ある意味では、この祭りを目にできるだけでも、魔法使いとしての報ほう酬しゆうといえる。


　特に、圭のような輩やからならなおさら。


　途と中ちゆうで、若者の足がとまった。


　そびえたつ巨きよ木ぼくの根元に、小さな建物が隠かくれていたのだ。


　さきほど、圭が護摩壇を焚たいていた蔵と、基本的には変わらない。だが、窓はすべて固く閉じられ、扉とびらには厳重な鍵かぎがかけられていた。


　その窓の近くにもたれ、胸ポケットから新たな煙草を取り出す。


　一瞬、躊ちゆう躇ちよしてから、結局火をつけた。


　くしゃくしゃの、安物の煙草。


「……あいつら……行ったぜ」


　一人言のように、呟つぶやく。


　すると、煙草の煙けむりがかき消える前に、返事があった。


「圭お兄ちゃん……！」


　かぼそく、幼い声。


　それは──葛城みかんの声だったのだ。


「鬼おに退たい治じってことでな。案の定、あっさりと引き受けやがった。あそこのお人ひと好よしっぷりは変わってねえな」


　ひとつずつ、煙とともに吐はき出す。


「圭お兄ちゃんは……なんで……！」


　壁かべ越ごしにかすれた声が、冬の風にまぎれた。


　悲痛なそれを無視して、


「ひとつ、訊きいていいか」


　と、若者は持ちかけた。


　反応を待たず、


「お前は、姉を恨うらんだことはないのか？」


「…………」


　沈ちん黙もくがあった。


　圭は、煙草の煙を肺まで押し込めながら、森を見やった。


　よく見れば、小径に自分と異なる足跡があった。


（弓ゆ鶴づるのヤツかね……？）


　あの青年は、この葛城家では例外的にみかんに甘かった。こっそり差し入れに来ていてもおかしくはあるまい。


　思ったより、みかんが衰すい弱じやくしていないのもそのためだろうか。





　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＮ


　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＮ





　再び、太鼓の音。


　遠く、絶え間なく、揺ゆるぎなく。


　千年以上、ひょっとしたら二千年近く、ずっと続いてきた祭りの鼓こ動どう。


　まるで、この山自体が、どこかで心臓を高鳴らせているように、圭はイメージした。それだけの呪じゆ力りよくが、山の内側で張りつめているのである。自分があの土蔵で高めた呪力など、これに比べれば、ゴミのようなものだ。


　──葛城の、聖域。


　その意味を、圭は思い知る。


「恨んでなんか……ない」


　ふと、背中に声が砕くだけた。


「恨むのとか、そういうのは全然別だよ……。お姉ちゃんも、おばあちゃんも、辰巳お兄ちゃんも、弓鶴お兄ちゃんも……ううん、誰だれだって……誰を恨みたくもなかったはずだよ……。なのに、こうなったのは……」


　弱々しいけど、それははっきりした声だった。


　はっきりしたままに、少女はこう答えたのだ。


「あたしに……神様才能がいなかっただけだもん」


「そうか」


　言って、圭が壁かべから背中を離はなした。


　同時に、もうひとつのことを考えた。


　自分と、猫屋敷。


　ふたりの間で、才能も技術も大差ない。


　少なくとも、年月の間に、埋うめられる範はん囲いではあろう。


　だが、もうひとつの圧あつ倒とう的な壁がある。生まれたときから、いいや生まれる前からすでに決定していた壁。どれほどあがこうが、這はい上がることもできない絶ぜつ壁ぺき。





　──それを。


　　　血の違ちがいだと、俺は割り切れるのか？





「…………っ」


　唇くちびるを嚙かんだ。


　痛みと血の香かおりが、再び口中に広がった。


「でも、もう今夜、祭りが始まる……それで、全部精算だ」


　吐き出すように、圭は口にしたのだった。


　空を見上げた。


　杉すぎの葉を透すかして、雲が流れている。


　いつのまにか、その分厚い灰色に、太陽が閉ざされていた。いまや森に渦うず巻まくのは、濃のう密みつな瘴しよう気きと、それに倍する呪力の気配だけだった。


「雪が、降るかもしれねえな……」


　圭が呟つぶやいた。


　どこか苦々しげに。


　どこか焦こがれるように。





「……ここの祭りには……似合わねえな」





　　　　２




　飛鳥あすかと、呼ばれる土地がある。





　古代、いくつもの王朝が勃ぼつ興こうし、多くの内乱を引き起こした舞ぶ台たいだ。


　裏切って王となり、裏切られて屍しかばねとなる。そのたび、何百、何千という郎ろう党とうが王と屍に追従した。


　つまり。


　王が生まれるたび、何百、何千という死が積み重なったということだ。


　土地は恨うらみにむせび泣く。


　幾いく星せい霜そうとこびりついた怨おん念ねんは、それ自体が濃のう厚こうな『力』となる。方向性を持たず、ただ土地にしがみつく念の結けつ晶しよう。


　ゆえに、人は恨みを鎮しずめる手段を必要とした。


　そのひとつが、川である。


　恨みは土にこびりつくが、水に流れる。方向性ベクトルを与あたえられた『力』は、現実の物理法則にも似て、いつかその『力』を磨ま耗もうする。現代いまに伝わる、送り雛びなや精しよう霊りよう流ながしもそういった類たぐいである。





　──飛鳥川・雷いかずちの丘おか。





　雄ゆう略りやく天皇に命じられ、ある随ずい身しんが、雷らい神じんを捉とらえたとも伝えられる丘。


　それは、かつて水に流された恨みが、ついに流れ着いた場所だ。


　飛鳥川に流された屍はそこでとどまり、腐くさり果て、烏からすたちについばまれたという。


　死のさらに終着点。死すら死する、最後の墓所。京都に位置する鳥とり辺べ野のにも似た、死者にとっての最果ての地。


　いつきたちの追った妖よう鳥ちようが、ふっと姿を消したのもそこであった。


「……ここ、て……」


　いつきが、呻うめいた。


　ごく平へい凡ぼんな、丘きゆう陵りようと見える。


　こんもりとした雑木林をそなえた、高さ二十メートル足らずの小さな丘だった。すぐそばには細い川が流れ、低いせせらぎをたてている。


　それだけならば、ただの丘や川辺と変わるまい。


　実際、背後には、普ふ通つうの民家がいくつか建ちならび、昼下がりの田園風景を演出していた。寒さ厳しい、真冬の曇くもり空ではあっても、けして不ふ穏おんな情景ではない。


　なのに。


　少年の右目は……これまで以上の痛みを訴うつたえたのである。


「おお」


　隣となりで、辰巳が顔をしかめる。


「なんせ、ここは墓のない墓だからな……」


　もとより、飛鳥には墳ふん墓ぼが多い。


　地表に露ろ出しゆつしたものもあれば、いまだ発見されていない墳墓も無数に存在する。王の恨みや哀かなしみを鎮めるために、それだけ多くの墳墓を必要としたのだ。


　だが、この土地はそうではなかった。


　水に流され、恨みも忘れられ、無かったことにされた屍の地だ。


　いわば、いまだに祀まつられていない恨みの土地。たとえ長い年月によって衰すい弱じやくし、水の流れによって摩ま耗もうしようと、完全に消え去ることはない。どれほどに薄うすまっていこうと、「恨みのあった」というその呪じゆ的てき事実だけは、永遠に覆くつがえらない。


「でも、これじゃ……」


　いつきには、摩耗しているとさえ思えなかった。


　現に、右目を刺さす痛みはいや増している。


「……誰だれかが、眠ねむったはずの呪じゆ力りよくを呼び覚ましてるんやろ」


　空から、声が届いた。


　そこに、箒ほうきが浮ういていた。


　まだ昼下がりだが、オガム文字の刻まれた穂波の箒は、普通の人間には認にん識しきできない。その箒にまたがった穂波の姿も同じことだ。頭にかぶったとんがり帽ぼう子しと、手に握にぎった樫かしの木の杖つえも、その非認識を強化している。


　降り立った穂波が、厳しい顔で状じよう況きようを伝える。


「上から見たけど、丘全体が呪力に包まれてて、はっきりと見えへん」


「呪力、に？」


「うん。夜でもないのに、低位の呪波汚お染せんになりかけてる。いくらなんでも異常……社長、大だい丈じよう夫ぶ？」


　最後を、心配そうに少女が尋たずねた。


「あ……うん」


　弱々しく、微笑ほほえむ。


　普通ならば、少々気分が悪いぐらいですむかもしれない。実際、この一日で、だいぶ土地の違い和わ感かんにも慣れてきてはいた。


　だが今、いつきの瞳ひとみには、はっきりと映ったのである。


　川と丘から立ちのぼる、強きよう烈れつな怨念。


　それは単なる呪力ではなく──あるカタチをなして、凝こごったのだ。





　おおお。


　おおおお。


　くりるう。


　くりるうううううう。





　そんな声とともに、そのカタチが各所に盛り上がったのである。


　顔だった。


　ひとつやふたつではない。


　十や二十でも、四十や五十でもない。


　数百は数えようかという、おびただしい人間の顔である。


　男がいた。


　女がいた。


　子供がいた。


　老人がいた。


　指先ぐらいの小さな顔も、手まりぐらいの顔も、タイヤほどに大きな顔もあった。


　水の上に、土の上に、葉の上に、根の上に、枝の上に、石の表面に、木の樹皮に、それら無数の顔が浮き上がっていた。


　そして。


　その顔が、一いつ斉せいに泣く。





　くりるう。


　くりるう。


　くりるう。


　くりるうううううううううううううう。





　声が、伸のび上がる。


　声が声と抱だき合い、声が声とからみあい、声が声とひとつになり、声と声が不協和音を奏かなで、声と声が、声と声が、声とこえが、声とコえが、声とこエが、こえとこえが、声と声と、声とコエと、声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と声と──！


　反はん響きようする、怨おん念ねんの叫さけび。


　互たがいが互いを嘆なげき、互いが互いを哀しみ、互いが互いを貪むさぼらんとする叫び。


「……っあああああ」


　その凄すさまじい光景に、いつきが後ずさる。


　ざあっと、血の気が引く音が聞こえた。酸すっぱいものが喉のど元もとまでこみあがり、あまりの恐きよう怖ふに足元までがよじれた。


　倒たおれ込む。


　大きな手が、その背中を支えた。


「辰巳、さん」


「鬼おにの大元がどんな野や郎ろうかは分からないが、ちいっと趣しゆ味みは悪そうだな……」


　巨きよ漢かんが片目をつむる。


「視みえるんですか？」


「いいや。でも、なんとなく聞こえる」


　自分の耳たぶを、太い指がつまんだ。


　同時に。


　あるものを、いつきは視た。


「……あそこ！」


　指さす。


　その延長──すぐそばの川で、音が鳴った。


　今度は、辰巳にも、穂波にも視えた。


　それは、水面に立っていた。


　たゆたう白い衣ころも。


　しなやかな腕うで。


　女の能面。


　鬼。
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　あの、鬼であった。


　せせらぎの上、かすかな波は紋もんが広がるだけで、一向に鬼の爪つま先さきは沈しずまなかった。ひどく不自然な光景なのに、この鬼がやると、異様なほど自然に映った。


「俺が、やる」


　ずい、と辰巳が前に出た。


　距きよ離りは、およそ十メートル。川の深さも膝ひざぐらいと思おぼしい。この巨漢ならば、数歩で詰つめるだろう。


「あたしも」


　穂波が、小さくうなずいた。


「今度は、葛城の結界もあらへん。全力でやらせてもらう」


　マントから、ヤドリギの矢を指の間に挟はさむ。


　空気が、凝ぎよう結けつした。


　呪じゆ力りよくだけではない。


　そこに、殺気という成分が混入したのだ。


「──穂波」


　眼帯を押さえて、いつきは問いかける。


「大だい丈じよう夫ぶ」


　と、少女が自信満々に微び笑しようした。


「大丈夫やから、社長は見てて」


　でも、いつきは見た。


　普ふ段だん、ずっと強がっている少女の瞳ひとみに、かすかな翳かげりがよぎったのを。


　その拳こぶしが、震ふるえているのを。


「穂波」





　くりるう。





　百の顔が、泣いた。


　鬼が、飛んだ。


　白い衣が、風圧にわななく。


　ほとんど地面と水平に、鬼は迅じん雷らいのごとく滑かつ空くうする。


「我は乞うハイル！　森の女神ナンセルよ」


　刹せつ那な。


　穂波は、箒ほうき片手に空中に飛び上がりながら、ヤドリギの矢を放った。


　その矢は、鬼の右側へ大きく逸それた。


　だが、それが単に外れたのではない証しよう拠こに、鬼の足に急制動がかかったのだ。


「美しきディオネよ」


　さらにひとつ、ヤドリギを鬼の左側へ放つ。
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　鬼が言う。


　少女の行動に何かを悟さとったか、今度はその穂波を迎げい撃げきするべく、跳ちよう躍やくのため、大きく膝を折りたたんだ。


「……と、こっちも忘れないでほしいな」


　その前に、巨きよ体たいが割り込んだ。


　辰巳。


　反応した鬼のかぎ爪づめを、前進して肘ひじで止める。


　鈍どん重じゆうとも見える巨体は、あにはからんや、軽量級のボクサーとも紛まがう速度で回転した。


　時計方向に、鬼を六十度ほど回り込むフットワークだった。


（速い──?!）


　いつきが、絶句する。


　外から見ている、いつきの目でも追い切れない。


　昼に、自分と手合わせしたときとは、比べものにならない速度である。


　一体どれほど、この巨きよ漢かんは手加減していたのか。


　逆の手のかぎ爪も、頭を沈めてかわす。


　辰巳が迫せまる。


　手合い──超ちよう近きん距きよ離りでの戦せん闘とう。吐と息いきがかかるほどの距離で、辰巳の右の掌てのひらが、鬼の脇わき腹ばらへ叩たたき込まれた。


　どっ！


　鬼の肢し体たいが、くの字に折れた。


　すべての衝しよう撃げきが、内側へ叩き込まれたのだ。


　いつきが隻蓮より教えられた発はつ勁けいの、さらに高度に位置する技術だった。くわえて、神楽かぐらと呼んだ魔ま術じゆつとしての性質──つまり呪力の衝撃をも、鬼に百％近い効率で与あたえていた。


　よほどの悪あく霊りようでも、存在を失いかねない一撃。


　それでも、鬼は止まらなかった。


　ばかりか、
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　木でできているはずの仮面が、大きく口を開き、牙きばを現したのだ。


「──く！」


　辰巳の顔が、渋じゆう面めんに染まった。


　すり足で弧こを描えがきながら、後退する。


　死角をつき、重心移動もくわえて、一いつ瞬しゆんで大おお幅はばな距離を開く。古武術においては、縮地とも総そう称しようされる歩法。


　鬼の速度は、それを凌しのいだ。


　退いたとき、すでに鬼は目の前にいた。


　牙を剝むいた。


「この──！」


　止めようとした巨漢の手首を、鬼が握にぎった。


　ぎり、と骨が呻うめいた。


　信じがたい握あく力りよく。


　硬こう直ちよくした辰巳の胸むな板いたへ、鬼はその牙を突つき立てようとして──動きを止めた。


「牧神ファウニよ」


　また、ひとつ。


　今度は、鬼の前方へ、ヤドリギが撃うちこまれていたのだ。


（……これで！）


　空中の穂波は、勝利を確信する。


　前の戦いで、戦力比ひ較かくは終わっていた。


　鬼の速力からして、単にヤドリギを投射しただけでは当たらず、また一撃で消しよう滅めつさせることは難しい。


　ならば、複数のヤドリギをもって、陣じんをつくる。


　速度に勝まさる鬼を、より広こう範はん囲いの陣をもって、追いつめる。


「角ある神カルヌーンよ！」


　最後のヤドリギを、投とう擲てきした。


　四つのヤドリギ──ケルトの四神が形作るのは、力の円えん錐すい。


　少女のかぶったとんがり帽ぼう子しとも同じ象徴シンボルを──魔術的に照応させることで、鬼を縛しばらんとする！





「力の円錐のもと、白はく亜あの神しん殿でんにならいて、我は乞こう！　災いの火種を地に縛りつけ、昼と夜の狭はざ間ままでその腕うでの中に抱だき留とめたまえ！」





　四本のヤドリギから、みるみる蔓つるが伸のびた。


　その蔓が、それぞれ鬼の四し肢しを縛りつけ、大地に組み伏ふせたのだ。


「──やった?!」


　いつきが歓かん声せいをあげる。


　蔓の呪じゆ縛ばくが、鬼の本質まで食い入っているのを、少年の右目は捉とらえた。単なる腕わん力りよくではなく、魔術的に縛っている以上、その呪縛は容易に解けはしない。


　辰巳と穂波の様子からも、一瞬、緊きん張ちようがゆるんだ。


　だが。


　奇き異いは、それにとどまらなかった。


「……痛っ！」


　いつきの右目がいまだ痛みを減じず、ある方向への示し唆さを命じたのだ。


　少年が振ふり向いた場所で、ゆっくりと、何かが浮うき上がった。





　ほう、ほうと。





　ほう、ほう、と中空に生まれる仮面。


　女の能面──深ふか井い。


　たゆたう袖そで。


　何人も何人も、いつきたちの周囲へ、鬼おにが出現したのである。
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　鬼が、一いつ斉せいに言った。


　ぐらり、と丘おか全体が揺ゆれたように感じた。


「なん、で──」


　いつきが、息を飲む。


「所しよ詮せん、使い魔アガシオンの一匹ぴきいうこと？」


　穂波も、唇くちびるを嚙かんだ。


　その横顔が、薄うすく青ざめていた。


　さきほどの大だい魔ま術じゆつで、かなりの体力と呪じゆ力りよくを消しよう耗もうしていた。葛城の結界がないとはいえ、敵対的な土地で魔術を行使するには、相当な疲ひ労ろうを伴ともなう。


　まして、自然を媒ばい体たいとするケルト魔術ならば、なおさらだった。


「きりが、あらへん……！」


　ヤドリギの矢で牽けん制せいしながら、穂波が叫さけぶ。


　この少女らしくもない弱音だったが、それだけに真実の重みがあった。


　その重みが、いつきのためらいも振り払はらわせた。


「…………」


　眼帯を、押さえる。


　怖おそれを抑おさえる。嚙み合わない歯を、無理矢理嚙み潰つぶす。痛いほどに眼帯を握り、手の平を透かして、見る。


　見る。


　視みる。


　鬼の群れを。


　激痛を呼び起こす呪力の中に──規則性を。


「……穂波」


　と、呼んだ。


「え、社長……？」


　その声の響ひびきに、少女が中空から見下ろした。


「あそこ」


　少年は、視線だけで指し示す。


「多分……あそこなら、まだ突とつ破ぱできる」


　鬼たちの右脇わきに開いた、丘への小こ径みちだった。


　辰巳が、片かた眉まゆをあげた。


「視えるのか？」


「な、なんとなくですけど……呪力というか……圧力があそこだけ弱いから……」


　それも、以前なら分からなかっただろう。


　眼帯を取ったときならまだしも、取る前のいつきは呪力の強弱を視るだけが精せい一いつ杯ぱいだった。


　だが、今のいつきには、曖あい昧まいではあっても殺気を感じ取ることができた。それと同様にして、呪力の流れを右目以上に肌はだで感じることができたのだ。


「分かった」


　抑おさえた声で、穂波が肯こう定ていする。


「社長を信用する。あたしのヤドリギで牽制するから……そこを突破して」


「う、うん……」


　自信なげに、少年がうなずく。


「三秒、数えるね。……三」


　鬼の歩みとともに、数字がカウントされた。


　ゆるやかに近づいてくる圧迫プレツシヤー。数字も何も忘れて、背中を見せて逃にげ出したくなる。必死でそんな考えを振り払う。


「二」
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　鬼の思念。


　鈍にぶく輝かがやくかぎ爪づめと、無表情な能面。


「一──！」


　辰巳と穂波が、地上と空から、一直線に突とつ進しんする。


　瞬しゆん間かん。


「にゃあにゃあにゃあ！」


　それまで、いつきの足元でおとなしくしていた白しろ猫ねこが暴れはじめたのだ。


「──白びやつ虎こっ？」


　そのまま、ぱたぱたと川の方へ走っていく。


「ちょ、ちょっと待って！」


　追いかけたいつきが、川辺で振ふり返った。


　同時に、鬼たちも振り返った。





　くりるう





　百の顔も、振り返った。


　その向こうで、どっ、と轟ごう音おんが鳴った。


「な──っ?!」


　いつきが、息を止める。


　壁かべだった。


　青い壁が、凄すさまじい波を蹴け立たてて、視界の端はしから迫せまってくる。


　川の向こうから迫り来るそれは、文字通り鉄てつ砲ぽう水みずともいうべき、大たい砲ほうにも比ひ肩けんしうる水の暴力だった。


「──洪こう、水ずい?!」


　言い切るひまも無かった。


　白虎を抱だき上げたばかりで、避よける余よ裕ゆうも無かった。


　一瞬で、その青い波に、少年の身体からだは飲み込まれた。





　その、一瞬のどこかで、


「社長！」


　振り返った少女の、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを見たような気がした。


（……ああ）


　その悲痛な蒼に、ひどく申し訳ない気分になって。





　──すとん、と意識が切れた。














　『間章』




　蔵の中は、ひどく冷えていた。





　窓も扉とびらも厳重に閉じられ、昼下がりだというのに、外部の光はまったく差し込まない。


　唯ゆい一いつの明かりは、蠟ろう燭そくだけだった。


　じじじ、じじじ、と虫の鳴くような音をたて、薄うす暗ぐらく土蔵の中に光っている。


　その明かりの中央に、少女は正座していた。


　年ねん齢れいは、八歳かそこら。


　ふたつに分けた髪かみを、背中のあたりでひとつに結んでいる。白い巫み女こ装しよう束ぞくと、白い横顔が、蠟燭の炎ほのおでより引き立っていた。


　葛かつら城ぎみかんである。


「…………」


　少女は、ずっとうつむいていた。


　この一週間ばかりは、葛城家から差し出される神しん饌せんしか食べていない。


　神饌。


　つまりは、神様に差し出すための食事である。


　内側から身体を清め、祭りにそなえるための儀ぎ式しきだった。ゆえに、その量はあくまで最低限であり、いつも潑はつ剌らつとした少女をさえ、清せい冽れつに研とぎ澄すましていた。


　あるいは──美しくなったともいえる。


　神こう々ごうしいともいえよう。


　神とは、人を離はなれたものだ。


　ある意味で、死に近づくほどに、人は神に近づく。


　ゆえに、絶食も苦行も、神となる過程として利用されるのだ。


「…………」


　静せい寂じやくの中、みかんは思う。





　──『……あいつら……行ったぜ』


　──『鬼おに退たい治じってことでな。案の定、あっさりと引き受けやがった。あそこのお人好しっぷりは変わってねえな』





　圭けいの言葉を。


　最後に問うた、一言を。





　──『お前は、姉を恨うらんだことはないのか？』





　どうなんだろう。


　自分でも、分からない。


　ずっと、みかんは姉と比べられてきた。


　史上稀まれにみる天才と言われた姉──葛城香かおりと、落ちこぼれと蔑さげすまれてきた自分。


　それは、圭けいと猫ねこ屋や敷しきの関係にも似ている。


　しかし、どうやっても猫屋敷に敵かなわない圭に対して、みかんには可能性はあった。


　血統。


　千年と連なる魔ま法ほう使つかいの正統なる血筋が、みかんの内にあった。


　だから、呪じゆ力りよくそのものに不足したことはない。みかんに足りないのは、その呪力を制せい御ぎよするための技術と才能だけだったのだ。


　その望みがあるからこそ、葛城家は自分に期待をかけてきた。


　生まれたときから修行を重ねさせ、今のような食事も含ふくめて、ありとあらゆる方法で、自分の才能を開花させようとしてきた。


　開花させようとして、すべて、失敗したのだ。


「…………」


　どっちの方が、辛つらいのだろう。


　圭と、自分と。


　そして。


（……どうして）


　どうして、こうなってしまったんだろう。


　誰だれもが自分に期待してきたはずなのに──どうして、自分は応こたえられないんだろう。


　同じことをずっと考え続け。


　……考え続け。


　………………考え続け。


　…………………………考え続け。


　……………………………………考え続け。


　やがて、考えているのかいないのかも分からなくなったとき、変化が生じた。


　扉の中間に、薄うすい亀き裂れつが入ったのだ。


　光がさしこむ。


「んっ」


　手を掲かかげ、目を細めたところに、声がかかった。


「……準備はできたか」


　冷たい声だった。


　誰の声かは、すぐに分かった。


「おばあ、ちゃん……」


「これから、祭りをはじめる。出てくるといい」


　葛城鈴すず香か。


　蠟ろう燭そくに照らされた老女の横顔からは──やはり、どのような感情も推測することができなかった。




第５章　嗤う鬼と魔法使い









葛城山麓の土蜘蛛……病床についている源頼光のところへ一人の僧が頼光の容態をたずねる。頼光が怪しむと、僧はその病気が蜘蛛のせいであるとほのめかし、千筋の糸を投げて蜘蛛の本性を現す。頼光は枕元の刀で蜘蛛を斬りつけ、手応えを感じたものの逃げられてしまう。血のあとをたどって行くと古い塚が見つかった。その塚を突き崩すと中から土蜘蛛が姿を見せ、糸を繰り出して戦うが武者団によって斬り伏せられる。




　　　　１




　右目が、視みていた。





　それは、色あせたフィルムのような光景だった。


　長い長い、歴史の源流であった。


　たくさんの人が、そこで死んだのだ。


　死体は水に流され、恨うらみも水に流され、ずっとずっと忘れられていた。忘れられたことに、なっていた。





　だけど。





　忘れられたものは、忘れなかったのだ。


　水に流されようと、辿たどり着いた地で、恨みは集つどった。


　摩ま耗もうし、薄められ、何を恨んでいるのかを忘れてしまっても、恨んでいることだけは忘れなかった。


　それだけは忘れぬように、しがみついた。





　そして。





　誰かが訊きいた。


　お前は、何だと。


　恨みは答えた。


　我らは、オニだと。


　恨むために恨み、怒おこるために怒るモノであると。


『怨オニ』であり、『隠オニ』であり、『陰オニ』であり──『鬼オニ』であると。





　多分。


　そのとき、はじめて。


　彼らは──自分たちを人ではないと、そう認めてしまったのだ。





　　　＊





「あ……」


　自分の声で、伊い庭ばいつきは目覚めた。


　なんだか、百年も眠ねむっていたような気がした。


「……ここ……は？」


　目を開くと、川のほとりだった。


　衣服が、しとどに濡ぬれそぼっている。髪かみの毛も眼帯もそうで、寒いというよりも、ひどくむずがゆかった。


　やたらと、眠い。


　目を閉じれば、いくらだって寝ねられそうだった。


「──呆あきれましたね。まさか、こんなところまで来られるとは。まあ、半分は丘が呼んだのだとは思いますけれど」


「っ！」


　その声に、眠ねむ気けが根絶された。


　あわてて上半身を起こす。鈍にぶい痛みが背中に走ったが、それも気にならなかった。


「猫ねこ屋や敷しきさん！」


　すぐ隣となりに、のほほんと扇せん子すを広げた陰おん陽みよう師じがあぐらをかいていたのである。


「猫屋敷さん、なんで……！」


「いやあ。少しばかり、不自由なことになってまして」


　微び苦く笑しようした陰陽師は、座ったまま、頭を搔かいた。


　膝ひざ元もとに、焚たき火を燃やしている。


　どうやら、それでいつきを温めてくれていたらしかった。濡れた服がそのままなのは、こちらに運び終えてから、さほど時間が経たってないということだろうか。


　焚き火の周囲では、四匹ひきの猫ねこがふるふると濡れた毛皮を震ふるわせていた。


「……にあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～あ」


　なにやら、くるくると焚き火を走り回り、喜びの鳴き声をあげている。


「にゃあにゃあにゃあ！」


「あ！」


　最後に鳴いた猫に、いつきが振ふり返った。


「──白びやつ虎こ！　お前！」


「にゃあにゃあ！」


　抗こう議ぎしようとしたいつきから、白虎が逃にげまどって、猫屋敷の和服にすがりつく。


「いやいやいや。どうぞ許してやってください」


　あわてて、猫屋敷が弁護する。


「なにしろ、ここからじゃ携けい帯たい電話も呪じゆ術じゆつ交感も通じなくて……ようやくさっき白虎につながったもんで、ちょっと無理しちゃったみたいなんですよ」


　白虎の頭を撫なでながら、さりげなく背中側へとかばう。


「ちょっと無理って……危あやうく死にかけましたよ?!」


「ええと、まあその──そうです！　ここは猫保護の観点に立ってですね。ほら、けなげでかよわい猫たちを救ったと思えば、そんな経験も薔ば薇ら色いろに！　猫万ばん歳ざい！　猫に罪なし！　世界中のありとあらゆる猫に祝福を！」


「……………………………………………………………………………………………………」


　どうしようもない。


　どうしようもなく、いつもの猫屋敷蓮れんであった。


　いついかなるときにも猫賛美だけは忘れない、至高の猫馬ば鹿かがそこにいた。


「……そういう問題ですか」


　文句を言うのにも疲つかれて、いつきが肩かたを落とす。


「いやいやいや。社長もお疲れ様さまでした！　だからこそ、ここは寛かん容ようなところを！」


「僕はですね──」


　言いかけて、少年は別のことに気がついた。


　今のやりとりで、ようやくそれだけの心の余よ裕ゆうを取り戻もどせたともいえる。


「あ……」


　目を剝むく。


　少し離はなれたあたりに、花が咲さいていたのだ。


　これまで気がつかなかったのが不思議なほどの、おびただしい花の群れ。


　フクジュソウ、ヤマツツジ、ノゲシ、アセビ……


　色も種類も匂においも、まるで関連性がないのに、なぜだか一いつ幅ぷくの絵のごとき統一感があった。


　中には、冬に咲かぬはずの花さえ混じっていた。


　色とりどりに咲き乱みだれる様は、あたかも仏教画に描えがかれる極ごく楽らく浄じよう土どのようでもあった。


「う、わ……」


　そして、それだけではないのを、いつきの右目は視た。


　その花々の、『力』である。


　おびただしい花は、周囲の怨おん念ねんをさえ、なだめているのだった。


　いつきの右目さえ刺し激げきしない──優やさしい呪じゆ力りよくを、その花弁は纏まとっていた。


「これって──」


「花はな蠱まじじゃ」


　澄すんだ声が、いつきの鼓こ膜まくを叩たたいた。


「え？」


　振り向く。


　すると、花の中心から、たおやかな影かげがたちあがったのだ。


「神楽かぐらの一種での。辰巳がよう喜んでくれたから、こればかり得意になってしもうた」


　小さな、影だった。


　十歳か、そこらであろうか。


　みかんと紛まがう。


　とても小さな身体からだにあでやかな振り袖そでを纏まとい、結ゆった頭には、精せい緻ちな意い匠しようのかんざしを挿さしている。紅をさされた唇くちびるの形も、一筆で掃はいたような細長い眉まゆも、いつきの知る幼い巫み女ことそっくりであった。


　だが。


　みかんを動とすれば、彼女は静だった。


　みかんを光とすれば、彼女は影だった。


　みかんを白とすれば、彼女は黒だった。


　日本人形みたい、というと陳ちん腐ぷにすぎるだろうか。


　どこまでも物もの憂うげで、どこまでも哀かなしげで、どこまでもはかない人形だった。


「君、は……」


「おぬしが、〈アストラル〉の社長じゃな。伊庭いつき」


　と、少女が問うた。


「え、あ、はい……」


　自分のへそあたりまでしかない、十歳の子供相手なのに、思わず姿勢を正してしまう。


　そうしなければならないと思うほどの、威い厳げんが少女にはあったのだ。


「……葛かつら城ぎ香かおりさん。みかんちゃんのお姉さんにして、葛城家の次代当主です」


　そっとお辞じ儀ぎし、猫屋敷蓮が紹しよう介かいした。


　少女は、それにうなずく。


「な、なるほど……」


　ならば、といつきも一いつ旦たん納なつ得とくしかけ。


　数秒して。





「……ええええええええええええええええええええええっ！」





　と、思わず絶ぜつ叫きようしていた。


「ななな、なんで、ここに葛城の次代当主みかんちやんのお姉さんが──?!」


　驚きよう愕がくも当然ではある。


　彼女は、みかんとともに祭りの準備をしているはずではなかったのか。それが、どうしてよりにもよって、鬼おにたちの丘おかに隠かくれているのか。


「ああ。理由は簡単でして」


　と、猫屋敷が扇せん子すを広げた。


　おおよそ、考えもしないことをさらりと言った。


「私が、彼女を誘ゆう拐かいしてきたんですよ」


「は、はああっ？」


　いつきは、ひたすら瞬まばたきするばかりだ。


　まるで理解できない。


　そして、さらに奥を、いつきの右目が勝手にとらえた。


　花々と、小こ柄がらな少女──葛城香の奥である。


「あ……」


　眼帯を押さえる。


　その奥にそびえた、奇き妙みような岩に、右目が釘くぎづけとなったのだ。


　巨きよ大だいな岩だった。


　高さだけでも、いつきの倍ちかくはあるだろうか。その半ばから、太い注連しめ縄なわがまわされている。苔こけだらけの表面さえ、その岩の歴史が刻まれたかのように、神秘的であった。


　一種の荘そう厳ごんささえ、感じさせる岩だった。


　無数の花は、まるでその岩を取り巻くように咲さいていたのだ。


「それは……」


「そうか。分かるのじゃな」


　と、香は、微び笑しように憂うれいを深めた。


　岩を振ふり返る。


　優やさしく表面に手を触ふれて、細い眉をひそませた。


「これが……丘の生命。そして、鬼の本体じゃ」





　　　＊





　鬱うつ蒼そうと茂しげった、雑木林の中だった。


　小こ径みちにも、縦横に枝が張りだし、太い根がのたくっている。坂は激しい上下を繰くり返し、折れ曲がり、時には道という姿をなさなかったりもする。


　四つ足の獣けものならいざしらず、人間には困難極きわまりない道のりといえた。


　穂ほ波なみと辰たつ巳みは、そんな中を歩んでいる。


「社長、は……どないしてるやろ」


　少女が、呟つぶやいた。


　マントの首元を、きゅっと押さえる。


　とんがり帽ぼう子しのせいで、その下の表情までは見えなかった。


「大だい丈じよう夫ぶだろ」


　辰巳が、そんな少女にうなずいて見せる。


「鬼じゃなくて、あの洪こう水ずいに持っていかれただけなら、すぐにどうこうってわけじゃない。呪波汚お染せんに巻き込まれただけっぽいからな」


「……〈回帰〉、やね」


　土地が過去の状じよう況きようを再現するという、呪波汚染の頻ひん発ぱつパターンを穂波は述じゆつ懐かいした。


　こんな歌がある。





　──世よの中なかは何か常なる飛鳥あすか川がわ　昨日の淵ふちぞ　今日は瀬せになる





　昨日の淵が、今日には瀬になっている。


　そう詠よまれた通り、飛鳥川は何度となく形を変えた。洪水を引き起こし、ひどいときには流れそのものを押し潰つぶして、それまでの平地を川に変えたりもした。


　そんなかつての飛鳥川を、呪波汚染は再現したのである。


　そして、鬼から逃のがれたはよいが、穂波たちもまた道を見失っていた。


「……厄やつ介かいだな」


　と、辰巳が足を止めて漏もらす。


　その足にも、じいんと軽い痺しびれが感じられた。


　わずか数時間足らずとは、考えがたい疲つかれだった。


　高さにして二十メートル。三十分足らずで一周できてしまう小さな丘が、行けども行けども踏とう破はできなかったのである。


　ばかりか、丘の外さえろくに見えない。隙すき間まなく茂った林の枝葉は、巨きよ漢かんと少女の視界を完全に塞ふさいでいた。


　まるで、森の迷宮だった。


　異常な疲れもまた、その迷宮によるものと思われた。


　内側にいるものの精神と肉体にも、呪波汚染は相応の被ひ害がいをもたらす。鬼のことがなくとも、長時間、内部にいることは危険極きわまりない。


「方向自体を、狂くるわされてるみたいやね」


「どうやって出るか……だな」


「社長を助けて、鬼の本体とかいうのをぶっ飛ばしてからや」


「もちろんだがね」


　苦笑して、辰巳はごりごりと頰ほおを搔かく。


「少し待って」


　セーラー服の襟えり元もとにつけた社章を、穂波が手に取った。


　銀鏡と五ご芒ぼう星せいがあしらわれた〈アストラル〉の社章は、そのまま有効な呪物フエテイシユとなる。


　今が、そうだった。


　細い鎖くさりを伸のばして、その社章を垂らし、そっと目を閉じる。


　ダウジング。ケルト民族を源流とし、ヨーロッパ全土に広く伝わる、探たん索さくのための魔ま術じゆつ。


「…………」


　呪じゆ文もんはなく、穂波は自分の無意識へと降りていく。自分の無意識と、この世界とを重ね合わせていく。


　その様子を見て、


「……しんどくないのか？」


　と、辰巳がふと訊きいた。


「何が？」


　穂波が聞き返す。


　その程度で集中が途と切ぎれるような、半はん端ぱな修行はしていない。巨漢も、それは分かっての行こう為いだ。


「いや、あんた、なんかずうっと何か抱かかえこんでるような気がしてよ」


「…………」


　穂波は、少しの間黙だまっていた。


「ちょっと思ってたけど」


　と、口を開いた。


「辰巳さんて、社長にちょっと似てるんやね」


「あ？」


「おせっかいなとことか、自分そっちのけで人のことばっかり気にするとことか」


　少女が微び苦く笑しようする。


　そうしながら、ダウジングを続けていく。


　魔術を破るものは、やはり魔術。


　方向を狂わされているなら、新たな方向を自ら造るしかない。穂波がやっているのは、そういう魔術だった。


　敵対的な世界を、呪的な手段をもって従えていくという──そういうことだ。


「社長の右目……分かる？」


　穂波が訊いた。


「ん？　ああ、なんかの呪のろいでも受けたかと思ってたが」


「あれ、あたしのせいなんや」


　辰巳は、無言で少女を見返した。


　その視線に晒さらされながら、穂波は思い返す。





　──『いっちゃん！　いっちゃん！　いっちゃん！』





〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉。


　泣き叫さけぶ、幼よう稚ち園えん児じの自分。倒たおれていた少年。


〈竜りゆう〉を見て、歪ゆがんでしまった妖精眼グラム・サイト。


（……だから）


　だから、償つぐなおうとした。


　魔術を覚え、少年の目を癒いやそうとした。


　誰だれも──そんなことは求めていなかったのに。


　勝手に償おうとして、勝手に空回って、勝手に嘆なげいて、勝手に傷ついて……。


　……なんて、愚おろかしい。


「……そのあげく、あたしは、〈アストラル〉を裏切ろうとまでした」


　辰巳の表情が、硬こう直ちよくする。


「〈アストラル〉、を？」


「裏切るつもりやなかった……なんていうても、ただの言い訳やね。あたしは、あたしの勝手で皆みなに迷めい惑わくをかけて……一度は、本当に敵にまわった」


　三ヶ月前。


〈竜〉の事件。


　あのときの、フィンの言葉。





　──『うまくすれば、イツキくんの眼めを治せるかもしれない』





　今なら、分かる。


　伊庭いつきのためではなく──穂波・高たか瀬せ・アンブラーは、自分自身のために、あの言葉に乗ってしまったのだ。


　自分の罪に耐たえきれなくて、自分の弱さを塗ぬりつぶそうとして、そんな愚かしさのゆえにあの言葉にひかれてしまったのだ。


　いいや。


　そんな自分だから、フィンはああ言ったのだろう。


　あの取り替え児チエンジリングには、他人を騙だまそうという私欲さえない。


　ただあるのは、他人の願いを叶かなえようとする、純じゆん粋すいな意志のみ。


　結局のところ。


　妖精眼の少年フインは、穂波が目をそむけていた愚かさを、白日のもとへひきずりだしただけなのだ。


「そやけど……皆、許してくれた」


　と、穂波が、困ったように口にする。


　辰巳の首は、横に振ふられた。


「許してもらえても……いや、許してもらえた方が辛つらいだろ。そういうのは」


「そやね」


　少女は微笑ほほえんだ。


　本当に、この巨きよ漢かんは、あの少年とよく似ている。


　鈍どん感かんなくせに、そういう大事で柔やわらかいことだけは、ちゃんと気がつく。


「やからね。もう、自分に噓うそはつかないようにしよって、思ったんや」


　心の半分はダウジングへと尖とがらせつつ、半分は淡あわく笑う。


「いまだに馬ば鹿かやけど……わがままでみっともなくて、どうしようもないあたしやけど、それでももう噓はつかないようにって」


　少女の瞼まぶたに映ったのは、黄金の髪かみの少女だった。


　アディリシア・レン・メイザース。


　自分は、ああはなれない。


　ああいう、芯しんから誇ほこらしい、潔いさぎよい生き方はできない。


　何度も転んで、何度も蹴けつまずいて、みっともないことこの上ないやり方しかできない。


　だけど。


　それでも、譲ゆずれないものはある。


　親友にだってライバルにだって、譲れないものが胸の内にある。


　──少年の、姿。


　まだ、自分の心を自覚してはいない。


　単なる贖しよく罪ざいなのか……それとも恋こい心ごころなのか、そんなことも分からない。


　それでも、譲れないと思う、そんなことだってある。


「そうか」


　辰巳が、小さくうなずく。


「──だから、訊きくよ」


　急に、穂波が顔をあげた。


　ダウジングの最さ中なか、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが真まっ直すぐにこちらを見つめたのである。


「辰巳さんは、どうして三年前、あの家から追い出されたん？」


　巨漢の、肩かたが震ふるえた。


　少女は、静かに見つめたままだ。


「あたしは、それがこの鬼おにと関係あると思う」


「…………」


「なんかの失敗で、この鬼が出たいうのは分かる。あのお婆ばあさんも、そこは認めてたもんね。──でも、どんな失敗があったら、あんな鬼が生まれる言うん？」


　そこで、一いつ旦たん少女は言葉を切った。


　一言で、質問をこう凝ぎよう縮しゆくしたのである。


「葛城の祭りって……何をするん？」
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「葛城の祭りとは──結局、この岩から、鬼の本体を取り出すことじゃよ」


　奇き岩がんに触ふれたまま、葛城香は告げた。


「この岩から、鬼の、本体を……？」


　いつきが、ぼんやりと口にする。


　この岩が鬼の本体だというその意味を、つかみかねたのである。


　確かに、異様な呪じゆ力りよくは感じられる。


　さきほどの鬼と類する波動の、禍まが々まがしい呪力。


　だが、その岩が、鬼の本体だとは？


「もともとの『鬼』は中国の発はつ祥しようでな。要するに、死し霊りようという意味さ」


　美しい、小さな人形のように、香が語る。


　外見がはかないだけに、声の底の辛しん辣らつさが、鼓こ膜まくにきつく響ひびいた。


　いかに似ていようと、この少女はみかんとは違ちがう。


「つまるところ、日本の鬼もそれに準じる。死者の思いを体現したモノ──恨うらみや怒いかりや、哀かなしみをカタチにしたモノ──それこそが、この国の隠オニじゃ」


　すうと、奇岩の表面を慰い撫ぶするように、手を動かす。


「この岩は、そういう思いをしみこませてきたものさね」


「あ……」


　いつきは、〈竜りゆう〉を思い出す。


　三ヶ月前。


　布ふ留る部べ市の霊脈レイラインから目覚めた〈竜〉。


　あの〈竜〉は、より自然に近しい、天災ともいうべき存在だった。それでいて、当時のいつきや穂波に触れて、人に似た思考や感情を持つに至った。


　もっと、人の思いが強ければ？


　つまり、『核かく』となるものが自然のエネルギーではなく、そういうスポットに集つどった、人の無念や怨おん念ねんであれば？


　そして、それが何百年も……千年以上もの時間をかけられたなら？


　霊脈レイラインは、そういった思いにさえ力を与あたえるだろう。もとより指向性を持たないエネルギーである。それがどういった色であれ、自然という色は容易に染まる。


　たとえ、それが『鬼』であっても。


「この岩に、その──『鬼』が？」


「我らは要かなめ石いしというがの。中国では竜穴、西洋じゃパワースポットというらしい。行き場をなくした恨みや怒りが、ここに集うのはある意味必然であったろうの」


　ふん、と香は可愛かわいい鼻を鳴らした。


「そして、その『鬼』を食い物にして、葛城家は発展してきたんじゃ」


「っ?!」


「──一応、コメントしておきますと、世界的に珍めずらしい魔ま術じゆつでもありませんけどね」


　これは、隣となりにいた猫屋敷が言葉を添そえた。


　あわてて、いつきが問う。


「ちょ、ちょっと待ってください。じゃあ、鬼を出していたのって──」


「……は？　だから、葛城の祭りですよ？」


　呆あきれたように、猫屋敷が口にした。


「祭りが進行すれば、鬼が生まれる。それはもう、祭りに最初から仕組まれているシステムなんですよ。鬼を生むことが、祭りの目的なんですから」


「鬼を、生む……」


　いつきが、絶句する。


　──『祭りは、まだ終わらぬか』


　あれは、千年を越こえて使し役えきされつづけるものの、心底からの嘆なげきだったのか。


「蠱こ毒どくの一種ですよ。──恨みを恨みに喰くらわせる。怒りを怒りに喰らわせる。千年も二千年もそうして育ててきた鬼を、新しい当主に喰らわせる」


　呪のろいの連れん鎖さ。連鎖する無数の顔。


　ぞくりと、背中に嫌いやなものがよぎった。


「それって、葛城のお婆ばあさんは──」


「ええ。葛城鈴すず香かは、よく知っていたはずですよ」


　猫屋敷が、猫ねこたちをなだめながら肯こう定ていする。


「みかんさんと香さんの母親は、葛城家が殺したようなものですから」


「──な──っ！」


「祭りが失敗したと、聞きませんでしたか？　失敗したのは、前の祭りですよ。その際、みかんさんの母親が死に至りました」


「みかんちゃんの、お母さんが……」


　いつきは、絶句した。


　三年前の事件。


　みかんが家出して、〈アストラル〉に加入したという、そのきっかけ。


　それが、こんなカタチであろうとは。


「じゃあ、今度の祭りは……」


「いいや。今度の祭りには、おばあさまは万ばん全ぜんを期した。わらわが母上の二の舞まいにならぬよう──人柱をたてたからの」


　不ふ吉きつな言葉を、香は口にした。


「……人、柱？」


「そうじゃ。じゃから、わらわは猫屋敷に誘ゆう拐かいしてくれと乞こうたのさ。あんなちっぽけな鬼おにじゃなくて、本当の鬼が出てくるのを、ずうっと止めておったのさ」


　一いつ拍ぱくおいて、笑う。


「みかんを人柱にすると、言われてな」


　そう、葛城香は告げた。


　やはり人形のような──無表情な笑え顔がおだった。
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「……それが、葛城の祭り」


「簡単に言えば、だけどな」


　話し終えた巨きよ漢かんが、頭を搔かく。


「…………」


　穂波は、ため息をついた。


　今の話は、魔法使いの結社ならば、さほど珍しいことではない。


　当主を引き継ついだ証あかしとして、その呪いをも引き継いでいく。禍まが々まがしい呪いは、裏を返せば、強大な呪じゆ力りよくの元になるということだ。


　ある意味、自分も、心のどこかで予想していたはずだった。


　それでいて、簡単に割り切れもしない。苦いものだけが胸に残った。


　──人柱。


　──鬼。


　ずっとずっと、多分千年以上、葛城家の闇やみで続いてきた儀ぎ式しき。


「俺は……」


　と、辰巳はうつむく。


「三年前、香も、香の母親も助けられなかった」


（葛城、香……）


　みかんの姉にして、葛城の次代当主だ。


　穂波の知っていることは、それだけである。


　だが、辰巳の物言いからは、それ以上の感情も滲にじんでいるように思えた。


「まだ、みかんには祭りの概がい要ようまでは知らされてなかったけどな。それでも子供心に……なんとなくは分かってたんだろう。それで、みかんは逃にげだした」


　辰巳が、拳こぶしを握にぎる。


　岩から削けずり取ったような拳が、ぎこちなく震ふるえた。あまりの握あく力りよくに、すべての指が第一関節まで白く染まっていた。


　やがて、その拳がゆるく開かれる。


　硬かたい息を、唇くちびるがこぼした。


「……で、俺は本家から追放されて、香の守もり人も弓鶴に交代してもらうことになった。この三年は、ずっと故郷で腐くさってたよ」


「だから……辰巳さんは、戻もどってきたん？」


「まあ、な」


　ダウジングへの集中を保ったまま、しばらく、穂波は小こ径みちに佇たたずむ巨きよ漢かんを見つめていた。


「辰巳さん」


　と、切り出した。


「あたしらを──利用しようとしたでしょ」


「あ？」


　戸と惑まどう巨漢の瞳ひとみを見み据すえ、穂波はこう断言したのである。


「葛城鈴香は、あたしらに陰おん陽みよう師じ──石動いするぎ圭けいと協力して鬼を退治しろとは言うたけど、辰巳さんと協力しろとは言うてなかった。辰巳さんは、詳くわしい事情を知らないあたしたちについていって……鬼の本体に先に会って、この祭りをどうにか止めるつもりやった。……違ちがう？」


「あ……いや、その」


　青く赤く、巨漢の顔が慌あわただしく変色する。


「それはその、最初、〈アストラル〉ってのが、みかんをどう思ってるか分からなかったから……」


「やから、社長を試ためしてたんやね」


　今朝の、手合わせのことを、穂波は指し摘てきする。


「もし、お眼鏡めがね通りやなかったら、あそこで社長に怪け我がさせるつもりやったでしょ。そんで自分ひとりでここに来るつもりやったん違う？」


　穂波が、鋭するどく追求する。


　その言葉は、まるで冷たい刃は物ものだ。相手の急所へ一いち撃げきで切り込み、一いつ瞬しゆんで絶命させる魔ま剣けんの刃やいばである。


　巨漢も、うぐぐぐ、と喉のどを鳴らし、


「その……いや、すまん。騙だます気だったんじゃなくて……」


　片手をあげ、でかい頭を下げた。


「うん。許したげる」


「へ？」


　顔をあげ、瞬まばたきした巨漢に、穂波はさきほどとは違うため息をついた。


「どーせ、社長ならそう言うもん。ここであたしが怒おこって、後で意地悪扱あつかいされるほうが馬ば鹿からしいわ。──それに、今度はうまくやるつもりなんやろ？」


「ああ」


　即そく座ざに、返事が戻った。


「今度こそ……な」


　短い返事だった。


　短くても十分と思える、力強い響ひびきがこもっていた。それほど大事なことなのだろう。この優やさしい巨きよ人じんが、ひどく不器用に他人を騙そうとするほどには。


「……ふん」


　思わず、穂波は微笑ほほえんでいた。


　少しだけ……なんだか、うらやましかった。


「じゃあ、それで帳消し。ここから出たら、その分手伝ってもらうから」


「お、おお」


　辰巳に約束させて、穂波は意識を集中させた。


「もう……完成するよ」


　それまで、ずっと垂らしていた社章を、少女が見下ろす。


　ぶるぶる、と社章が揺ゆれだしていた。


　呪じゆ波は汚お染せんによって混乱したベクトルと、ダウジングで押しつけられようとしている新しいベクトルとが争っているのだ。





「我は乞うハイル」





　穂波の唇が、いつもの呪言を刻む。





「力の円えん錐すいのもと、銀鏡と五ご芒ぼう星せいの加護を得て、願う。されば、我の求めし方角を汝なんじの手で形作ら──」





　詠えい唱しようは──途と中ちゆうで、止まった。


　いいや、別の音が、割り込んだのだ。





　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＮ


　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＮ





　遠くからの、鼓こ動どうにも似た音が、丘おかをこだまする。


「この、太たい鼓こ……葛城の？」


　葛城家で、かすかに聞いた、規則正しいリズム。


　そのリズムが、呪波汚染に包まれた丘へ響き渡わたり、新たな異変を導いたのだ。


　雑木林の、木々の間に、大勢の気配が発した。


　ほう、ほう、と中空に生まれる仮面の群れ。


　辰巳が、身構える。


「また、鬼おにかよ……っ?!」


　いいや。


　さきほどの鬼と違って、その鬼の姿はひどく曖あい昧まいだった。


　蜃しん気き楼ろうや古いフィルムにも似て、衣ころもや仮面のあちこちが、ぶれていた。完全な実体化マテリアライズを成せていないのである。その程度の弱々しい念に、今の太鼓が力を与あたえたようにも思えた。


「カタチもろくにとってない、下の下の連中や。でも、これだけいると……！」


　みかんがいれば……と、一瞬、穂波の頭を無意味な仮定がよぎった。


　一いつ旦たん、〈禊みそぎ〉で防護した後、どうとでも作戦をたてられただろう。


　だが、今は……！


「やるだけやる。援えん護ごして」


　多くは喋しやべらず、後ろへと指示した。


「分かった」


　辰巳も、小さく膝ひざを落とす。前後左右──いかなる方向にも対応するための、古流の歩法である。


　ふたりとも、生き死には計算から外していた。


　最善を尽つくした結果、たまたま両の足で立っていることがある。戦いとはそのようなものだと、何よりも肌はだで知っているふたりだった。


　す……と、間合いをはかる。


　緊きん張ちようの破れる、戦いのはじまる、その一いつ瞬しゆんをはかる。


　地を蹴けった。





　──瞬間。


　　　世界が、破れた。





　巨きよ大だいな何かが、そこから走り抜ぬけた！
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　いつきは、しばらく口を利きかなかった。


　利けなかった、と言ってもいい。


　それだけの衝しよう撃げきが、今の話にはあった。


「みかんちゃんが……人柱に……？」


　いつきが、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　悲しいとか許せないとか、そういう感情よりも、ただ信じられないという思いの方が強かった。


　葛城鈴香にとって、みかんも香も、同様に孫であろう。


　その片方を生かすため、片方を人柱にするという、その発想は何なのか。


「猫屋敷どのから聞いておったが……なるほど、おぬしは魔ま法ほう使つかいではないのだの」


　得心したように、香の細い首が上下した。


「魔法使いじゃない、て……」


「魔法使いならば、至し極ごく普ふ通つうのことさ。少なくとも、驚おどろくほどのことではない」


　本当に、何事でもないように少女は語る。


「先も言ったろう。葛城というのは、鬼を飼う一族で……言うなれば、鬼の中の鬼じゃ」


　振ふり袖そでの胸を指して、微び笑しようする。


　その、唇くちびるの赤さ。


　はかない艶なまめかしさ。


　美しすぎて、鬼にも紛まがう。


「これがはじめてでもない。これが終わりでもない。歴史上、何度となくあったぞ。呪まじないに我が子を捧ささげる程度のことはな。子だけじゃない。恋こい人びとを捧げることもあった。兄弟を捧げることもあった。今の逆に、親を捧げることだってあった」


　少女が淡あわく笑う。


　そんなことは、生まれる前から知っていたとでも言うように。


「でも……」


　と、いつきは反はん駁ばくした。


「じゃあ、どうして、ここまで逃にげてきたんですか」


「…………」


　いつきの言葉に、香が沈ちん黙もくした。


「大した理由じゃ、ないわい」


　ふるりと首を振る。


　遠い目になった。


　足元で、さわさわと花が震ふるえていた。


　この雑木林にも、香が張った結界の内側にも、風があるようだった。その風と、川のせせらぎだけが、この千年変わらなかったようにも思えた。


「わらわは……」


　はじめて口ごもり、少女が視線を地面に落とした。


「……辰巳が、いつも普通の生活がどうとか、普通の考え方ならどうとか、口うるさく言っておったからじゃ。余計な考え方をするようになってしもうた」


「辰巳、さんが？」


　ぽろりと、言葉がこぼれた。


　その名前に、少女が反応したのである。


「おぬし、辰巳を知っておるのか？」


「……え？　あ、はい。途と中ちゆうまで一いつ緒しよに来てて……そ、そうだ！　穂波と辰巳さんも大変になってて──わわっ」


「辰巳が?!」


　いきなり背せ伸のびした香に胸を摑つかまれて、いつきが目を回す。


「……え？　あ、その……はい」


「辰巳が……辰巳が、ここに来ておるのかっ」


　へそのあたりから、少女が一生懸けん命めいにこちらを見上げる。


　この少女らしくない──だけど、本当はその方が、この少女らしいんじゃないかと思える口調であった。


「どうして、あやつが……！」


　胸を摑んだまま、少女が訊きく。


　その答えを、いつきは持っていない。


（でも、きっと……）


「でも、ずっと……」


　いつきは思い出す。


　──『俺は……一度負けたからな』


　手合わせのときの、言葉。


　いいや、言葉よりも何よりも、あの拳こぶしと掌てのひらから伝わってきた、圧あつ倒とう的な感情。


「ずっと……香さんのことを、気にしてたんだと思います」


「……あ」


　香が、口を押さえた。


　押さえてはいたが、白い頰ほおが、幻まぼろしのように赤く染まっていた。人形とも鬼おにとも紛まがうこの少女が、まるで年相応の子供みたいに、くしゃくしゃと顔を歪ゆがませた。


　泣き笑いのような、顔。


（……あ）


　なんとなく、温かい気持ちにいつきはなった。


　あの巨きよ漢かんを、思い出したのだ。


　あの大きな肩かたに、この少女が乗せられたところは、きっと良く似合うだろう。そして、この少女も、その時間ばかりは無む邪じや気きに笑うのかもしれない。


　きっとそれは、素す晴ばらしく華はなやかな笑えみだろう。


「──ふむ」


　見ていた猫屋敷が、口を挟はさんだ。


「どうします、社長？」


「どう……って──」


　そう訊きかけて、すぐいつきは、言外に問われたもうひとつの質問に気がついた。


「……ええ」


　と、うなずいた。


「だったら……〈アストラル〉は、葛城家の祭りから葛城みかんを取り戻もどします」


　いつきの返答に、猫屋敷が困った風に眉まゆを寄せる。


　どこか愉たのしそうでもあった。


「〈協会〉に、罰ばつせられる恐おそれもありますよ？」


「それでも……」


　いつきは、一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよして、


「それでも、そうじゃなきゃ……僕が社長をやっている意味がありません」


　はっきりと言った。


　すると、猫屋敷の唇くちびるに、にんまりとした笑みが浮ういたのである。


「分かりました。──社長のおおせのままに」


　折り目正しく背を曲げて、青年が一礼する。


「──というか、猫屋敷さん、僕が言う前から、香さん攫さらったりこんなとこ逃にげ込んだり、やりたい放題じゃないですか！」


「いやまあ、それはそれ。言われる前からよく動く、社員の鑑かがみということで」


　あはは、と笑い、両手を振ふる猫屋敷である。


　次の瞬間、その青年が、猛もう烈れつな勢いで振り返ったのだ。
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「太たい鼓この、音……？」


　いつきが、空を見上げる。


「祭りの音が……じゃが、なぜここまで?!」


　香もまた、絶句する。


　はっ、と猫屋敷の顔に動どう揺ようが渡わたった。


「社長！　失礼！」


　突とつ然ぜん、いつきのスーツを脱ぬがし、背中へ手を入れる。


　その直前、黒い影かげが、いつきの背中から飛び出したのである。


　それは、細長い獣けものだった。


「石動さんの──くだぎつね?!」


　いつきの右目が、獣をとらえた。


　くだぎつねから外へと、一本の糸パスが、視みえた。


　呪じゆ術じゆつの糸パス。たとえ、どれほど強固な結界の内側であろうと、その糸が通っている限り、魔ま術じゆつは最大の効果をもたらす。


　たとえ、それが葛城香の結界の内側だろうと。


　ゆえに。


　太鼓の音とともに、ある呪言もまた、結界に響ひびき渡ったのである。





「とほかみ　えみため　とほかみ　えみため」





「──おばあさま?!」


　香の悲痛な叫さけびは、すぐにその意味を露あらわにした。


　花が、枯かれていくのだ。


　奇き岩がん──鬼き岩がんを封ふうじていた花が、次々に変色し、その花弁を散らしていく。





「かんごんしんそんりこんだけん」





　声が、聞こえた気がした。


　おそらくは、葛城鈴香の儀式魔法リチユアル・マジツク。真に強大なる魔法は、どんな距きよ離りも時間も超こえて、発現する。


　今が、そうだった。


　空気が鳴動した。


　太鼓の音に乗って、丘おかが鳴った。大気が鳴った。その上にわだかまった灰色の雲も鳴った。


　神が鳴く。


　稲いな妻ずまが走った。


　時ならぬそれは、川辺へと直ちよく撃げきした。


「あああっ！」


　途と轍てつもない衝しよう撃げきと土つち埃ぼこりに、いつきが顔を覆おおう。


　鮮あざやかに散った花びらたちの向こう側に、絶望的なものをいつきは見た。


　鬼岩に──亀き裂れつが入っていた。





【見ミロ】





　唐とう突とつに、右目が喋しやべった。





【見ロ。視ロ。観ミロ。──真ナル呪イヲ】





　黒い煙けむりが、岩から噴ふき出た。


　その煙が、カタチを成す。


　角があったかもしれない。爪つめがあったかもしれない。牙きばがあったかもしれない。瞳ひとみは血の色だったかもしれない。


　いつきにさえ、その姿は曖あい昧まいにしか視えなかった。


　だが。


「香さん?!」


　あっという間に、その煙けむりの腕うでが少女をかき抱いだき、飛ひ翔しようしたのだ。


　煙が、樹木へとかぎ爪をたてる。


　一いつ瞬しゆんだった。





　──瞬間。


　　　世界が、破れた。





　　　　４




　──それを見たのは、皆みな、同じ瞬間だった。





　　　＊





　雑木林にいた──穂波と、辰たつ巳みと。





　　　＊





　結界の内側にいた──いつきと、猫屋敷と。





　　　＊





　そして、砕くだけた結界から現れた──煙鬼に抱だかれた香と。





　　　＊





　全員が立ち合わせた、一瞬。


　ほんの一瞬の、雷鳴のような交錯。


　その刹那で、巨きよ漢かんと少女とが、互たがいを認にん識しきした。


「辰巳！」


「──香っ！」


　踏ふみ出した辰巳の足が、落ち葉を踏みにじり、強ごう引いんに方向を変えようとする。


　奇き怪かいな鬼に抱かれた少女を、引き剝はがさんと巨漢が吼ほえた。


「ああああああああああああっ！」


　手を伸のばす。


　ごつごつした腕が、少女までわずか数センチの距離へと迫せまった。





　──だが、遅おそすぎた。


　──だが、遠すぎた。





　巨漢が追いかけるには、ほんのわずか、時間と距きよ離りが足りなかった。


　猫屋敷も穂波も、いつきにも反応できなかった。


「──たつ、みぃ……！」


　少女の残ざん響きようだけを摑つかみ、辰巳が無様に転げた。


　鬼おにが、嗤わらう。





〝──祭りが、また始まるか〟





　鬼が嗤う。





〝──祭りが、また始まるかっ！〟





　愉たのしそうに嗤いながら、奔はしった。


　奔りながら、直線上の──仮面の鬼どもを手づかみにした。


　頭から喰くらった。


　霊エーテル体の血が撒まき散らされ、冬の落ち葉を濡ぬらした。喰い残された肉と骨が、周囲の樹木にへばりついた。


　次々と、鬼が喰われた。


　手当たり次し第だいに、鬼が喰われた。


　鬼によって鬼が喰われ、鬼によって鬼が喰い千切られた。


　どこが地じ獄ごくかと問うのであれば、まさしく、こここそが地獄だった。





　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＮ


　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＤＯＮ　ＤＯＮ





　葛城の太たい鼓こが、招く。


　鬼は、そちらへと奔る。


「香──っ！！！」


　巨漢の声が、背後で聞こえた。


　鬼が、また嗤った。


　また、鬼を喰らった。


　地じ獄ごく絵え図をつくりだし、本体たる鬼の笑い声は、曇くもり空の向こうへと遠ざかっていった。





　　　　５




　丘おかは、平へい凡ぼんな丘きゆう陵りように戻もどっていた。


　視界を塞ふさいでいた雑木林は、まばらな樹木の群れとなり、何時間も踏とう破はできなかった坂は、簡単に一望できるなだらかな道へ変わっていた。


　仮面の鬼も、ことごとくが消えていた。


　四人だけが、残っている。


　いつき、穂波、猫屋敷。


　そして、辰巳。


「……また……っ」


　辰巳が、拳こぶしを地面に打ちつける。


　その拳の半分ほどが土にめりこみ、内側から血を溢あふれさせた。


　唇くちびるの端はしからも、血は流れていた。奥歯を嚙かみしめすぎて、歯は茎ぐきからこぼれた血であった。


「はめられましたね」


　と、猫屋敷が呟つぶやく。


「葛城鈴香が何を頼たのんだか知りませんが……つまるところ、社長や〈アストラル〉の社員なら、結界の内側に入れるかもしれないという、それだけが狙ねらいだったんでしょう」


「今の……くだぎつねが？」


「ええ」


　うなずいて、猫屋敷はこう続けた。


「こちらに来る前に、何か、派手なものを見せられませんでしたか？」


「……あっ」


　いつきが、口元を押さえる。


　鬼の衣を鳥へと変えた、圭の魔ま術じゆつを思い出したのだ。


「おそらく、そのときにくだぎつねを憑つけられたんでしょう。魔術というよりは手品の領域ですが、そういうのは圭の得意技ですから。そして、いかに強力な結界でも、糸パスさえ通れば、脆もろいものです」


　ため息をつく。


　ひどく疲つかれたような、ため息だった。


「あたしが、気づいてれば……」


　穂波が、ぽそりと言って、


「いえ。穂波さんが気づいていたらいたで、別の方法を使ったでしょう。言い逃のがれはききますし、最悪、圭自身がついてくればすむことです。まあ、そうしなかった理由も、想像はつきますが……」


　そこで、言葉が切れた。


　重い沈ちん黙もくが、落ちた。


　誰だれも、口を開くことができなかった。


　拭ぬぐいきれぬ疲ひ労ろうと悔かい恨こんとが、全員の身体からだを芯しんまで蝕むしばんでいた。





　ＴＲＲＲＲＲ……





　そんな中に、小さな音がしたのである。


「──携けい帯たい？」


　マントの内側から、穂波が電話を取り出し、耳にあてる。


『もしもし。穂波さんですか？　ようやく、連れん絡らくが通じました』


　聞き覚えのある、落ち着いた声が鼓こ膜まくを叩たたいた。


「ダフネさん──？」


　おそらくは、今の鬼おにのためであろう。


　結界と呪波汚お染せんが破れたのと同時に、電波による通信も可能となったらしい。魔術においては、まま生じる現象だった。


『ええ。半日ほど前、アディリシアさまと黒くろ羽はさまがそちらに向かわれました。そろそろ、到とう着ちやくされるかと思います』


「アディと、黒羽がっ？」


『はい。黒羽さんからの話も総合して、おおよその状じよう況きようは、こちらでもつかんでます』


　もともと、バックアップのために残された黒羽である。


　その仕事を、幽ゆう霊れい少女は完かん璧ぺきにこなしていたらしい。





『ですが、もうひとつ未み確かく認にんの情報が──』














　『間章』




　──ごとん…………ごとん…………。


　──ごとん……ごとん。


　──ごとん、ごとん。





　列車の走行音が徐じよ々じよに速まり、ホームから遠ざかっていった。


　時刻は、夕方である。


　もっとも、灰色の雲が空を覆おおっているため、夕ゆう陽ひの姿は見えない。代わりに、どこか寂さびしげな黒い山々が、地平線を重く閉ざしていた。


「この国らしい風土ですわね」


　黄金きんの髪かみをなびかせ、アディリシア・レン・メイザースがそんな感想を口にする。


「そ、そうでしょうか……」


　不安そうに相あい槌づちを打ったのは、頭上を浮ふ遊ゆうする半はん透とう明めいの少女だった。


　黒くろ羽はまなみである。


「ええ。こう窮きゆう屈くつですと、なんだか息苦しいですわ」


　吐と息いきひとつ。アディリシアは、背筋を伸のばす。


「まずは、イツキたちと合流する必要がありますわね。あのカツラギの情報が本当でしたら、多分、あまり歓かん迎げいできない状況になってるでしょうし。……あなたにも、手伝ってもらいますからね？　クロハさん」


「は、はい！」


　こくこくと、一生懸けん命めいに黒羽がうなずく。


　だが、そのうなずきよりも早く、


「──誰！」


　アディリシアの視線が、ホームの陰かげへ、厳しく食い入ったのだ。


　はたして……答えはあった。





「感心しませんね。──〈ゲーティア〉の首領のあなたまでがこの件に関かかわると、問題が大きくなりすぎます」





　黒羽が、息を飲んだ。


「……どういう、ことですの……？」


　アディリシアも、わずかに後じさって、目を見開いた。


「何故なぜ、あなたがここにいるの！」


「──もちろん」


　ゆっくりと、影かげは首を縦に振ふった。


「私がいるということは、罰ばつされるべき魔ま法ほう使つかいがいるということですよ」


　ひどく、薄うすっぺらい印象の男だった。


　ありとあらゆる特とく徴ちように欠けた──どんな記き憶おくにも残らない風ふう貌ぼう。中肉中背の身体に、何の変へん哲てつもない背広。鼻の高さから瞳ひとみの深さまで、この男らしさというものが何ひとつ見あたらない。


　そんな人間が、いるはずがない。


　いるはずがないゆえに──悪魔にも似た男だった。


「もしも、あなたが〈アストラル〉に協力するなら、あなたも裁くことになりますね。あなたは〈アストラル〉の株主ですが、正当な理由なくこの事件に関わるとなれば、影えい響きよう力が高すぎます」


　そう言って。


　男は、細葉巻シガリロの煙けむりを、無人駅のホームへくゆらせる。


　──魔法使いを罰する魔法使い。


〈協会〉の影かげ崎ざきが、そこで笑っていた。


　そして、ふと空を見上げた。





　　　＊





　丘おかと、ホームと。


　誰だれも動けぬままの舞ぶ台たいへ、白いものが降り落ちていた。


　古い土地の、さらに古い因習を嘆なげくかのように──静かに、雪が降り始めていた。





　切ないほど白い、雪だった。







〈続く〉　







　あとがき







　ごめんなさい！　前巻のあとがきで「来月かその来月ぐらいには出す」と言っておきながら、四ヶ月空いてしまいました。出版上の理由とかいろいろあったわけですが、まずは代表として謝あやまらせてくださいませ。


　下巻はすぐ出るはず──このあとがきを書く段階で原げん稿こうは終わってます──なので、今度こそお待たせせずに再会できるはずです。ええ、きっとそうですよね、編集部さま?!（何かを訴うつたえかける眼まな差ざしで）


　くわえて、新ニュース！　ＣＤドラマ第一弾「魔法使いの宴」が八月二日に発売されたのですが、第二弾「魔法使いのススメ」も十月四日に発売されちゃいました！　前の巻にも書きましたが、こちらのアドレス（http://www.jvcmusic.co.jp/m-serve/webradio/channel/0002/index.html）でダウンロードもできちゃいます。物語もＣＤドラマ用の完全新作ですので、気になった方はチェックしてみてくださいね。





　今回の長編は、いままで短編で出していた「祭りと魔法使い」の話の集大成となっています（最後というわけではありませんが）。初めての取材旅行を敢かん行こうしたり、そのために地図とにらめっこしたりと、実に思い出深い巻となりました。


　最後に、考証ばかりか取材協力もしてくださった三輪清宗さん、苛か酷こくなスケジュールでギリギリまで頑がん張ばってくださったイラストのｐａｋｏさん、いろんな意味で身を削けずってくださった編集の難波江さんに感謝を捧ささげます。


　ではまた、次の物語でお会いしましょう。





　　二○○六年九月二十九日




馬場あき子の「鬼の研究」を読みながら　　







※あとがきにＣＤドラマのダウンロード先としてアドレスが記載されておりますが、２００６年当時の告知です。必ずしも記載通りではない場合があります。ご注意ください。
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